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プロローグ







「ああ、カイム様……」

「んあっ、素す敵てきですう」

　熱い吐と息いきが胸にかかる。鼓こ膜まくをくすぐる蜂はち蜜みつのように甘あまったるい声。そこに込こめられた深い情愛が耳から流れ込んできて、脳が溶とけてしまいそうだ。

（まったく……俺おれが望んでいたのはこういう事じゃなかったんだけどな……）

　柔やわらかく温かい重みを全身に感じながら、その青年――カイムは心中で溜ため息いきを吐つく。

　カイムがいるのは十人以上が眠ねむれるほどの大きさのキングサイズベッド。そこにはカイム以外にも複数人の女性が乗っている。下着やネグリジェに身を包んだ彼かの女じよ達たちの瞳ひとみは情欲に染まっており、潤うるんだ瞳はカイムの姿だけを映していた。

　四方から柔らかな乳ち房ぶさが押おしつけられる。長い脚あしがカイムの身体に絡からみついてくる。ギシギシとベッドが小刻みに上下するたび、彼女達の口から艶つやっぽい嬌きよう声せいが漏もれた。

　カイムを囲んでいるのは、いずれも類まれな美女・美少女ばかりである。彼女達はまるで甘い毒に冒おかされたように頬ほおをバラ色に染めて、カイムのことを求めていた。

（実際、『毒』に冒されてるんだろうな……コイツらは）

　スベスベの柔やわ肌はだに手を這はわせ、胸や尻しりの膨ふくらみを弄もてあそびながら、カイムは苦く笑しようした。ここにいる女性はいずれもカイムの虜とりこになっていた。全身を余すところなく甘い毒に支配されており、本能を剥むき出しにしてカイムのことを求めている。

（責任を取らなくちゃいけないよな。身から出た錆さび……いや、『毒』だもんな）

「カイム様……どうか、どうか私にお情けをくださいませ……もっと、もっと……！」

　女性の一人が堪たまりかねたとばかりに濡ぬれそぼった下着を脱ぬぎ捨てる。彼かの女じよにつられて、他の女性も次々と一糸まとわぬ全ぜん裸らになっていく。

「いいだろう……かかってこいよ。全員、まとめて相手にしてやるから」

　言い放ち、カイムは美女の一人を抱だき寄せて唇くちびるを奪うばう。腕うでや脚に別の女性が抱き着いてくるのを感じながら……カイムはここに至るまでの経けい緯いを頭に思おもい浮うかべた。




　これから語られるのは、一人の王の誕生の物語。後の時代において『名君』とも『暴君』とも……『魔ま王おう』とも称しようされることになる最強の魔ま人じんの英えい雄ゆう譚たん。

『毒の王』と呼ばれた男の戦いと冒ぼう険けんの物語である。







第一章　呪われし子







　全ての始まりは十三年前までさかのぼる。

　大陸中央の小国――ジェイド王国にて、その物語の幕が開こうとしていた。




「ハア…………ハア…………ハア…………」

　一人の女性が寝しん台だいに横になったまま、か細い息を吐いている。二十代前半ほどの女性は頬が痩やせこけ、全身を汗あせで濡らしていた。明らかに何らかの病に侵おかされている。それもかなり病状が進行しており、余命が幾いくばくも無いことは誰だれの目にも明らかだった。

「サーシャ……」

　ベッドの傍かたわらで男が背中を丸めて俯うつむいている。表情を悲痛に歪ゆがめながら呼びかけるが……反応はない。『サーシャ』と呼ばれた女性の耳に男の声が入っているのかも怪あやしかった。

　二人は夫ふう婦ふだった。それもただの夫婦ではない。彼かれらは二人ともが英えい雄ゆうであり、巨きよ大だいな厄やく災さいから人々を救った救世主だった。

　一年前、ジェイド王国に『毒の女王』と呼ばれる災さい厄やくが出現した。

『魔王級』に分類される怪かい物ぶつによって王国北部が蹂じゆう躙りんされ、村々が滅ほろぼされて数えきれない被ひ害がいを出していた。

　そんな災厄の魔ま物ものを討とう伐ばつしたのがベッドに眠る女性と、それを見守っている男である。女性――サーシャ・ハルスベルクは『賢けん者じや』の名を冠かんする凄すご腕うでの魔ま法ほう使つかい。男性――ケヴィン・ハルスベルクは『拳けん聖せい』と謳うたわれる武術の達人なのだ。

　夫婦を中心とした討伐隊により『女王』は打ち倒たおされ、王国は平和を取り戻もどした。

　だが……それと引き換かえに、サーシャは『女王』が最後にはなった呪いを受けてしまい、不治の病に侵されてしまったのである。

　サーシャは現在進行形で死にかけていた。救国の英雄の命を救うために多くの医師や薬師、神官や宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しが集められたものの、救う手立ては見つかっていない。

「ハア…………ハア…………」

「サーシャ、どうしてこんなことに……どうして、お前がこんな目に遭あわなくちゃいけないんだ……！　神よ、俺おれ達たちが何をしたというのだ……！」

　苦しむ妻を見つめることしかできないケヴィンは己おのれの無力さに打ちひしがれた。

　王国最強の武人。素す手ででドラゴンを殴なぐり殺すことができる『拳聖』のケヴィンであったが、呪いの病に侵された愛いとしい女性を救うことすらできない。

　こんなことならば、『毒の女王』なんて放っておけばよかった。国が滅んだとしても、関わることなく逃にげればよかった。そんな英雄としてあるまじき考えすら頭に浮かんでくる。

「サーシャ……お願いだ、どうか死なないでくれ。俺を置いていかないでくれ……」

「旦だん那な様さま、失礼いたします」

　嘆なげき悲かなしむケヴィンの耳に扉とびらをノックする音が聞こえてくる。ケヴィンが応えることなく黙だまり込んでいると、外からドアが開いて屋や敷しきで働いている使用人の男性が入ってきた。

　年配の使用人は雇やとい主ぬしである夫妻を痛ましげな目で見やり、控ひかえめな口調でケヴィンに声をかける。

「旦那様、表に医師を名乗る方が見えられています。お通ししてもよろしいでしょうか？」

「…………」

　ケヴィンがギリッと音が鳴るほど奥おく歯ばを噛かみしめる。これまで何人もの医師が妻の身体を診しん察さつして、何もすることができずに匙さじを投げていた。どうせ今回も無理に決まっている。

「……いいだろう。通せ」

　とはいえ、サーシャを救いに来てくれた人間を無下に追い返すわけにもいかない。ひょっとしたら、『毒の女王』討伐に感謝をした国王が送ってくれた医師かもしれないのだ。『魔王級』の討伐によって貴族に叙じよ任にんされる話も出ており、ありえないことではなかった。

　ケヴィンが許しを出すと、「畏かしこまりました」と使用人の男が廊ろう下かに消えていき……やがて、一人の人物が寝しん室しつに入ってきた。

「やあ、ケヴィン。久しぶりだね。私のことを覚えているかな？」

「お前は……!?」

　気安い仕草で手を上げて入室してきたのは背の高い女性だった。外見の年ねん齢れいは二十代前半ほど。男性用の黒いスーツを着ており、上から白衣をマントのように羽織っている。

　彼女の正体をケヴィンは知っていた。かつては仲間と呼んだこともあり、現在は袂たもとを分かっているはずの女性だった。

「貴様……何故なぜここにいる!?　ドクトル・ファウスト！」

「ハハッ！　いきなり怒ど鳴なってくるとはご挨あい拶さつだなあ。元気そうで何よりだ」

　噛みつくような口調で名前を呼ばれ、白衣の女性――ファウストは真っ赤な唇を三日月形に吊つり上げた。

　ドクトル・ファウスト。彼女に対する評価は人や国によって大きく分かれている。

　良い評価としては……治ち療りよう不可能だった難病の特効薬を開発したこと。とある国を滅めつ亡ぼうさせかけていた悪あく魔まを封ふう印いんしたこと。魔物のスタンピードをたった一人で喰くい止めたこと。

　ファウストを高く評価している人間は、彼女のことを「まるで天使のように気高く、素す晴ばらしい女性だ」と称しよう賛さんする。

　悪い評価としては……薬を開発する過程で人体実験を行い、数百人の人間を死に追いやったこと。魔ま術じゆつの生け贄にえのために町一つの住民を消し去ったこと。亜あ人じんと呼ばれる者達の肉体を改造して生物兵器を生み出したこと。

　ファウストに敵意を持つ人間は、彼女のことを「まるで悪魔のように残ざん忍にんで、恐おそるべき女だ」と侮ぶ蔑べつしている。

　ケヴィンやサーシャはかつてファウストを仲間と呼んで行動を共にしていたことがあったが、彼女の異常な行動を許容することができず、すでに縁えんを切っている。

　それなのに……どうして、今さらになってファウストが夫婦の前に現れたのだろうか？

「『何故』とは冷たいことを言うじゃないか。私は旧友の危機を見て見ぬふりをするほど薄はく情じようではないよ？　サーシャが『毒の女王』の呪いを受けたと聞いて駆かけつけたのさ」

「何をぬけぬけと……！　貴様が五年前、あの町の住人に何をしたのか忘れたのか!?」

「無論、覚えているとも。実験の犠ぎ牲せいとなった人間を忘れないのは、研究者としての義務だからね。そんなことよりも……そろそろ、奥おく方がたを診察させてもらえないかな？」

「貴様……！」

　ケヴィンはファウストを睨にらみつけるが、同時に一ひと握にぎりの希望が芽め吹ぶくのを感じていた。

　目の前にいる医師は狂きよう人じん。明らかに人の境界を踏ふみ越こえた先にいる怪物である。

（だが……間ま違ちがいなく、この女は最高の医師にして魔ま術じゆつ師し。ファウストであれば、あるいはサーシャを救うことができるのかもしれない……）

　むしろ、ファウストに救うことができないのであれば、本当に妻を救う手立てはないのかもしれない。そんな考えがケヴィンの脳のう裏りをよぎったのである。

「く……妻におかしなことをしたら容よう赦しやしないぞ！」

　ケヴィンは悔くやしそうに表情を歪めながらも、サーシャを診察することを許可した。

「結構。最初からそうしたまえよ」

　ファウストは苦笑しながらケヴィンの肩かたを軽く叩たたき、横たわるサーシャを診察する。

「よっと……服を失礼するよ」

「うっ……」

　ファウストがサーシャの服を脱がすと、その全身に紫むらさき色いろのアザが刻まれている。アザは心臓を中心に侵しん略りやくするように肌はだを覆おおっており、すでに顔の下まで達している。

「ほうほう、なるほどねえ」

「…………」

　ファウストがサーシャの全身をまさぐっていく。医い療りよう行こう為いでなければ……あるいはファウストが女性でなければ許せなかったほど、身体の細部まで丁てい寧ねいに診察する。

「うん、概おおむね理解できたよ。『毒の女王』の呪い。これは感かん染せんの呪じゆ病びようだね。なかなか厄やつ介かいな呪いを押しつけられたようだが……治療する方法はあるよ。辛かろうじてだけど」

「治せるのか!?」

　ケヴィンは思わず大声を出す。どんな高名な医師に診みせても、どんな優すぐれた魔法使いに診せても、サーシャの治療法はわからなかった。それなのに……たった数分の診察だけで、ファウストはあっさりとサーシャを救う手段を発見してしまった。

　ファウストは詰つめ寄ってくるケヴィンを「まあまあ」と抑おさえながら、ゆっくりとした口調で言い含ふくめるように言う。

「期待させてしまったようですまないが……『魔王級』の災害である『毒の女王』の呪いをノーリスクで無効化することはできない。これを打ち破るとなれば、代わりの犠牲が必要だ」

「代わりの犠牲だと……？」

「『換かん魂こんの術』を知っているかな？　誰かの命を犠牲にして死者を甦よみがえらせる秘術なのだけど……その応用で、サーシャにかけられた呪いを他者に移せば治療できるはずだ」

「…………！」

　ケヴィンは息を呑のんだ。サーシャを助けるためには誰かに呪いを押しつけなくてはいけない。妻を救うために他人を犠牲にする……あまりにも身勝手で冒ぼう涜とく的てきなことだった。

「……わかった。俺が代わりになろう」

　沈ちん黙もくの後、ケヴィンはそう口にした。妻のために自身が犠牲になる覚かく悟ごを決めて切り出すが……ファウストは首を振ふる。

「残念だけど君は対象外だよ。『換魂の術』は近しい『魂』の情報を持った人間、つまり血けつ縁えん者しやにしか使用できない。呪いを移すことができるのは親子か兄弟姉し妹まいくらいだね」

「なっ……それじゃあ、最初から助けられねえじゃないか！」

　ファウストの説明を聞いて、ケヴィンは拳で壁かべを殴りつけた。

「サーシャは天てん涯がい孤こ独どくの身の上だ！　親はすでに死んでいるし、兄弟も姉妹もいない！　呪いを移せる人間は誰もいない……！」

　希望が見えたと思ったら、すぐさま手から離はなれて届かない場所まで行ってしまった。再び絶望するケヴィンであったが、ファウストが苦笑しながらメガネの縁を押し上げる。

「そんなことはないだろう？　いるじゃないか、呪いを移せる人間が」

「何だと……？」

「近親者ならば呪いを移せる。その対象には……まだ生まれていない胎たい児じも含まれている」

「なあっ!?　ま、まさか……!?」

　ケヴィンはファウストの言わんとすることを悟さとり、思わずサーシャのほうに目を向ける。

「ハアッ…………ハアッ…………」

　診察のために服をはだけた妻……その身体の中に命が宿っているとでも言いたいのか。

「まさか……サーシャが俺の子供を……？」

「父親が君であるとは限らないけどね……いや、失敬。サーシャが妊にん娠しんしているのは間違いない。医師として保証するよ」

「…………！」

　ケヴィンは表情を歪める。愛しい妻を救うためならば、どんな犠牲だって覚悟していた。しかし、さすがに生まれてもいない我わが子を対価にするだなんて考えてもみなかった。

「何ということだ……この世に神はいないのか？」

「私はどちらでも構わない。君の決断を尊重しよう。ただし、このまま放っておけば母子もろともに死ぬことになる……とだけは念ねん押おししておくがね？」

「クッ……」

　ケヴィンは両目を閉じて、拳を握にぎりしめ……やがて非情な決断を下す。

「……妻を助けてくれ。子供に呪いを移してくれ」

「ああ、構わないよ。了りよう承しようし……」

「まち、なさいっ……！」

「サーシャ!?」

　決断を下すケヴィンであったが……ベッドで虫の息になっていたサーシャが止める。

　いつの間に目を覚ましたのだろう。身体を起こすことなく、ケヴィンを睨みつける。

「馬鹿に、しないでよ……自分の子供を、犠牲にして……生き残りたくなんてない……！」

「だけど……サーシャ！　他に方法がないんだ！　君が死んだら、お腹なかの中にいる子供だって死んでしまう。だったら、いっそ君だけでも……！」

「私の子供よ……！　この子を、独りで死なせるくらいなら、私はこの子を抱いたまま、冥めい府ふの門をくぐることを選ぶわ……！」

　息も絶え絶えになりながら、サーシャの瞳には強い意志が宿っている。

　自分が命を落としそうになっているのにもかかわらず、サーシャは我が子を手放そうとはしない。揺ゆらぐことのない鋼鉄の意志はまさに母の愛だった。

「ふむ……本当にそれでいいのかい？」

　けれど、決意を固めるサーシャにファウストが首を傾かしげて尋たずねた。

「子供に呪いを移すことなく死を選ぶ……それが最終的な判断で本当に良いのかい？」

「当たり前……親は子供を助けるもの。子供を身代わりにする親が、どこにいるのよ……!?」

「だが……そうなってしまうと、君も子供達も死んでしまうよ？　たった一人を犠牲にすれば残りの全員が助かるのに、わざわざ全員で死ぬ必要があるとは思えないが」

「だから……！」

　苛いら立だち、弱った身体に鞭むち打うって怒鳴りつけようとするサーシャであったが……ふとファウストの言葉に違い和わ感かんを覚えた。

「待って。子供、たち……ですって？」

「ああ、『子供達』……だとも」

　ファウストは頷うなずいて、サーシャの疑問に肯こう定ていを返す。

「君の子宮に宿っているのは双ふた子ごだよ。胎児は二人いるんだ」

「ッ……!?」

「なっ!?　双子だって!?」

　ファウストの発言に夫婦はそろって愕がく然ぜんとする。子供が二人となれば、そもそもの前提が変わってしまうからだ。

「二人いる子供の一人に呪いを移せば、母親ともう一人の子供は助かる。三人で仲良く死ぬか、あるいは一人を犠牲にして二人が助かるか……これはそういう二に者しや択たく一いつなんだよ」

「そん、な……」

「さあ、どうするかね？　我が旧ふるき友よ。私は君達夫ふう婦ふの決断を尊重する。子供二人を道づれにするか、一人だけでも助けてあげるか……好きな方を選せん択たくしたまえ」

「…………」

「どちらを選んでも間違った選択ではない。命の選択に正解などないのだからね」

　決断を迫せまるファウストの表情は穏おだやか。優やさしげともいえる慈じ悲ひ深ぶかい顔をしている。

　だが……そんな穏やかな相そう貌ぼうが、ハルスベルク夫妻には人間に契けい約やくを迫る悪魔の顔に見えたのだった。




　その日、夫婦は一つの決断を下すことになる。

　苦く悶もんの末に出した決断は十数年後、大勢の人間の運命を左右することになるのだが……そのことは夫婦も含めて誰も予想していないことだった。




〇　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　〇




　いったい、自分がどうしてこんな目に遭っているのだろう？

　それは幾いく度どとなく考え、悩なやみ、嘆き悲しみ……答えが出ることのなかった問いである。

「あ、また『呪い子』が出たぞ！」

「こっちに来るな！　呪いが感う染つるだろうが！」

「うっ……」

　子供達が投げてきた石が後頭部に当たり、カイム・ハルスベルクは痛みに表情を歪めた。

　カイムは十三歳さいの少年である。灰色の髪かみと瞳、目鼻立ちは秀しゆう麗れいに整っており、数年もすれば多くの女性が放っておかないであろう美男子になることが予想される。

　だが……カイムの顔や手足には紫むらさきのアザが刻まれており、整った容よう貌ぼうを台無しにしている。色白の肌を無残に覆っているのは呪いの痕こん跡せき。カイムが生まれた時から刻まれており、『呪い子』として虐しいたげられる運命を背負わせた元げん凶きようだった。

「逃げろー、呪いを感染されるぞ！」

「バケモノー！　さっさと村から出ていけー！」

　少年達がゲラゲラ笑いながら走っていく。

「痛ッ……」

　頭に手を当てると後頭部から血がにじんでいる。カイムは痛みに表情を歪めた。

　カイムはハルスベルク伯はく爵しやく領の片かた隅すみにある小さな村で暮らしていた。暮らしている……とは言ったものの、カイムが生活しているのは村外れの森にある小屋である。時々、食料品などを買うために訪おとずれる以外、村との交流は一いつ切さいなかった。

「また来たぞ……例の『呪い子』だ」

「『毒の女王』の……クソ、忌いま々いましい！」

「嫌いやだわ、汚けがらわしい。早く出てってくれないかしら？」

　村の大人は子供達のように石を投げてくることこそなかったが、すれ違ちがうたびにカイムを見てヒソヒソと噂うわさ話ばなしをしている。これもいつものことである。

　カイムが行きつけの商店にやってくると、店主の男がギョロリと睨みつけてきた。

「……また来たのかよ。しょうがねえな」

「あの……食べるものを……」

「ああ、持ってけ持ってけ。そいつを持って、さっさと消えてくれ！」

　店主が麻あさ袋ぶくろを投げた。地面に落ちた袋からパンや果物、チーズが転がり出る。

「お代はいつものように領主様に請せい求きゆうするから、早く帰れ！　他の客が逃げちまう！」

「ッ……！」

「何だあ？　まさか睨んできてるんじゃねえだろうな？　こっちが食料を恵めぐんでやってるってのに、『呪い子』の分際で逆さか恨うらみとかしてんじゃねえぞ！」

「くっ……」

　店主に恫どう喝かつされて、カイムが地面に落ちた食料を麻袋に入れる。

　土まみれになっていたとしても、売れ残りでカビが生えていたとしても……カイムにとっては貴重な食料である。食べなくては生きていけない。

　カイムは屈くつ辱じよくに必死に堪たえながらも食料を拾い集め、足早にその場から立ち去った。

　すれ違う村人に中傷されながら、カイムは村を出て、森の獣けもの道みちを歩いていく。

　あちこちに痛みを感じながら歩くカイムの脳裏に浮かぶのは……いつもの疑問である。

（どうして……どうして、僕ぼくばっかりこんな目に遭わなくちゃいけないんだろう……）

　カイムは一年前から森にある小屋で生活している。最初はそこに住んでいた老人の世話になっていたが……三ヵ月前に彼が病で亡なくなってからは独りで暮らしている。

　以来、村に出て食料品を調達するだけでも悪意をぶつけられ、何も悪いことなどしていないのに悪意に満ちた声を浴びせられる日々が続いていた。

「どうして、僕は『呪い子』に生まれたんだろう。僕が何をしたって言うんだろう……」

　口に出してつぶやいてみても、何も変わらない。カイムは生まれた時からずっと『呪い子』であり、そして、これからもそうであり続けるのだろう。

　たった独りきりで、誰にも顧かえりみられることなく生きていかなくてはいけないのだ。

「ゴホッゴホッ……！」

　急に胸の痛みに襲おそわれて、食料が入った袋を落とす。口くち許もとを手で押さえて何度も咳せきをすると……掌てのひらにドロリとした血液が付着していた。

　掌に付着した血液が地面に落ちると「ジュワッ」と焼け焦こげたような音を鳴らして異い臭しゆうが上がる。足元を見てみれば、地面に落ちていた小石が酸で溶かされたように溶よう解かいしていた。

「毒の呪いか……」

　カイムの身体は生まれた頃ころから『毒の呪い』に侵されており、時々、こうして血を吐いてしまうことがあった。毒に汚お染せんされた血液は石を溶かすほどの毒性を有している。

（そのせいで生まれ育った家だって追い出された。母さんが亡くなってすぐに……）

　今でこそ森の小屋で生活しているカイムであったが……実のところ、近きん隣りんを治めている領主の息むす子こである。昨年、母親が亡くなるまでは広々とした屋敷で暮らしていた。

（母さんが生きていた頃は良かった。石を投げられるなんてことはなかったのに……）

　母親はカイムを愛してくれた数少ない人である。父親も、双子の妹だって近づこうとしなかったカイムに、屈くつ託たくのない笑え顔がおを向けてくれた。

（そう言えば……母さんは時々、「ごめんなさい」ってつぶやいていたな。あれは何について謝あやまっていたんだろう……？）

　母は生前、カイムに懺ざん悔げをするように謝罪を繰くり返していた。謝るべきなのは『呪い子』に生まれたカイムの方だというのに……母はいったい、何を謝っていたのだろう？

「ん……？」

「グルルルル……」

　ふと顔を上げると、数メートルほど離れた木の陰かげで数すう匹ひきの狼おおかみが唸うなり声を上げていた。今にも襲いかかると言わんばかりに、獰どう猛もうな牙きばを剥いている。

「狼か……最近は姿を見なかったのに、どうしたのかな？」

　カイムは首を傾げて、血液が付着した手をかざした。

「キャインッ!?」

　すると、狼が子犬のような鳴き声を発して逃げていく。毒の血液は臭においだけで獣けものや魔物を追い払はらう力がある。この辺りは少し前まで狼の被害が頻ひん発ぱつしていたそうだが、カイムが暮らすようになってすっかり鳴りを潜ひそめていた。

「僕だって獣けも避のよけの役には立っているんだ。もう少し、大切にしてもらいたいな……」

　カイムは自じ嘲ちよう気味につぶやいて、地面に落としてしまった食料品を拾い集める。

（どうせ、僕の身体の中は泥どろなんかよりもずっと汚よごれているんだ。毒の呪いで満たされた身体のくせに、今さら何を気にするっていうんだ）

　カイムは肩を落としながら、ゆっくりとした足取りで家路をたどる。

　自分の人生は、ずっとこんな悪意と侮蔑にさらされた日々が続くのだろうか……そんな漠ばく然ぜんとした不安を胸に抱かかえながら。




「ん……？」

　カイムが森の奥おくにある小屋にたどり着くと、今にも崩くずれてしまいそうなボロボロの小屋の前に一人の女性が佇たたずんでいるのが見えた。

　二十代前半ほどの年齢でメイド服を着ている。銀色の長ちよう髪はつが特とく徴ちよう的てきだが、それ以上に目を引くのは頭の上に乗った三角の獣けもの耳みみ。そして、ロングスカートの端はしから伸のびた尻しつ尾ぽである。

「ティー……」

「あ、カイム様ですわ！　お帰りなさいませ！」

　女性はカイムの帰宅に気づくや、表情をパアッと明るくさせて駆け寄ってきた。

　彼女の名前はティー。カイムの生家であるハルスベルク伯はく爵しやく家けに仕えているメイドであり、『虎とら人びと』という獣じゆう人じんだった。虎人の中でも珍めずらしい『ホワイトタイガー』の獣人のため、獣の耳や尻尾は白黒の毛色に分かれている。

　亡き母親に仕えていた専属メイドで、幼いカイムの面めん倒どうをみていたのもティーだった。

　ハルスベルク家の使用人はカイムを疎うとんでいたが、ティーは好意的な唯ゆい一いつの使用人である。屋敷を追い出されてからも、時折、カイムを心配して様子を見にくるのだ。

「買い物に行ってたんですの？　今日は帰りが遅おそくて心配しちゃいましたわ！」

「あ……近づいたらダメだ！　僕の身体に触さわらないでくれ！」

「え……？」

　いつもの癖くせで抱き着いてこようとするティーを慌あわてて止めた。

　ティーはスキンシップが激しく、カイムと顔を合わせるたびに抱き着いてくるのだ。

　しかし、今のカイムは頭部を怪け我がして血が出てしまっている。迂う闊かつに抱き着かれたら、ティーに毒の血がついてしまうかもしれない。

　人ひと懐なつっこい笑顔で近づいてこようとしていたティーであったが……カイムの怪我に気がついて、表情を曇くもらせる。

「……カイム様、その怪我はどうしたんですの？」

「これは……さっき転んだんだよ。うっかり頭をぶつけちゃって……」

　カイムが気まずそうに言い訳の言葉を口にすると、ティーが目を吊り上げる。

「嘘うそばっかり。村の連中がやったんですね？　アイツら……伯爵家の人間であるカイム様になんてことを……！　すぐに私が行って、愚おろか者どもを叩きのめしてやりますわ！」

「ちょ……やめてやめて！　大だい丈じよう夫ぶだから！」

　カイムは今にも走りだそうとするティーを慌てて止める。

　以前にも同じようなことがあり、ティーが怒おこって村に乗り込んだことがあったのだ。

　村の子供の尻を叩き、親に怒鳴り散らして謝罪させたのだが……後日、カイムの父親であるハルスベルク伯爵から酷ひどく叱しかられてしまった。

　村長がハルスベルク伯爵に抗こう議ぎしたらしく、ティーが一方的に村人に喚わめき散らして暴力を振るったことになっていたのである。

『あの村は出で来き損そこないの『呪い子』を預かってくれているのだ。くだらぬ騒さわぎを起こすな！』

　ハルスベルク伯爵は一方的に虐げられたカイムのことも、カイムのために怒ったティーのことも、庇かばうことはなかった。それどころか、息子を虐げた村人を擁よう護ごしたのである。

「ティーは父上から目を付けられているんだ。母上のお気に入りということで見み逃のがされているけれど……これ以上、僕のために問題を起こしたら、伯爵家を追い出されてしまうよ」

「ですが……放っておけば、連中はどんどん図に乗って、カイム様をイジメてきますわ！」

「……仕方がないんだよ。僕が『呪い子』に生まれたことが悪いんだから。それにこの村を追い出されたら、本当に行く当てがなくなってしまうだろう？」

「ガウウ……」

　表情を暗くさせたカイムに、ティーも泣きそうな顔になった。

　何か言いたげな目をしていたが……唇を噛んで、ゆっくりと首を振る。

「……傷の手当てをしますの。こちらに来てくださいな」

「いや、これは……うん。血に触らないように気をつけてね」

　毒の血に触ふれさせないように断ろうとするカイムであったが……ティーの瞳に有う無むを言わせぬ意志を感じ取り、渋しぶ々しぶながら一いつ緒しよに小屋に入っていった。

　小屋の中には家具などは何もない。地面に木の板を敷しいただけの質素すぎる有様である。

「傷口を洗いますわ。ちょっと染しみるかもしれませんけど我が慢まんしてください」

「うっ……」

　ティーがカイムの頭を胸に抱いて、後頭部の手当てを始める。メイド服に包まれた豊かな乳房に顔を埋うめることになり、カイムはカッと顔を赤くした。

「カイム様、もう少しだけ辛しん抱ぼうしてくださいですの」

「うん、大丈夫。傷は少しだけ痛いけど我慢できるよ」

「もう少しでお金が貯たまりますから。そうしたら、こんな場所すぐにだって……」

「…………？」

　ティーのつぶやきを聞き取ることができず、カイムが大きな胸に顔をうずめたまま不思議そうな顔をする。やがて治療が終わり、カイムは「プハアッ」と顔を上げた。

「ところでティー。今日は何の用事で来たのかな？」

　胸に顔を埋めていた羞しゆう恥ちを隠かくすために、カイムはそんなことを口にした。

　特に用事がなくとも、ティーは週に一度は様子を見に来る。あえて聞く必要のない誤ご魔ま化かしのための質問である。

「ガウ……そうでした。忘れるところでしたわ」

　しかし、ティーは治療に使った道具を片付けながら、思い出したように瞳を瞬しばたたかせた。どうやら、本当に用事があって来たようである。

「今日はその……旦那様から、カイム様を屋敷にお連れするように命じられてまして……」

「父上からって……珍しいね。僕に用事だなんて」

「……もうじき、奥おく様さまの命日ですの。その前に、家に顔を見せるようにとのことで……」
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「……ああ、そういうことか」

　カイムは父親の意図を悟り、表情を曇らせた。一週間後、母親が亡くなった日がやってくる。その前に家に帰ってきて、母のために祈いのりを済ませろということだろう。

　どうして当日ではなく、事前に済ませておけと言っているのか……それは大切な妻の命日に『呪い子』である不ふ肖しようの息子の顔を見たくはないからだろう。

　一応は息子であるカイムへのわずかな義理と妻への愛情。そして、薄情な父親らしい勝手な都合が合わさった身勝手な要求である。

「……いいよ。帰ろう、あの屋敷に」

「……メッセンジャーである私が言うのもおかしいですけど、あそこにはカイム様を軽んじている人間しかいませんわ。無理に戻らなくても……」

「いいんだ。大恩ある母様をちゃんと弔とむらいたいから。家に帰る許可がもらえなかったら、屋敷の門の前でお祈りだけさせてもらおうと思ってたんだけど……手間が省けたよ」

　カイムは暗い笑えみを浮かべて、一年前まで暮らしていた屋敷に帰ることを決意した。

『拳聖』と呼ばれる父と双子の妹が住んでいる家――ハルスベルク伯爵家へ。




〇　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　〇




　ハルスベルク伯爵家の当主であるケヴィン・ハルスベルクは、元々、名のある冒ぼう険けん者しやとして魔物や盗とう賊ぞくの討伐を行っていた。

　いくつもの冒険で名を馳はせたケヴィンは十三年前に『毒の女王』という怪物を討伐したことで、報ほう酬しゆうとして『伯爵』の地位と領地を与あたえられることになる。

　一いつ介かいの冒険者から貴族に成り上がったケヴィンに古参の貴族からの風当たりは強いが……王国最強、『拳聖』と謳われるケヴィンに真っ向から敵対する者はいなかった。

　冒険者時代に培つちかった人脈によって集められた臣下に支えられながら、ケヴィン・ハルスベルク伯爵は穏おん便びんに領地を治めており、良き領主として領民からも慕したわれている。

「……ここに戻ってくる日が来るなんてね。追い出された時には思わなかったよ」

　一年ぶりに訪れる実家を見上げて、領主の息子であるカイムは顔を顰しかめた。

　この屋敷は母親との思い出が詰まった場所だったが……同時に、辛つらい思い出も山のようにある。出来ることなら、もう訪れたくはない場所だった。

「……カイム様、大丈夫ですの？」

「……うん。問題ないよ」

　心配そうに顔を覗のぞき込こんでくるティーに力なく笑い、カイムは屋敷の門をくぐった。

　そのまま屋敷に向かっていくと、途と中ちゆうで庭師や警備の兵士とすれ違う。彼らはカイムから目を逸そらして挨拶すらしない。汚らわしいものでも目にしたような態度だった。

「何という無礼な奴やつら……！」

「……別にいいよ。どうでもいい」

　こんな反応には慣れたもの。この屋敷でカイムに普ふ通つうに接している人間は、母親とティーだけだった。村の連中のように石を投げてこないだけマシである。

　屋敷に近づくと……庭で二人の人間が身体を動かしているのが見えてきた。

　この屋敷の主人であるケヴィン・ハルスベルク。そして、カイムの双子の妹であるアーネット・ハルスベルクである。

「よし、それじゃあ今日も『闘とう鬼き神しん流りゆう』の戦せん闘とう術じゆつについて指南するぞ！」

「はい、お父様！」

　二人は動きやすい格好をしており、どうやら格かく闘とう術じゆつの訓練をしているようだ。

「まずはおさらいだ……闘鬼神流は肉体に魔ま力りよくを纏まとって闘たたかう戦闘技術。剣けんも槍やりも使わない。肉体そのものを武器にする。魔力による身体強化はあらゆる武道において基本的な技術の一つとして存在しているが……闘鬼神流のそれは次元が違う！」

　赤髪の大おお柄がらな男性――ケヴィンが「フッ！」と鋭するどく息を吐はくと、途と端たんにその身体を魔力のオーラが包み込む。

　沸ふつ騰とうした蒸気のように魔力が身体から噴ふき出した。魔力はやがて体積を縮めていき、目に見えて小さくなっていく。肉体から発される魔力が少なくなったのではない。魔力が圧縮されて、密度が高くなっているのだ。

「身体に纏った魔力を極限まで圧縮する。これにより魔力は鋼に匹ひつ敵てきする硬こう度どまで昇しよう華かされるのだ。完成された『圧縮魔力』はドラゴンの鱗うろこにだって引けは取らん。無論……拳に纏えば攻こう撃げき力りよくも跳はね上がる！」

　ケヴィンが圧縮した魔力を纏った拳で庭に置かれている岩を殴りつけた。すると、一いち撃げきで人間サイズの岩石が粉々に粉ふん砕さいされる。まさに『拳聖』と呼ばれる男の拳撃である。

「見ての通りだ。無論、武器を使わないことのデメリットはある。自然に圧縮魔力を纏えるようになるまで、才ある者でも五年はかかるからな。だが、アドバンデージとして武器を持ち歩く必要がなく、いつでも発動できること。重さがなく身軽であることが挙げられる。重苦しい鎧よろいを身に着けるよりも、己おのれの身一つで走ったほうが速いに決まっているだろう？」

「なるほど……さすがはお父様です！　私もいつか、お父様の域にたどり着くことができるでしょうか？」

「うむ。お前は私の娘むすめだから！　あと十年もすれば一流の武ぶ闘とう家かになれるはずだ！　そのためにも、今日も鍛たん錬れんに励はげむぞ！」

「はい！　頑がん張ばります！」

　親子は仲なか睦むつまじく稽けい古こをしている。少し離れた場所で、カイムは表情を歪ゆがめる。

「……御お二ふた人りはまだ鍛練中のようですわ。先に屋敷に入っていましょうか？」

「ううん……いいよ。ここで見ている」

　ティーの気き遣づかいにカイムは首を振り、武術を学んでいる双子の妹に目を向けた。

（アーネット……僕のたった一人の妹。双子の片割れ……）

　アーネットの姿を見るたび、カイムはどうしようもなく虚むなしい気持ちに襲われる。

　同じ日に、同じ母の胎はらから生まれた実の兄きよう妹だいであったが、カイムとアーネットの関係は決して良好なものではない。険悪……否、アーネットが一方的にカイムを嫌きらっている。

　その原因は、母親のサーシャ・ハルスベルクがカイムに過保護なほど世話を焼いていたことだ。サーシャは『呪のろい子』として産まれた息子の将来をとても案じていて、生前はほとんど傍そばを離れることがなかった。アーネットは母親の愛情を独ひとり占じめしているカイムに憎にくしみを抱いだいており、それは母親の死後も強くなっている。

「それじゃあ、ゆっくりでいい。身体の表面に魔力を流して圧縮していくんだ」

「はい、お父様！」

「…………」

　同時に、父娘を見つめるカイムの目にも嫉しつ妬との感情が浮うかんでいる。

　双子として生まれながら呪いを背負っていないアーネットに、父親の愛情を独どく占せんし、ああして武術を習っている妹に、カイムはどうしようもなく焦がれていた。

（まるで嫌がらせをしているみたいだ。僕が見ていることに気づいていないわけがないだろうに……無視するくらいなら、最初から屋や敷しきに呼ばなければいいのに）

「よし！　次は基本的な技を教える。まずは……【麒き麟りん】！」

「はい、お父様！　こうですか!?」

　父親が得意げな顔で技を披ひ露ろうし、娘が真ま似ねして身体を動かした。

　カイムは強い疎そ外がい感かんを抱きながらも、二人から目を逸らすことなく稽古を見学する。

　まるで視線を背そむけたら負けだとばかりに、彼かれらの鍛錬が終わるまで見届けたのであった。




　訓練を終えた父娘は身体を清めるため、それぞれの自室に戻もどっていった。

　その間に、カイムは母親への弔いを済ませることにする。

「ただいま、母様」

　母の寝しん室しつであった部屋には祭さい壇だんが設置されており、遺い影えいの肖しよう像ぞう画がが飾かざられていた。

　カイムはたくさんの花が飾られた祭壇の前に跪ひざまずき、自分を愛してくれた唯一の家族へと弔いの祈りを捧ささげる。

『呪い子』であるカイムは父親から冷れい遇ぐうされ、双子の妹からも憎まれている。使用人だって大多数が同じような態度。そんな中で、母親だけはカイムに励ましの声をかけ続けていた。

『カイム、自分のことを嫌いにならないであげてね』

『貴方あなたは何も悪くない。生まれてきたことが罪だなんて思わないで』

『お父様もカイムのことが憎いわけではないのよ。ただ……どう接して良いのかわからないだけ。貴方は何も悪くはない。貴方が呪われているのは貴方自身の責任ではないのよ。だから、自分のことを好きになってあげて』

「自分のことを好きになれ……難しいよ、母様」

　たとえカイムが自分をどう思ったところで周囲はカイムを『呪い子』として扱あつかう。

　母が亡くなってすぐに屋敷を追い出され、村では石を投げられる生活を送っている。

　そんな状じよう況きようで自分を好きになる方法なんて……カイムには見当もつかなかった。

（自分を愛してくれる家族がいたなら話が違ってくるのかもしれないけど……母様がいなくなってから、僕は独りぼっちだ）

「がう！　カイム様、ティーがいますわ！」

「うん……あれ、君ってば僕の心を読んだ？」

「カイム様の考えなど、このティーには手に取るようにわかりますわ！　何年、貴方にお仕えしていると思っているんですの？」

「ははっ、そっか……そうだったね」

　勘かんの良いメイドに苦く笑しようしつつ、カイムは一年ぶりとなる母親との再会を済ませる。ちょうどそのタイミングで部屋に執しつ事じが入ってくる。厳いかめしい顔つきの執事が淡たん々たんと口を開いた。

「……お食事の準備ができました。ダイニングまでお越こしください」

「いや……もう用事は済ませたし、僕はもう帰るよ」

「旦だん那な様さまとお嬢じよう様さまがお待ちです。あまり御二人を待たせませぬように」

　年配の執事は一方的に言い捨てて、さっさと部屋から出て行ってしまう。カイムも間ま違ちがいなくハルスベルク家の人間なのだが……執事の態度には敬意の欠片かけらもなかった。

「ガルルル……無礼ですわ。何様のつもりですの、あの執事はっ！」

「いいよ、ティー……気が重いけど、夕食くらいは御ご馳ち走そうになろうかな。あまり急いで帰るのも母様に申し訳ないし」

　溜ため息いきを吐いて、カイムは指示された通りにダイニングに向かった。ティーを引き連れてダイニングに着くと、すでにそこには身体を清め終えた父娘の姿がある。

　二人はカイムを待つことなく食事を始めていた。長テーブルの隅すみにはカイムの分の料理が用意されているが……父と妹からは随ずい分ぶんと離れた位置である。

「……父上、お久しぶりです。母の弔いをさせていただき、感謝しています」

「無む駄だな挨あい拶さつなどいらぬ……さっさと席について食え」

「はい……いただきます」

　こちらを見ることすらない父に表情を歪め、カイムは席に座すわって食事を始めた。

「このステーキ、美お味いしい！　やっぱり運動の後のごはんは格別ね！」

「これ、アーネット。あまり急いで食べるんじゃない。はしたないぞ」

「はーい、ごめんなさい。お父様！」

「…………」

　元気よく食事をしているアーネットに対して、カイムの表情は重苦しいものである。

　同じ食しよく卓たくについて一年ぶりに顔を合わせた兄妹であったが、その扱いに雲うん泥でいの差があることは誰だれの目にも明らかだった。

「アーネット、料理は逃にげないからゆっくり食べなさい」

「お嬢様、お口が汚れていますわ」

「後ほどデザートもお持ちします。今日はお嬢様の好きな梨のタルトを用意いたしました」

「えへへへ、嬉うれしいな。デザート楽しみ！」

「…………」

　笑顔で食事をするアーネットの隣となりには父がいて、使用人が微笑ほほえましげに囲んでいる。

　見せつけるように、自じ慢まんするように、アーネットは幸せそうに食事をしていた。

（何を見せつけられているんだろう……こんな物を見せるために、僕は呼ばれたのかな？）

　スプーンでスープを掬すくって口に運ぶが、ほとんど味がしなかった。嫌がらせで薄うす味あじにしたのか、それとも、気分が落ち込んでいて味がわからなくなっているのか。

「カイム様……」

「……うん。大丈夫だよ」

　後ろに立っているティーの存在に励まされながら、カイムは機械的に料理を口に運び、早々に食事を済ませるのであった。




「それでは、父上……僕はこれで失礼します」

「待て、カイムよ」

　食事を終えたカイムは足早に屋敷から去ろうとするが、ケヴィンに呼び止められた。

「……最近、領民から陳ちん情じようがあった。お前は村の子供に石を投げたりしているそうだな？」

「……していませんよ。石を投げられたのは僕のほうです」

「黙だまれ！　親切にも『呪い子』であるお前を置いてくれているというのに、罪もない子供を傷つけるとは何事だ！　俺おれはお前をそんなふうに育てた覚えはないぞ！」

「…………」

　育てられた覚えはない。そう言い返そうとして……すぐに無駄だと悟さとって、首を振ふる。

　代わりに溜息を一つ吐いて、ポツリと諦てい観かんの言葉を漏もらす。

「……父上がそう言うのであれば、そうなのでしょうね。貴方はいつだって正しい」

「何だその言い草は！　それが父親に向けての態度か！」

「くっ……！」

　激げき昂こうして立ち上がったケヴィンはツカツカとカイムのところまで来ると、拳こぶしを握りしめて無ぶ遠えん慮りよに殴なぐりつけてきた。

　カイムは咄とつ嗟さに顔を横に傾かたむけて、父親が放った打だ撃げきを回かい避ひする。

「貴様……！」

「カハッ！」

　一いつ瞬しゆん、驚おどろきに目を見開いていたケヴィンであったが、すぐにカイムの胴どう体たいを蹴けりつける。今度は避よけることはできず、ダイニングのドアのところまで吹ふっ飛ばされてしまう。

「カイム様！」

　ティーが慌てて駆かけ寄ってきて、カイムの身体を抱き起こす。

　痛みに耐たえながら身体を起こしたカイムに、ケヴィンが憎にく々にくしげに口を開く。

「どうして貴様のような『呪い子』が生まれてきたのだ。お前さえいなければ、サーシャだって長生きできただろうに……クソッ！」

「お父様！」

「旦那様……」

　ケヴィンは言葉を途中で切り、グッタリとした様子で近くの椅い子すに腰こしかけた。

　疲つかれきったような屋敷の主人の姿を見て、アーネットと使用人らが駆け寄ってくる。

「グッ……！」

　使用人が、双子の妹が、まるでカイムが加害者であるかのように睨にらみつけてくる。

　蹴りつけられたのはカイムだというのに……あまりにも理り不ふ尽じんな状況だった。

「カイム様、しっかりしてくださいな！」

「……うん、大丈夫だよ。そこまで痛くはないから」

　カイムはティーに支えられながら立ち上がり、緩かん慢まんな動きでダイニングから逃げ出した。

「カイム様、大丈夫ですの？　酷いですわ、どうしてカイム様がこんな目に遭あわなくちゃいけないんですの!?」

「……大丈夫だよ、早く帰ろう」

　心配して寄り添そってくるティーに微笑みながら、カイムは自分の身体を確かく認にんする。

　思いきり蹴り飛ばされたように見えるが……意外なほど、身体にダメージはなかった。おそらく、絶ぜつ妙みような手加減でカイムに怪我をさせないように調整したのだろう。

（さすがは『拳聖』というところなのかな？　才能の無む駄だ遣づかいだと思うけど）

「……お待ちください、カイム様」

　屋敷から出ようとするカイムだったが……後からやってきた執事が声をかけてくる。

「そちらのティーには仕事がありますので、どうか一人でお帰り下さいませ。お送りできずに申し訳ありません」

「ガウッ！　こんな状態のカイム様を一人で帰すつもりですの!?」

　嫌がらせのようなことを言ってきた執事へ、ティーが噛かみつくように抗議する。

「私はカイム様のメイドですわ！　帰り道を一緒にして何が悪いというのですの!?」

「勘かん違ちがいしないでください。貴女あなたは伯爵家に雇やとわれたメイドです。奥様に拾われたご恩を忘れたのですか？」

「その奥様からカイム様を頼たのまれたんですわ！　どうしてカイム様をそんなに冷遇するんですの!?　カイム様は伯爵家のご子息なのですよ!?」

「チッ……これだから獣人は。鬱うつ陶とうしい」

　食い下がるティーに執事が大きく舌打ちした。この国では獣人が差別されており、良い扱いを受けていない。ティーが伯爵家に雇われていることは非常に幸運なことだった。

（これ以上、ティーにまで迷めい惑わくをかけるわけにはいかないな）

「僕だったら大丈夫だ。ティー、君は自分の仕事に戻ってくれ」

「カイム様……!?」

「僕は一人で帰る……これで文句はないだろう？」

「……ええ、結構ですとも。お気を付けてどうぞ」

　執事は小馬鹿にするように冷れい笑しようしながら言い捨て、さっさと屋敷に戻っていった。

「そういうことだ。ティー、君は仕事に戻ってくれ」

「無理ですの、無む謀ぼうですの、無む茶ちやですのっ！　怪我をした状態で一人で帰るだなんて……！」

「大丈夫だよ。豪ごう快かいに蹴られたように見えたけど、実際はそれほど痛くはない。ちゃんと歩いて帰れるから」

「でも……！」

「ティー」

　カイムは言い含ふくめるように、泣きそうな表情をした年上のメイドに告げる。

「僕は大丈夫だ。母様が愛していた屋敷のことを頼むよ」

「がうう、カイム様……！」

　ティーは辛そうに唇くちびるを噛みしめるが……最終的には納なつ得とくしてくれた。屋敷を出て行くカイムを、涙なみだをいっぱいに溜ためた目で見送ってくれる。

「まるで忠犬だな……犬じゃなくて虎だろう、君はさ」

　カイムは苦笑しながら家路についた。すでに日は落ちていたが、空には月が浮かんでおり煌こう々こうと夜道を照らしている。

　カイムは緩慢に……それでも、しっかりと地面を踏ふんで森の小屋に帰っていくのだった。







第二章　毒の女王







『カイム……あなたは悪くないの』

　それは母親……サーシャ・ハルスベルクと過ごした最後の記き憶おく。ベッドに横たわる母親にカイムは寄り添い、涙を流しながら最さい期ごの言葉に耳を傾ける。

『貴方が産まれてきてくれて本当に幸せだった。腕うでに抱くことができて、成長を見届けることができて、心から幸せだったのよ。だから……何があっても、自分を責めたりしないで』

　カイムは知っていた。双ふた子ごを出産してサーシャが体調を崩し、臥ふせがちになっていたことを。時折、血を吐いていたことを。

　そして……その原因が、カイムの身体から無意識に発される微び弱じやくな毒であることも。

　カイムは血液だけではなく、吐と息いきや体液にも毒が含まれている。健常者であれば影えい響きようのない濃のう度どの毒だったが……身体が弱っていた母親にとって、それは死に至る病毒だった。

　母は父から何度も止められていた。カイムと会わないように、触れないように。

　カイムを捨てて、アーネットだけを我わが子として育てるべきだと、夫のケヴィンからずっと言われていたのだ。

　だけど……サーシャはカイムを捨てなかった。いくらケヴィンに言われても、娘のアーネットに縋すがられても、見捨てることなくカイムを傍に置き続けた。

『貴方が『呪い子』として産まれてしまったのはお母さんのせいなの。貴方は何も悪くない。だから……自分を責めないでね』

　やせ細り、衰すい弱じやくしきったサーシャはカイムの手を握にぎって言い聞かせる。

　命を削けずるように。残ったわずかな生命力を言葉に変えて、残される息子に言葉を託たくす。

『幸せになりなさい。いつか貴方の家族を見つけて、共に生きなさい』

　それが母親と交かわした最後の会話である。

　直後、サーシャは血を吐いて苦しみだし、永遠の眠ねむりについた。

　妻の死をカイムのせいだと断言したケヴィンは息子を追い出し、アーネットだけを自分の子供として育てるようになったのである。
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「ふう……やっと着いた……」

　生まれ育った屋敷から出て歩くこと数時間。カイムは寝ね泊とまりしている森の小屋に到とう着ちやくした。途中で何度も休きゆう憩けいを繰り返しての帰宅である。

「……今日はゆっくり休もう。身体がクタクタだよ」

　カイムは肩かたを落としながら、今にも崩れそうな小屋の扉とびらを開いた。小屋の中にはランプなどという気の利きいた物は置いていない。暗くら闇やみの中、記憶を頼たよりにしてベッド代わりにしている木の板に向かおうとするが……カイムはすぐに足を止めた。

「誰だ……!?」

　小屋の中に何者かの気配を感じたのだ。その何者かは息を潜めているようで物音らしい物音はしないが、普ふ段だんの自宅とは異なる空気を鋭えい敏びんに感じ取った。

（泥どろ棒ぼう……じゃないよね。ここには盗ぬすむものなんてない。村人が来るのだって有り得ない）

　村人は『呪い子』であるカイムのことを忌き避ひしており、ここには近づこうともしないのだ。獣や魔ま物ものが入り込んだという可能性もなくはないが……獣特有の臭いはしなかった。

「…………」

　カイムは手て探さぐりで薪まき割わり用の鉈なたを手に取って、小屋の中を見回した。

「…………」

　慎しん重ちように、息を詰つめてカイムは小屋の中に足を踏み入れる。いったい、どこに潜んでいるのか。耳を澄すませ、目を凝こらし、侵しん入にゆう者しやの姿を探し出そうとして……。

「へえ、思ったよりも敏びん感かんなんだね。驚いたよ」

「ッ……!?」

　その声はゾッとするほど傍から聞こえた。いつの間にか背後に何者かが立っていて、カイムの耳元にささやきかけてきたのである。

「このっ……！」

　カイムは振り向きざまに鉈を振ろうとする。しかし、そんな少年の手は背後にいた何者かによってあっさりと掴つかまれてしまう。

「うんうん、反応速度も悪くはない。さすがは『拳聖』の息むす子こだと言うべきかな？　あまり訓練は積んでいないようだが……なかなか才能の片へん鱗りんを感じさせてくれるじゃないか」

　背後に立っていたのは背の高い女性だった。男性物のスーツの上に白衣をマントのように纏っている。黒い髪かみと眼鏡の奥の知的な瞳ひとみが印象的である。

「アドバイスをするのであれば、気配に気がついていることを相手に気がつかれたら意味がない。こちらの侵入を悟ったのであれば、それを気がつかないふりをして相手の隙すきを突く。さもなければ逃げるのが正解だよ」

「くっ……この、放せ！」

「君がその物ぶつ騒そうなものを離してくれたら、私も君を解放しよう。勝手に家に上がり込んだ非礼は詫わびる。敵意はないんだ。武器を離してもらえないかな？」

「…………」

　女性の声は穏おだやかである。言葉の通り、敵意があるようには見えない。

　目的は知らないが……もしもカイムを害することが目的であれば、とうに背中を刺さされていることだろう。カイムは悔くやしそうに表情を歪めながら鉈を手放す。

「うんうん、良い子だ」

　女が腕を掴む手を放す。拘こう束そくから解放されるや、カイムがその場から大きく飛び退のいた。

「お前、誰だよ……！　どうして僕ぼくの家にいるんだ……!?」

「そんなに警けい戒かいしないでくれたまえ。まるで野生動物じゃないか」

「答えろ！」

「ああ、わかったわかった。急せかさずともちゃんと名乗るよ」

　噛みつくような声で詰きつ問もんされ、白衣の女性が降参だとばかりに両手を上げる。

「私の名前はファウストという。一応は……君の両親の友人ということになるのかな？」

「…………！」
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　驚きに目を見開くカイムに、ファウストと名乗った女性は友好的に笑いかけた。

「今日は医師として、患かん者じやであるカイム君に会いにきたんだ。十三年前に君の身体に移植した『毒の女王』の呪いがどこまで進行しているのか……私に診しん察さつさせてもらえないかな？」

「『毒の女王』……移植……？」

　わけが分からない。カイムは眉まゆをひそめる。

　疑ぎ問もん符ふを頭に浮かべているカイムに、ファウストは「なるほどね」と苦笑する。

「自分の身体を蝕むしばんでいる呪いについて、両親からどこまで教えてもらっているのかな？」

「…………特に何も」

「子供に教えるには忍しのびなかったのか……あるいは、責められるのが辛かったのかな？」

　ファウストがゴソゴソと荷物を探さぐり、中からランタンを取り出した。真っ暗だった部屋がランタンの明かりでオレンジ色に照らされる。

「君も座りたまえよ。話をしてあげよう。君の身体を蝕んでいる呪いについて」

「……ここ、僕の家なんだけど？」

　ファウストが我が物顔で木の板に座る。寝ね床どことして使っているスペースを占せん領りようされたカイムは顔をしかめるが、拒こばむことなく隣に座った。目の前の怪あやしい人物を信しん頼らいしているわけではなかったが、話の内容……自分の身体の呪いについては大いに興味があった。

「あ、お茶とかあるかな？　ちょっと喉のどが渇かわいたんだけど？」

「本当に図ずう々ずうしいなあ！　そっちの瓶びんに入っているから勝手に飲んでよ！」

「あ、あるんだ。ダメもとで聞いたんだけどね」

　ファウストが地面の上に置かれた瓶を手に取った。蓋ふたを開いて中の液体の匂においを嗅かいで……驚いたように目を瞬かせる。

「へえ、面おも白しろいお茶だね？　これは君が淹いれたのかい？」

「……お茶じゃなくてその辺で摘つんできた草だよ。不ま味ずいけど、飲むと調子が良くなるんだ」

「うんうん、これは『癒いやし草』というポーションの材料にも使われる薬草だね。これを薬くすり茶ちやに煎せんじて飲んでいるとは、なかなか良い趣しゆ味みをしている」

　拾ってきた酒さか瓶びんに入れられた濁にごった水……とても『お茶』とは呼べないそれを、ファウストは躊躇ためらいなく口にする。ゴクゴクと飲み、苦みを楽しむように目を細める。

「うん、不味いね。だけど気にすることはない。『良薬は口に苦し』とも言うし、健康に良いものというのは口当たりは悪い物さ。もてなしに感謝するよ」

「…………」

　もてなしたつもりはない。勝手に家に入ってきて、勝手に茶を飲んでいるのだ。

「それで……僕の身体について診察したい、というのはどういうことだ？」

　ファウストは自分のことを『両親の友人』であると名乗った。母の友人であるというのであれば信じていいが、父の友人に心を開くことなどできない。

「それに……貴女は言ったよね？　僕の身体に『呪いを移植した』って。それはいったい、どういう意味なのかな？」

　呪いを移植……それはとてもではないが聞き流せることではなかった。

　カイムは自分の身体を冒おかしている『毒の呪い』が生来のものであり、流行はやり病のように偶ぐう然ぜんに罹かかってしまったものだとばかり思っていた。だが、『移植』という言葉を使うからには、ファウストが意図的に自分の身体に呪いを埋め込んだことになってしまう。

（もしもそうだとしたら……僕はこの人をきっと許すことはできない……！）

　自分の人生に影かげを落とした元げん凶きよう。それが何者かの意思によるものだとすれば、その誰かを許すことなどできるものか。

（どんなことをしてでも、絶対に殺してやる……！）

「そんなに殺気を向けないでくれ。事情を説明することも、君に会いにきた理由なんだから」

　ファウストは困ったように笑って、手に持っていた瓶を地面に置く。

　まるで敵意のない気楽な笑え顔がお。まるでこちらの心の隙すき間まに入り込むような態度に、カイムははぐらかされたような感覚を抱いた。

「さて……君の身体に宿った呪いなのだが、その大元になっているのは『毒の女王』という名前の『魔ま王おう級』の魔物なんだよ」

「…………」

『毒の女王』。先ほども聞いた単語である。思い返してみれば、カイムのことを迫はく害がいしていた村人もそんな単語を口走っていたような気がする。

「……本当に君の両親は何も教えていないんだね……無責任なことだ」

「……どういう意味ですか？」

「君が呪いに侵おかされている原因はその『毒の女王』であり、そして君の両親でもあるということだよ。無論、この私もまた原因の一つであるので恨うらまれる義務があるのだけどね」

　ファウストが語り出したのは十三年前のことについて。カイムとアーネットの双子の兄妹が生まれる少し前の出来事である。

　かつて、この国――ジェイド王国北部に『毒の女王』という『魔王級』の魔物が現れた。

『魔王級』というのは魔物の強さを示す等級の一つであり、下から平民級、騎き士し級、男だん爵しやく級、子し爵しやく級、伯はく爵しやく級、侯こう爵しやく級、公こう爵しやく級、魔王級というふうに上がっていき、上の階級になるほどに強さや危険度が増していく。魔王級ともなれば国を滅ほろぼしうる災害である。

　現れた災さい厄やく。『毒の女王』からジェイド王国を救ったのが、当時『最強』と呼ばれていた冒険者パーティー……『神鉄の拳』だった。

『拳聖』であるケヴィンをリーダーとした『神鉄の拳』を中ちゆう核かくとした討とう伐ばつ隊は多大な犠ぎ牲せいを払はらいながら、『毒の女王』の討伐に成功したのである。

　討伐隊のリーダーであるケヴィンは報酬として、『伯爵』に叙じよされて領地を受け取った。他の参加者も多大な恩賞を国王から与えられたそうだ。

「しかし……そんな栄光と引き換かえに背負ってしまった不幸があった。『毒の女王』にとどめを刺した女性、ケヴィンの妻であるサーシャが呪いを受けてしまったのさ」

　ファウストは落ち着いた口調で言葉を紡つむぐ。砂に水が染しみ込むように、ファウストの声は自然とカイムの脳に入り込んでいく。

「『毒の女王』が最後に繰くり出した呪いは強力で、サーシャはいつ死んでもおかしくない身体になってしまった。どんな医者も魔ま法ほう使つかいも治すことは叶かなわない。ゆえに私は医師として彼らに提案した。サーシャが孕はらんでいた双子の片割れに呪いを移してはどうか……とね」

「それは、まさか……！」

「君のことだよ、カイム・ハルスベルク君。君は両親の意思によって『毒の女王』の呪いを移植されたのさ。母親と双子の妹が生き延びるためにね」

「…………！」

　カイムは息を呑のんで言葉を失う。もしもファウストの言葉が真実であるとすれば、カイムが『呪い子』として生まれてきたのは自分のせいではない。運が悪かったからでもない。

（母様が、そして『あの男』が悪かったって言うのか……!?）

　サーシャが生前、まるで懺ざん悔げでもするように謝罪の言葉を繰り返していたが、あれは呪いをカイムに押おしつけたことについて謝あやまっていたのか。

「そんなのって……そんなのって、ないじゃないかっ！」

　カイムは思わず声を荒あららげた。立ち上がり、胸から込み上げてくる感情をぶちまける。

「僕はこれまで『呪い子』に生まれたせいで責められてきたんだ！　それなのに……僕じゃなくて両親が原因だったなんて、そんな酷ひどい話はあんまりだ！　だったら、僕はこれまでどうしてみんなに責められてきたんだ!?　石を投げられて、悪口を言われてきたんだよ!?」

「……君は何も悪くはない。悪いのは両親と私だ」

　少年の嘆なげきを受け止め、ファウストは頭を下げる。

「私は医師として、一つでも多くの人命を救えるように最善を尽つくした。だが……君一人に重荷を背負わせてしまったことは心から申し訳ないと思っている。本当に済まなかった」

「…………！」

　真しん摯しに、誠実に謝罪するファウストにカイムは奥おく歯ばを噛みしめた。

　カイムももう十三歳さい。分別の付き始める年ねん齢れいである。ファウストが悪いわけではないのは理解できるのだが……だからといって、許すこともできなかった。

　頭を下げられたくらいで許せるほど、カイムがこれまで味わってきた悪意は軽くない。

「だから、せめて君の『主治医』としての責任を取らせてもらいたい。私は君を救うためにここにやって来たんだ」

「救う、だって……？」

　思わぬ言葉を反はん芻すうすると、ファウストが顔を上げてカイムの顔を真っ向から見る。

「君にかけられた『毒の女王』の呪いを解く手段がある。十三年前にはできなかったことだが、今の君であればどうにかできる。どうか私に君を助けさせてもらえないかな？」
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「こんなことを言うと、また君は腹を立てるだろうが……十三年前、私は君を死なせるつもりで『毒の呪のろい』を移植したんだ」

　カイムが暮らしている小屋には家具などという上等なものはない。眠るときは地面に木の板を置き、獣けものの皮にくるまって眠っていた。

　カイムはそんなベッドとも呼ぶことができないほど質素な寝床に、上半身裸はだかで横になっている。すぐ傍かたわらにファウストが膝ひざをついて座っており、カイムの身体を診察していた。

「『毒の女王』は最強の魔物。名前の通りに毒を操あやつる能力を持った彼かの女じよによって、十三年前の戦いでは数千の人間が犠牲になった。傷きず跡あとは今もなお王国北部を蝕んでおり、この近辺に住んでいる人間が君に見けん当とう違ちがいな憎しみをぶつける原因にもなっている。そんな呪いを移植されて、胎たい児じの君が生き残れるだなんて完全に予想外だった」

　ファウストの掌てのひらがカイムの身体を撫なでた。ゆっくりとした手つきで、紫むらさき色いろのアザがあちこちに刻まれているカイムの肌はだを触しよく診しんしていく。

『毒の呪い』によって、カイムの全身には紫むらさきのアザが浮かんでいる。村の子供達たちから忌避され、石を投げられる原因にもなっている『呪い子』の証だった。

「しかし、君は生きて産まれてきた。毒に臓器を蝕まれているせいで咳せきや吐と血けつはあるかもしれないが、『女王』の呪いを受けてまともに動けることの方が異常なことだ。かつて賢けん者じやと呼ばれていたサーシャだって、半年と保たずに命を落としかけていたくらいなのにね」

「つまり……何が言いたいんだよ。ハッキリ言ってくれないか？」

「君は『女王』の呪いに対して抵てい抗こう力りよくを有している、という話だよ。生まれ持ったものなのか、呪いを移植されたことで後天的に獲かく得とくしたものなのかはわからない。だけど……君ならば体内に打ち込こまれた呪いを克こく服ふくできるかもしれない」

　寝ね転ころがったカイムを見下ろして、ファウストはそんなことを口にした。

　ファウストの右手に青白い魔ま法ほう陣じんが浮かんでおり、空中に幾き何か学がく的てきな文様を描えがいている。

「精神に干かん渉しようして『呪い』と相対させる魔ま術じゆつだ。十三年前は使うことができなかった。使えたとしても、おそらくサーシャには耐えることができなかった手段だよ。この魔術により、君は己おのれの中にある『呪い』と向き合うことになる。体内の『呪い』と相対して打ち破ることができれば、逆に『呪い』を己の力として吸収することができるはずだ」

「……僕は『呪い子』じゃなくなるってことかな？　この不気味なアザが消えて、毒の血を吐はいたりしない普ふ通つうの子供になれるってこと？」

「毒の力が消えるわけではないだろうけど……少なくとも、君自身を蝕むことはなくなるだろう。血を吐いたりはしないし、虚きよ弱じやく体たい質しつだって治るはずだ」

「…………」

「今は呪いに耐えているが、いつ均きん衡こうが破れるかはわからない。臓器もだいぶ傷いたんでいるようだし……自分の境きよう遇ぐうを変えたいのであれば、試ためしてみる価値はあると思うけど？」

「……やるよ。やってくれ」

　カイムは答える。ほとんど考えることなどなかった。

　肉体を蝕んでいる呪い。不幸の元凶を消し去ることができるのであれば、悪あく魔まにだって魂たましいを売ってもいい。目の前に転がってきたチャンスを見み逃のがす理由などない。

「僕は呪いを克服するんだ……呪いを破って、普通の身体を手に入れて、そして……！」

「そして……なんだい？　やりたい事でもあるのかな？」

「……ううん、何でもない」

　カイムは心に秘ひめていた願いを口に出すことなく飲のみ込んだ。漠ばく然ぜんとした予感だったのだが……口から外に出してしまえば、その願望が軽くなってしまうような気がした。

「呪いが治ったら話すよ。僕はいつでもかまわない。早くやってくれ」

「ふうん？　まあ、覚かく悟ごができているようならば何よりだ。それじゃあ……始めようか」

「ッ……!?」

　ファウストが右手に浮うかんだ魔法陣を、カイムの胸に打ち込んできた。

　瞬しゆん間かん、身体の中に熱で溶とかした鉄を流ながし込まれたような灼しやく熱ねつが押し寄せてくる。

「グッ……アアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?」

　身体を内側から焼いてくる熱に堪たえきれず、カイムが絶ぜつ叫きようを上げる。

　チカチカと目の前に白い火花が弾はじけ、少年の意識は光の中へと飲み込まれていった。
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「ここは……いったい、何処どこなのかな？」

　気がつけば、カイムは見知らぬ場所を漂ただよっていた。

　周囲を白い空間で囲まれている。まるで水中にいるような感かん触しよくだが……息苦しい感じはしない。呼吸はちゃんとすることができている。

「ん……？」

　一面が真っ白な空間だったが……ふと別の『色』が生じた。白い布に落ちた汚よごれのような点。やがてそれは徐じよ々じよに大きくなっていき、壁かべとなってカイムの前に立ちふさがる。

「これって……もしかして、呪いのアザなのか!?」

　目の前にある壁の色はどす黒い紫色。身体に浮かんだアザと同じ色をしていた。

「これが……僕の身体に宿った、『毒の女王』の呪いなのか……？」

「まさかそちらの方からやってくるとは……あの外げ法ほうの魔ま術じゆつ師しめ。余計なことをしおって。げに忌いま々いましいことよ」

「誰だっ……!?」

　紫の壁の中から声が響ひびいてくる。

　ゴポリと音を鳴らしながら……水面に顔を出すようにして、壁から一人の女性が顔を出す。両手を使ってズリズリと壁から這はい出してきて、裸の上半身が露あらわになる。

　その女性は二つの色によって構成されていた。

　一つ目は『白色』。女性の肌は紙のように白くて透すき通るよう。まるで生まれてから一度として日光を浴びたことがないようにシミや日焼けの痕あとすらない。剥むき出しの乳ち房ぶさは若いカイムにとって目に毒だったが……視線を背そむけることを許さない美しさがある。

　二つ目は『紫色』。女性は肌以外のほぼ全ての部位を紫で染めていた。髪、瞳、唇、舌……肉体のあちこちが紫色で染まっており、見つめていれば頭がおかしくなってしまいそうなほどおどろおどろしい色しき彩さいをしている。

「『毒の女王』……！」

　直感的に悟った。彼女こそが『毒の女王』。かつて魔王と呼ばれて恐おそれられ、ジェイド王国北部を絶望の淵ふちに追いやった最強の怪かい物ぶつ。

　カイムの身体を冒している呪いの大元にして、元凶たる存在だった。

「僕は『毒の女王』の呪いに冒されていたんじゃない……『毒の女王』そのものに寄生されていたんだ……！」

「その通りよ、小こ僧ぞう。ようやく気付いたようじゃのう」

　目の前の不気味な美女――『毒の女王』が唇をつり上げて笑う。

「妾わらわは不死の存在。死しても甦よみがえる神格の魔ま性しようじゃ。肉体が滅んだとしても、殺した相手の身体を毒で冒して奪うばい取る……そうして、数百の齢よわいを重ねてきたのじゃよ」

「…………！」

「あの魔術師の介かい入にゆうによって貴様の母の肉体は奪い損そこねたが……代わりに、息子の身体をいただくとしよう。こうして魂に干渉されるのは予想外じゃが、この機会は存分に利用させてもらう。小僧、妾に肉体を差し出すがいい！」

『女王』がカイムに向けて手をかざす。すると、紫の壁がまるで触しよく手しゆのように変形して、カイムに襲おそいかかってきた。

「クッ……このっ！　やめろ、近寄るな！」

　カイムは必死になって抵てい抗こうする。

　白い空間を移動して攻こう撃げきを避よけ、躱かわすことができなかった触手は殴りつけて破は壊かいした。

「ほう？　これは驚いた。何もできぬ小僧かと思いきや……なかなか動けるではないか」

「家を追い出されてから一人で生きてきたんだ！　簡単にやられてたまるか！」

　母親が亡なくなって家を追い出されてから、カイムは秘ひそかに自分を鍛きたえていた。

　呪いのせいで突とつ発ぱつ的てきな咳や吐血に襲われることはあるものの……比ひ較かく的てき調子が良い日を狙ねらって拳を振るい、鍛たん錬れんをしてきたのである。

「ウアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　カイムは襲いかかってくる紫の触手に拳を叩たたきつけた。

　大だい嫌きらいだが、誰だれもが認める最強の武人である父親の動きを模も倣ほうし、見よう見まねで触手を殴る。その打撃は思いのほかに鋭するどく、『女王』が驚くほどに洗練されていた。

「ふむ……なかなかに面白き小僧よ。じゃが……」

「ッ……!?」

『女王』がパチリと指を鳴らした。その瞬間、触手が動きを変える。

　紫の壁から出てくる触手が無数の針となり、カイムの身体を一いつ斉せいに貫つらぬいた。

「カハッ……!?」

「これにて終しまいじゃ。神にも比ひ肩けんする妾を相手にして、よくぞ頑がん張ばったと褒ほめてやろう」

「クッ……ううっ……」

　全身を針で貫かれ、カイムが苦く悶もんの声を漏らす。抵抗しようにも手足を動かすことができない。手足から、胴体から、全身のあらゆる部位から痛みが湧わき出してきた。

「さて……それでは身体をもらい受けるとしよう。『毒の女王』の復活じゃ！」

「グッ……アアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　身体に刺さった触手の針を通じて、『女王』がカイムの身体に毒を流し込んできた。

　痛み、苦しみ、痺しびれ、熱さ、冷たさ……呪いの毒によってあらゆる種類の苦痛を与あたえられて、カイムは肺の中の空気を残らず叫さけびに変えて吐き出した。

　こんな痛みを与えられるくらいなら死んだ方がマシだ。一秒でも早く苦痛から逃のがれたい。カイムは苦痛から逃れるために意識を手放しそうになる。

「…………!?」

　しかし……そこでふと、気がついた。

　毒の呪い……圧あつ倒とう的てきな苦しみと絶望に混じり、別のものが触手を通じて流れ込んでくる。

（これはもしかして……『毒の女王』の記憶なのか？）

　そう、それはまさしく目の前の怪物の記憶だった。

　カイムの肉体を乗っ取るために精神や記憶を流し込んだことにより、カイムは『毒の女王』の過去を目まの当たりにすることになったのだ。




『毒の女王』は五百年ほど前、大陸南方にある小国によって生まれた。

　生まれながらに『毒の呪い』を操る異能を有していた彼女は、国に雇われ、隣りん国ごくとの戦争に参加させられることになる。

　圧倒的な力によって敵軍を粉ふん砕さいして、やがて英えい雄ゆうと呼ばれるようになった。国王が、貴族が、民衆が……ありとあらゆる人間が彼女の功績と力を称しよう賛さんした。

　嬉うれしかった。誇ほこらしかった。

　祖国の役に立つことが、愛する人達の未来を守れることが、何よりも嬉しい。

　彼女は誇りを胸にしながら戦い続け、やがて祖国を勝利に導くことになったのである。

　だが……彼女の栄光の人生はそこまでだった。戦争が終わって用済みになった途と端たん、周囲の態度が一変したのである。

『邪じや悪あくな怪物を殺せ！』

『あの女は魔ま女じよだ、魔女を火ひ炙あぶりにしろ！』

　これまで救ってきた人々が、戦争が終わった途端に態度を翻ひるがえして彼女のことを殺害しようとした。忠誠を捧ささげてきた国王でさえ、兵を送り込んで彼女を始末しようとした。

『私が何をしたというのですか!?　何も悪いことなんてしていないではありませんか！』

『黙だまれ、魔女が！』

『お前のような娘むすめを持った覚えはない！』

『死んでしまえ、一族から呪われた魔女が生まれたなんて恥はじだ！』

　家族や友人までもが彼女を責めた。

　彼女のことを『魔女』と呼び、石を投げ、剣けんや槍やりを向けて殺そうとしてくる。

『どうして私がこんな目に……私は悪くない、私は大切な人を守っただけなのに……私は、わたしは、わらわは……あああ、アアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　そんな絶望が、孤こ独どくが、彼女を『魔王』にした。

　新たな魔王――『毒の女王』となった彼女は、怒いかりのままに、憎ぞう悪おのままに、生まれ故郷を滅めつ亡ぼうに追いやったのである。

　勇者に、魔術師に、神官に……『女王』となった彼女は時に殺害されることはあったものの、『魔王』になったことで不死の存在となっていた。

　自分を殺した人間に呪いをかけ、その身体を乗っ取ることで永遠の命を得たのだ。

　後に封ふう印いんされて世界から一時的に消えることになったものの……『毒の女王』は自分を裏切った人類に対して、永えい劫ごうに渡わたる復ふく讐しゆうの権利を与えられたのである。




「ッ……！」

　意図せず『毒の女王』の記憶を読み取ってしまい、カイムは大きく表情を歪ゆがめた。

　カイムの心を苛さいなんでいるのは、他人の絶望を強制的に共有させられたことによる苦しみではない。むしろ……その逆である。

「同じじゃないか……僕と、僕がこれまで味わった苦しみと、一いつ緒しよじゃないか……！」

　カイムが『毒の女王』に対して抱いだいていたのは……共感と同情だった。

　迫害の程度。立場や境遇の違ちがいはあるものの……自分に非のないことを理由に他人から悪意をぶつけられ、家族から裏切られた境遇はカイムの現状と一緒だった。

　ファウストの話を聞いて、カイムは『毒の女王』に対して激しい怒りと憎にくしみを抱いていたはずである。しかし、彼女と記憶を共有したことにより、その考えは一変していた。

　得体の知れない化け物である『毒の女王』は孤独で哀かなしい女性でしかない。彼女は怪物なんかじゃない。自分と同じ孤独と絶望に苛まれた人間だったのである。

「……無理だ。僕はもう彼女と戦えない」

　呪いを打ち破るという目的を達成することは、もはや不可能である。カイムはもう『女王』に敵意を向けることができない自分の心を自覚してしまったのだから。

「う……アアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　しかし、異変が生じたのは『毒の女王』の方も一緒だった。

　カイムを針で縫ぬい留とめ、自分の記憶を流し込むことで身体を乗っ取ろうとしていたはずの『女王』であったが……彼女も頭を抱かかえて絶叫を上げたのである。

「ううっ……小僧、貴様……貴様は……！」

「……貴女あなたも見たんですね。僕の記憶を見てしまったんですね？」

　カイムはすぐに気がついた。瞳に涙を溜ためてこちらを睨にらんでくる『女王』が、自分の記憶を読み取ってしまったことに。カイムの身体を乗っ取るために精神をつなげたことで、『女王』の方にもカイムの記憶が流れ込んでいたのである。

『女王』は幾いく度どとなく他者の身体を奪ってきた。奪ってきた相手は、いずれも『魔王級』である彼女を打ち破ることができる英雄。恵めぐまれて祝福された人生を送っていた者達である。

　だから、躊躇いなく乗っ取ることができた。持たざるものだった『毒の女王』にとって、自分が持っていないものを有した人間の肉体を奪うことは一つの復讐でもあった。

　だが……カイムは違う。カイムも『女王』と同じように持たざる者。孤独と絶望に苛まれた者だった。

「僕はもう、貴女と戦えない……」

「…………」

『女王』は無言だったが、同じ気持ちであることはわかる。その証しよう拠こに、先ほどまでカイムの身体を刺し貫いていた触手の針がいつの間にか消えていた。

「僕は貴女に消えて欲ほしくない。だけど、出来ることなら自分が消えたくもない」

「…………」

「だから……こういうのはどうかな？」

　カイムは『女王』に一つの提案をした。

『女王』は相変わらず無言だったが……沈ちん黙もくから肯こう定ていの意思が伝わってくる。

「……考えても見れば、貴女はずっと僕と一緒にいてくれたんですよね。母が死んで、家を追い出されてしまった僕のそばには、ずっと貴女がいてくれた……」

　カイムはつぶやいて、『女王』の前に移動する。手を伸のばし、彼女の顔に触ふれた。

「……妾は」

『女王』はつぶやく。言葉の先は空気に溶けるようにして消えてしまい、形になることはなかったが……それで十分だった。

『毒の女王』はカイムの手を拒むことなく、彼女もまた少年の胸に手を伸ばしてきて……次の瞬間、二人の身体が重なり合う。
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「…………！」

　白と紫。空間を支配していた色が混じりあい、溶けあって一つになっていく。

　まばゆい閃せん光こうが空間を満たしていき、その先に残ったものは……。




〇　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　〇




「…………」

「へえ、これは驚おどろいたな。こういう結果になるのか」

　意識が引き戻もどされる。

　目の前にあるのは見慣れた天てん井じよう。カイムが暮らしている森の奥おくの小屋。みすぼらしく、雨の日には水が漏もれてくる穴の開いた天井がそこにある。

「とても面白い結果だ。君はいったいどちらなのか……訊きいてもいいかな？」

「……ファウスト」

　カイムは身体を起こして、自分の状態を確かく認にんする。上半身裸の身体からは紫色のアザが消えていた。紙のように白かった肌は適度に日焼けした健康的なものに変わっている。

　身体はかつてないほど調子が良い。息苦しさや咳の衝しよう動どうなども消えている。まるで生まれ変わったようだった。

「僕は……妾は……？」

　だが……身体に違い和わ感かんがある。調子は絶好調なのに、何かが噛かみ合っていない感触があるのだ。

　首を傾げていると……ファウストが魔ま法ほうで生み出した鏡を眼前に差し出してきた。

「あ……」

　鏡の中には見慣れない人物が映し出されていた。

　基本的な目鼻立ちはカイムのものと同じである。しかし、顔立ちが全体的に成長して大人のものになっている。

　髪の色は灰から紫に変わっており、瞳の色も同じだった。『毒の女王』のような毒々しい紫ではなく、アメジストのように鮮あざやかな紫色である。

　そして、何よりも顔面に浮かんでいた紫色のアザが消えていた。魔法の鏡には、やや中性的な顔立ちながら精せい悍かんな美青年が映し出されていた。

「大人になっているのか。もしかして……」

　試しに立ち上がってみると……十三歳だった頃ころよりも背せ丈たけが頭二つ分近くは高くなっており、骨格もしっかりして筋肉がついていた。

「さて……状じよう況きようを確認できたところで、もう一度尋たずねようか。君はカイム・ハルスベルクなのかな？　それとも、人類の敵である『毒の女王』なのかな？」

　ファウストが再度問いかけてきた。少し前まで自分よりも背が高かったはずのファウストの顔が、視線よりもやや下の位置にある。

　カイムはメガネをかけたファウストの顔を見下ろして……口を開いて名乗りを上げた。




「僕は……違うな。俺の名前はカイム。『毒の王』だ」







第三章　父との決別







「『毒の王』……確かに、今の君を『女王』と呼ぶことはできないね」

　カイムの顔をのぞき込み、ファウストはニンマリと笑う。まるで最良の実験結果を得た研究者のような満足げな表情である。

「過去に別の『魔王級』と遭そう遇ぐうしたことがあるけれど、君の瞳ひとみは彼かれらとは明らかに異なっているよ。人類への憎しみや恨みがまるで感じられない」

「そうなのか？　自分ではよくわからないんだが……？」

「『女王』と対話する前、君の瞳は酷く濁ったものだった。境遇への不満、恵まれた他者への妬ねたみ、自分を迫害する世間に対する底無しの恨み。そこに劣れつ等とう感かんや卑ひ屈くつさが混じった色をしていた。だけど……今の君の目からはそれが消えている。口調も変わっているみたいだし、肉体だけじゃなくて精神も成熟しているようだね」

「そうなのか？　自分ではよくわからないが……？」

　カイムは首を傾げながらも、スッと胸に何かが落ちてくるのを感じていた。

　明めい鏡きよう止し水すいとでも呼べばいいのだろうか。今のカイムの心の内は自分でも驚くほどに澄すみ渡っていた。それまで抱いていた暗い感情が吹ふき飛ばされている。まるで心の中を爽さわやかな風が吹き抜ぬけていくようだ。

　口調が変わっていることについては特に気にならない。どうでも良かった。

「『彼女』と融ゆう合ごうしたことが原因かな？　母が亡くなってから……いや、母が生きていた頃でさえ味わったことがないほど気分が良い。まるで生まれ変わったようだよ」

「ふうん？　異なる性質を持った二種類の毒が混じり合って中和されたのか。それとも、マイナスとマイナスが掛かけ合わされてプラスに転じたのか……君への興味は尽きないね」

「興味が尽きないのなら、どうするつもりだ？　実験動物にでもするつもりかよ？」

　揶揄からかうような口調のファウストに、カイムもまた冗じよう談だん半分に言ってやる。

「俺はアンタに感謝している。『僕ぼく』に呪いを移したことだって怒おこってないし、恩人だとさえ思っている。だけど……敵対するのであれば容よう赦しやをするつもりもないぞ？」

　カイムが手をかざすと、毒々しいまでに紫色の魔ま力りよくが集まっていく。『毒の女王』から引き継ついだ異能。毒を操る魔法は今やカイム自身に宿っていた。

「俺はこれから、自分の望みを叶えにいく。『僕』と『彼女』、それに『母』の願いを叶えるために生きることを決めた。それを邪じや魔まするのであれば……ここで潰つぶす」

「面白いことを言ってくれるじゃないか。その願いとやらを聞かせてもらえるかい？」

　ファウストが降参するように両手を上げた。カイムは胸を張って堂々と答えた。

「家族を作る。それが俺の……『僕』らの願いだ」

「家族……？」

「裏切ることのない家族。一緒にいるのが当たり前で、助け合って、笑いあって、時々ケンカもして……だけど相手を憎んだりは絶対にしない。そんな家族を探しにいく。子供に暴力を振ふるう父親じゃない。双ふた子ごの兄を忌いみ嫌きらう妹じゃない。真の家族を迎むかえにいくんだ」

「フフッ……」

　カイムの答えを聞いたファウストが失しつ笑しようする。口元を押さえて、肩かたを揺ゆらして笑った。

「フ、ククク……いいね。実に素す晴ばらしい願いだよ」

「……ひょっとして、馬鹿にしているのか？」

「していないとも。心から立派な願いだと思うよ」

　ファウストはなおもニヤニヤと笑いながら、愉ゆ快かいそうな表情でズレた眼鏡を押し上げる。

「それが君の目的だというのなら、しばらくは放置して問題なさそうだね」

「ん……どういう意味だ？」

「『女王』を手に入れたことで、君は良かれ悪あしかれ、多くの人間を引きつけることになるだろう。その中には、君の存在を危険視して消そうとする人間もいるだろうね」

「そのときは容赦しない。絶対に俺の目的は邪魔させない」

「そうかい？　だったら……特に『聖せい霊れい教会』にはくれぐれも気をつけたまえ。彼らは魔王を敵視している。君の存在を知れば、何らかのアクションをとってくるはずだ」

「聖霊教会……」

「この地を去るつもりなら、東の帝てい国こくに向かうといい。あの国は教会の影えい響きよう力りよくが弱いからね」

「…………」

　ファウストの言葉にカイムは考え込む。カイムは父親の影響力のあるこの土地から出て行き、自分の家族となる人間を探すつもりだった。

（この国は『毒の女王』によって大きな被ひ害がいを与えられた。俺のことを知れば、敵視してくる人間も多いだろう）

　ならば、いっそのことファウストが言うとおりに他国に行ってしまった方がいいのかもしれない。カイムはハルスベルク領から出た経験はないが、今は『女王』の記き憶おくや経験を引き継いでいる。一人旅くらい問題なくできるだろう。

「そうだな……そうするか。子供の頃に母に読んでもらった物語のように、冒ぼう険けんをしてみたいという気持ちはある」

「旅は良いものだよ。私も大陸中、ほとんどの場所に行ったけど、見知らぬ地への旅は心が躍おどる。だけど……その前に『毒の女王』の力を確認しておいた方がいいんじゃないかな？」

「確認……そんなものが必要か？」

「必要なはずだ。いかにカイム君が『毒の女王』の力や経験を引き継いでいるとはいえ、実戦経験は少ないだろう？　旅に出る前に、腕うで試ためしをしておいて損はないと思うがね」

「それは一理あるかもしれないが……腕試しって、誰と戦えばいいんだよ。まさか、アンタが相手をしてくれるというわけじゃないんだろ？」

「それはそれで愉たのしそうだが……私よりもふさわしい相手がいる」

　ファウストがニンマリと笑ったかと思えば、唐とう突とつにカイムの手を握にぎってきた。

「なあっ!?」

　瞬間、周囲の気配が一変した。カイムとファウストは一いつ瞬しゆんで見知らぬ場所……もっと言えば、その上空に転移していたのである。

「う……わああああああああああっ!?」

　地表から数十メートルの高さに投げ出され、カイムはあまりの異常事態に叫んでしまう。

　眼下には平原が広がっており、蠢うごめく無数の影かげがあった。

「ほら、下に魔ま物ものの群れがいるだろう。これまで君の毒を恐れて森に隠かくれていた魔物だ。こんなこともあろうかと特とく殊しゆな薬で興奮させておいた。放っておけば近きん隣りんの村に押し寄せることだろう。雑魚ざこばかりだが数だけは多い。力を測る相手としては申し分ないだろう？」

「だからってこんな……うおおおおおおおおっ!?」

　重力に引っ張られ、カイムの身体が地表に向けて落下していく。落ちているのはカイムだけ。飛行の魔法でも使っているのか、ファウストは宙に浮いたまま落ちることはなかった。

「ああ、そうだ。言い忘れるところだったよ」

　落下していくカイムに、ファウストは思い出したように口を開く。

「君の母親――サーシャはカイム君に強い罪悪感を抱いていたが、愛情は偽いつわりじゃなかった。カイム君が呪いを受けながらも生きて産まれたとき、泣きながら神に感謝していたよ」

「ッ……！」

「それじゃあ……達者でね。一人の友人として君の息災と活かつ躍やくを祈いのっているよ」

「そんな勝手な……だああああああああああああああっ!?」

　ファウストの声を聞きながら、カイムは地面に向かって墜つい落らくしていったのである。




「クッ……このおおおおおおっ！」

　地面に向けて落下していたカイムは空中でクルリと回転し、両足で綺き麗れいに着地する。

「ッ……！」

　足に魔力を集中させることで落下のダメージを軽減させる。以前のカイムであれば両足を骨折していたところだが……脚あしが痺れた程度で大きな怪け我がはない。

「強ごう引いんなことをしやがって……今度会ったら、ぶん殴なぐってやる！」

「ガアアアアアアアアアッ！」

「あ？」

　森の開けた場所に落ちたカイムであったが、周囲を無数の魔物に囲まれていた。数は少なく見積もって百以上。カイムを取り囲んでいたのは狼おおかみや熊などの獣型の魔物。カイムは己の中にある『毒の女王』の記憶から、彼らの強さをおおまかに判定する。

「……等級としては『騎き士し級』、それに『男だん爵しやく級』というところか？　『魔ま王おう級』に比べるとゴミみたいなものだが……まあ、準備体操の相手には十分かな？」

　ファウストの言うとおりにするのは癪しやくだったが、『女王』の能力の実験相手としては確かに適切である。存分に腕試しができそうだ。

「それじゃあ……闘やらせてもらおうか！」

「ガアアアアアアアアッ！」

　戦う覚悟を決めたカイムめがけて、二匹ひきの狼が左右から噛みついてきた。

「フッ！」

「ギャンッ!?」

　カイムは右から迫せまってきた狼に裏うら拳けんを叩き込んだ。魔力を込めた拳こぶしが狼の頭ず蓋がい骨こつを叩き割わり、一いち撃げきで絶命させる。反対側から別の狼が噛みついてくるが、後方に体を反らして回かい避ひし、すれ違いざまにその胴どう体たいを蹴けりつけた。

「ギャウンッ！」

　下から胴体を蹴られた狼が宙を飛んでいく。即そく死しは免まぬがれたようだが、あれだけの勢いで蹴られたからには、内臓が破は裂れつしてすぐに死に至ることだろう。

「さあ、ガンガンいこうか！　休まずかかってこいよ！」

「ガアアアアアアアアアッ！」

　次々と狼の魔物が襲いかかってくる。カイムは飛びかかってくる敵を殴っては蹴り、投げ飛ばし、踏ふみつけ、一方的に蹴け散ちらしていく。

　その黒い狼は『ブラックウルフ』と呼ばれる魔物で、魔物の等級で言うところの『騎士級』に序列されている。訓練された兵士や冒ぼう険けん者しやでなければ、倒たおすのは困難なはずなのだが……魔力によって強化されたカイムの肉体はそれを容易に撃げき破はしていく。

『毒の女王』の力を使う必要性すら感じない。魔力を手足に纏まとい、殴って蹴るだけで容易に葬ほうむり去ることができた。

「まるで自分の身体じゃないみたいだ！　身体がこんなに強く素す早ばやく動くなんて！」

　身体が竜りゆうにでも化けたようだ。躍やく動どうする手足が鋭い打だ撃げきを繰くり出し、縦じゆう横おう無む尽じんに狼を打ち倒す。以前は少し運動しただけで咳せき込こんでいたというのに……驚くほどに身体が軽い。

「ハハッ！　健康体がこんなに素晴らしいものだったなんて知らなかった！」

「ゴアアアアアアアアアッ！」

「おお？　今度は骨がありそうなのが出てきたじゃないか！」

　狼の群れの向こうから頭部に角を生やした熊が現れた。『アーマーベア』という魔物で、脅きよう威い度はブラックウルフよりも二段階上。小隊を組んだ兵士に匹ひつ敵てきする強さを持つ『子し爵しやく級』である。三メートル近い巨きよ体たいの熊は鎧よろいのような甲こう殻かくで肉体を覆おおっており、並の刃は物ものなら弾いてしまう防ぼう御ぎよ力りよくを有していた。

「ゴアッ！」

「ハッ！　危ない危ない、これはちょっとだけ本気を出す必要がありそうだ！」

　振り下ろされたアーマーベアの爪つめをバックステップで避よける。力強い一撃によって、地面に大きな爪つめ痕あとが刻まれた。

　カイムは口元に笑えみを浮かべ、弓矢を放つ寸前のように腕うでを引いた。握りしめた拳に魔力を込めて、アーマーベアの胴体に狙いを定める。

「闘とう鬼き神しん流りゆう――【麒き麟りん】！」

　拳に渾こん身しんの魔力を込めて、高密度に圧縮させる。そして……引いた腕を前方に向けて一気に解き放った。拳から放たれた魔力が螺ら旋せんを描くように回転し、物理的な衝しよう撃げき波はとなってアーマーベアの胸に着ちやく弾だんする。

「グギャアアアアアアアッ!?」

　アーマーベアの堅かたい装そう甲こうを粉々に砕くだき、衝撃波はなおも勢いを止めることなく突つき進すすむ。筋肉を、骨を、内臓を破壊し、背中まで貫かん通つうして突き抜けていく。まるで巨きよ大だいな一いつ角かく獣じゆうに貫かれたようだ。アーマーベアの胴体に大きな穴が穿うがたれて、そのまま動かなくなった。

「うん……いいね。体調万ばん全ぜん、絶好調！」

　大おお技わざを繰り出して、カイムは会心の笑みを浮かべた。

　闘鬼神流。それは東方にルーツを持つ武術の流派であり、『拳聖』であるケヴィン・ハルスベルクが修めた格かく闘とう術じゆつだ。武器や防具を使うのではなく肉体に圧縮した魔力を纏って闘たたかうことを重んじたこの格闘術は、異質でありながら極きわめれば最強と謳うたわれている。

　カイムがこの格闘術を父親から習ったことは一度もない。双子の妹は毎日のように稽けい古こを付けてもらっているというのに、カイムは初歩すらも教えられていなかった。

　にもかかわらず、カイムが闘鬼神流の技を使うことができるのは、父と妹が鍛錬をしている姿をいつも遠くから見つめていたからである。

　武術には『見取稽古』というものがある。達人の技を見て、理想の動きのイメージを固めるという鍛錬法なのだが……カイムは屋や敷しきを出るまで、父と妹の鍛錬を見つめてそれを行ってきた。

　森で暮らすようになってからも、毎日のように父の動きを思い出して鍛錬をしている。おかげで血を吐くことも多かったが、ひたむきな努力が呪いを克こく服ふくしてから実を結んだ。

「ガウウゥ……」

「グルルル……」

　周囲にいる魔物の動きが緩かん慢まんになり、あからさまに怯おびえを見せ始める。

　どうやら、アーマーベアがスタンピードの中心である『群れの長』だったらしい。頭を潰されたことで、魔物の群れは統とう率そつを失っている。放っておけば、勝手に逃にげて散り散りになりそうだが……カイムは牙きばを剥いて凶きよう暴ぼうな笑みを浮かべた。

「格闘術の試ためしはこれでお終い。次は……『毒の女王』の力を実験させてもらおうか？」

　逃げだそうとする魔物に向けて、死し刑けい宣せん告こくとなるであろう言葉を突きつける。

　カイムの右手から『毒の女王』の力……紫むらさき色いろの魔力が溢あふれ出た。

「『毒の王』が使う最初の魔法……お前らのような雑魚にはもったいない一撃だ。肉体が滅ほろびるまで堪たん能のうしてもらおうか！　紫し毒どく魔法――【腐食の慈雨アシツド・レイン】！」

　カイムが頭上に右手を掲かかげる。その掌てのひらから高こう濃のう度どの魔力が放たれて天を衝ついた。

「「「「「ガアアアアアアアアアアアアアアッ!?」」」」」

　巨大な魔力が紫色の雨となって降り注いだ。強酸の毒が込こめられた雨に全身を打たれ、その場にいた魔物全てが身体を焼かれていく。木々を溶かし、大地を焼きながら……毒の雨が数十、数百の魔物を残らず骨になるまで溶かしていく。

　その場から逃げ延のび、生き残った魔物はただの一匹すらもいなかったのである。




「何だこれは……いったい、この場所で何が起こったというのだ？」

　カイムが魔物の群れを潰した一時間後。スタンピード発生の知らせを聞いた領主――ケヴィン・ハルスベルクが現場に到とう着ちやくした。伯はく爵しやく家けに仕えている騎士を引き連れて平原にやってきたケヴィンであったが、そこには何もなかった。

　少なくとも……生ける者はいない。獣けものや魔物も。草木の一本すらも生えてはいない。

　その場所は本来、丈たけの低い草木が群生していたはずだった。しかし、見み渡わたす限りの草木は全て枯かれ果てており、褐かつ色しよくの地面がむき出しになって荒こう野やのようになっている。

　そして、一面が禿はげあがった地面には無数の骨が散乱しており、まるで地じ獄ごくの一部が地上にせり出してきたような有様となっていた。

「どういうことなのでしょう……魔物の群れはいないようですが……」

「…………」

　騎士の一人が問いかけるも……彼らの指揮官であるケヴィンは無言。顔面を蒼そう白はくにして、骨だけになった魔物の死し骸がいを見つめている。

（これは……この風景はまさか……）

　それは見覚えのある光景だった。十三年前の忌まわしい記憶。かつて王国北部で起こった『毒の女王』による被害を受けた地域がまさにこんな光景となっていたのだ。

（あの時は魔物ではなく、人間の骨が転がっていたが……）

『毒の女王』はもういないはず。ならば、この絶望という言葉を具象したような景色を生み出したのはいったい……？

「まさか……お前だというのか。カイム……」

『毒の女王』の呪のろいを受けた息むす子この顔を思い出し、ケヴィンは重々しい声こわ音ねで唸うなった。




〇　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　〇




「クソ……ファウストめ、好き勝手にやるだけやって消えやがった！」

　魔物のスタンピードを殲せん滅めつして、カイムは自分の小屋へと戻ってきた。そこにファウストの姿はない。小屋の中は静まりかえっている。

「ん……？」

　ふと床ゆかに目を向けると、そこに片手で持ち上げられるサイズのバッグが置いてあった。

「これは……マジックバッグか？」

『女王』の記憶からカイムはそれが何だかわかった。それはマジックバッグという高価なアイテムであり、空間魔法がかけられて見た目以上の質量を収納することができる魔ま道どう具ぐだ。

　バッグを開いて中身を確認すると……そこには衣服や食料、テントなどの旅に必要な荷物が入っている。さらに、金貨や銀貨が詰つまった袋ふくろまで入れられていた。

「あの女からの餞せん別べつってところか……フン、魔物の群れに放ほうり込んだことは許してやるか」

　考えても見れば、ファウストは自分に対して嘘うそや誤ご魔ま化かしをしなかった気がする。

　カイムに呪いを移したことについても正直に話していたし、父親や村の連中と比べれば、はるかに信用できる人物だった気がする。

「……ありがとう。感謝するよ」

　カイムはこの場にいない恩人に礼を言って、旅たび支じ度たくを整える。小屋から持ち出す荷物は多くはない。すぐに準備が整った。

「よし……これでいいな」

　旅立つ前に挨あい拶さつをしたい人間は……いないこともない。自分のことを唯ゆい一いつ気にかけてくれたメイドのティーには会いたい気持ちはあった。

（だけど……今の俺はこんな姿だ。会っても誰だかわからないだろうな……）

『毒の女王』と融合したことにより、カイムの外見は五年以上も成長している。元々はくすんだ灰色だった髪かみ、灰色の瞳も紫色に染まっており、ティーに会っても混乱させてしまうだけだろう。

　何より……ティーにはメイドとしての生活がある。カイムの旅に付き合うということは、十年以上もかけてこの場所で築いてきた立場を失うということだ。

（生まれ育ったこの場所から出て行くというのは、あくまでも俺の私情だ。ティーに給料を支し払はらっている雇やとい主ぬしは父親。ティーを拾って屋敷に迎え入れた恩人は死んだ母様だ。ティーが俺に義理立てする理由なんてない。名な残ごり惜おしいけど……かえって、顔を合わせない方がお互たがいのために良いかもしれないな）

　あるいは……良い機会なのかもしれない。母の遺ゆい言ごんによってカイムの面めん倒どうをみてくれたティーをそろそろ解放するべきだ。カイムは『力』と『自由』を得た。ならば、カイムの存在に縛しばられているティーだって、もう好きなように生きて良いはずだ。

「……顔は合わせない。手紙を残すくらいでちょうどいいか。達者で暮らせよ、ティー」

　ファウストからもらったアイテムバッグにちょうど良くペンと紙が入っていた。羊皮紙に拙つたない文字で世話になったメイドにお礼の言葉を書くと、小屋に残して外に出た。

　すでに日は沈しずみ、空には月が昇のぼっている。あまり旅立ちに適した時間帯ではないが、誰だれかに見送られることもなく旅立っていく方が日ひ陰かげ者ものにはお似合いなのかもしれない。

（魔王と融合した人間……『魔ま人じん』とでも呼ばれるべき俺には似合いの空だ。目に焼き付けたいほど、この場所に良い思い出があるわけでもないからな）

　カイムは歩き慣れた森を進んでいく。旅立ちに心を躍らせ、生まれ育った故郷を後にしようとするが……そこでもっとも聞きたくない人間の声が耳に届く。

「お前は……カイム、なのか？」

「ッ……！」

　新たな門かど出でに水を差されて、カイムは後ろを振り返った。

　そこには会いたくない人間の筆頭。父親ケヴィン・ハルスベルクが立っていたのである。

　ケヴィンは今まさにここに到着して、馬から降りたところだった。護衛などは連れていない。一人きりでここに来たようだ。

　髪と瞳を紫色に染めて、五年ほど成長した息子の姿を見て、驚きに目を見開いている。

「まさか……ここで遭遇することになるなんてな。親子の絆きずな、じゃあないか。どちらかというと因いん縁ねんや悪あく縁えんに近いのか」

「その姿は、髪と瞳はいったい……お前はカイムなのか？　それとも、『毒の女王』なのか？」

「どちらでも好きな方に取ればいいさ。父上殿どの？」

　カイムは皮肉そうに唇くちびるをつり上げ、両手を広げた。

「別に恨うらみ言を言うつもりなんてない。十三年前のことは、貴方あなたにとっても苦く渋じゆうの選せん択たくだったのだと思う。真実を黙っていたことも、何の非もない『僕』を冷れい遇ぐうして虐しいたげたことも……まあ、外見通り大人になって水に流してやるさ。だけど……これから先は許さない」

「何を……」

「俺はここから出て行く。自分の本当の家族を、故郷を手に入れるために旅に出る。邪魔をするというのなら容赦はしない。潰させてもらうぞ」

「…………！」

　カイムの身体から放たれる威い圧あつ感かんにケヴィンが息を呑のみ、その場から飛び退のいた。

　さすがは『拳聖』である。カイムが尋じん常じようならざる力を手にしたことに気づいたようだ。

「……どうやら、『毒の女王』の呪いに飲のみ込まれてしまったらしいな。この化け物め、貴様のような厄やく災さいをこの地から出すわけにはいかん！」

「……ああ、やっぱりこうなるんだな。予想していた展開だよ」

　これが父親に会いたくなかった理由である。

　かつては仲間を率いて『毒の女王』と戦い、妻を呪われたこの男は彼かの女じよのことを憎悪していた。『女王』と同じ姿になったカイムを見て、何もせずに見送ってくれるわけがない。

　まともな信しん頼らい関係ができた親子であれば、事情を話せば伝わるかもしれない。けれど、この男とカイムの間にそんな可能性は露つゆほどもなかった。

「……いいだろう。闘やってやるよ。実を言うと、以前から父上殿に稽古をつけてもらいたいと思っていたんだ。今の俺にとってはどうでもいいことだけどな」

「……私を父と呼ぶな。『毒の女王』が」

「フンッ……」

　カイムは拳を握りしめ、ケヴィンに正面から向き合う。ケヴィンもまた拳を握り、息子へと向ける。二人がとった構えはまるで同じもの。『闘鬼神流』の基本的な構えだった。

「化け物が猿さる真ま似ねか？　人ならざる魔物に流派の神しん髄ずいを究きわめることなど断じてできぬ！」

「それは己おのれの身を以もつて体験するといい。最後くらいは父親らしく俺の成長を見届けろ」

「ほざけ！」

　ケヴィンが圧縮した魔力を拳にまとい、カイムの顔面に殴りかかってきた。『拳聖』と呼ばれる男の打撃は恐おそろしく鋭するどく、速いものである。

「ッ……!?」

　しかし、カイムは鼻はな面づらを叩たたき潰さんとする拳を見事にかわした。回避しただけではない。下からすくい上げるようにカウンターの拳を放ってケヴィンの顎あごを狙ねらう。

「クッ……！」

　ケヴィンが後方に飛んでアッパーカットを避ける。

　カイムと距きよ離りをとり、思わず背筋を流れた冷たい汗あせに表情を歪ゆがめた。

「へえ……」

　カイムは追つい撃げきすることなく、振り抜いた拳の感かん触しよくを確かめるように手を振った。

「さすがに速いが……『彼女』の記憶にある十三年前の動きよりも、だいぶ遅おそいな？　ひょっとして、年を食って鈍にぶったのか？」

「カイム、貴様……！」

「それとも、息子を相手にして手加減でもしているのか？　だったら、改めることを勧すすめよう。今さら父親面されるのは迷めい惑わくだ。本気でかかってこいよ！」

「ッ……！」

　カイムの挑ちよう発はつを受けて、ケヴィンはギリッと音が鳴るほど奥おく歯ばを噛みしめた。明らかに目つきが変わり、その身体から濃のう密みつな殺気が漏れ出してくる。

「……いいだろう。『拳聖』と謳うたわれし我わが武を見せてやる。闘鬼神流の神髄、とくと味わうがいい！」

「そうさせてもらおう……かかってこいよ」

「ぬんっ！」

　ケヴィンは地面を蹴り、本気の拳打を放ってきた。

　カイムは獣のように牙を剥むいて笑い、父親の本気に真っ向から相対した。

　怒いかりの形相の父と、喜き悦えつの表情の息子。正面から拳を打ち合う二人は、皮肉なほどよく似た親子に見えたのである。




「ムンッ！」

「フッ！」

　ケヴィンが目の前の青年に拳を叩きつけた。何度も何度も拳打を繰り出し、蹴しゆう撃げきも交えて眼前の敵を打ち砕こうとする。

　最強と呼ばれし『闘鬼神流』にはフェイントは存在しない。一いち撃げき一いち撃げきが必殺であり、大たい砲ほうのような威い力りよくと勢いを有する打撃だった。

　カイムはそんな父親の打撃をひたすらに受け、躱かわし、捌さばいていく。一発でもまともに喰くらってしまえば、骨折どころか肉体そのものが砕けてしまう。圧縮された魔力をまとった打撃にはそれだけの威力がある。

　けれど、カイムに恐れはない。綱つな渡わたりじみた激しい攻こう防ぼうの中で愉ゆ悦えつすら感じていた。

（全力を出している！　『拳聖』が、この俺に対して本気で戦っている！）

　かつて、カイムにとってケヴィン・ハルスベルクというのは父でありながら、絶対的で揺らぐことのない壁かべのような存在だった。逆らうことなど、立ち向かうことなど考えられない。口答えすら許されず、不興を買おうものなら重い拳げん骨こつが飛んでくる。

　カイムの心に深く強い劣等感を与あたえ、その人生を幸福ならざるものと決定づけた張本人……それがケヴィン・ハルスベルクという人間だった。

（そんな親おや父じが、ケヴィン・ハルスベルクが俺に本気で拳を振るっている！　堪たまらない、これが強敵との戦いかよ！）

　先ほど、魔物の群れを駆く逐ちくしたときとは別種の高こう揚よう感かん。弱者を叩き潰すのではなく、強者に立ち向かうことへの興奮がカイムの胸を満たしていく。

「闘鬼神流――【白びやつ虎こ】！」

　ケヴィンが右手の指を鉤かぎ爪つめのように折り曲げ、薙なぎ払はらってきた。

　魔力によって強化された指と爪はまさに『虎こ爪そう』。岩がん盤ばんをえぐるほどの威力がある。

「闘鬼神流――【玄げん武ぶ】！」

　対するカイムは両りよう腕うでを盾たてのようにかざして、守りの構え。腕に圧縮魔力を集中させて、ケヴィンの攻こう撃げきを受け止める。ケヴィンの虎爪はカイムに命中したものの、ガキンと金属がぶつかり合うような音を鳴らして弾はじかれた。

「痛ッ……！　さすがは『拳聖』。防ぼう御ぎよの上からでも衝しよう撃げきが響ひびいてきやがる！」

「……本当に闘鬼神流の技を修得しているようだな。どうやって……どこで学んだ？」

「ハッ！　寝ねぼけたことを聞くじゃないか。俺にこれを教えてくれたのはアンタだろう？」

「何だと？」

　怪け訝げんに眉まゆ根ねを寄せるケヴィンに、カイムは中指を立てて言い放つ。

「家から追い出されるまで、ずっと見せてくれたじゃないか。妹と一いつ緒しよに稽古する姿を。まるで自じ慢まんするように。見せつけるみたいにな！」

「ッ……！」

「あてつけのように父娘仲なか睦むつまじく鍛たん錬れんしているところを見せてもらったおかげで、闘鬼神流の基本的な技は頭に入っている。あとはそれを自分の身体で再現するだけ。簡単なことだろうが」

「見ただけで修得したというのか……！　誰かに師事することなく、この域まで……私と戦えるレベルにまでたどり着いただと……!?」

　そうだとすれば……カイムは天才。類まれな才を持った麒き麟りん児じということになる。

　溺でき愛あいし、懇こん切せつ丁てい寧ねいに武術を教えている娘――アーネットだってこの高みにまでは到とう底ていたどりついていない。それなのに……ずっと冷遇していたはずの息子が、先に流派の神髄の一いつ端たんを掴つかんだことになってしまう。

　それはケヴィンにとって、とてもではないが受け入れられるものではない。双子の兄きよう妹だいが生まれてからの十三年を全否定されたような心境である。

「妻は貴様のことを愛していたが……私はお前を息子だなどと思ったことはない！」

　ケヴィンは血を吐はくような苦く悶もんの顔で怒ど鳴なりつけながら、拳を構える。

「お前の身体に刻まれていた呪いのアザを見るたびに、妻の命欲ほしさに我が子を犠ぎ牲せいにした罪を突きつけられる……これがどんな気持ちだかわかるか!?」

「…………」

「貴様は生まれてくるべきではなかったのだ！　サーシャの胎はらの中で死んでいてくれれば、尊い犠牲として弔とむらうことができた。『女王』を憎にくみ、全ての責任を押おしつけることができた！　だが……お前は生まれてしまった。顔を見るたびに刻まれたアザが私を責め立ててくる。息子に呪いを押しつけた罪を告げてくる！　そんな息子を愛することなどできるものか！」

「…………」

「そうだ……生まれてきてはいけなかった。死んでおくべきだったのだ……！　そうしておけば、サーシャだって死ぬことはなかった。私達は仲の良い三人親子として幸せに生きていくことができたのだ！　私は悪くない、何も間ま違ちがってなどいない！」

「……どうでもいいんだよ。殺したくなるほどに」

　いよいよ本音をぶちまけた父親の姿にカイムは辟へき易えきして吐き捨てた。

『女王』と融合する以前のカイムであれば、刃やいばのような言葉に傷つけられたかもしれない。だが……今となっては、父親の本心などどうでもいいことである。

「大の男がみっともなく喚わめくな……鬱うつ陶とうしいんだよ！」

　元々、ケヴィンはカイムに対して家族として接してこなかったが……外面だけでなく内面も同じだったというだけのこと。領地から出しゆつ奔ぽんし、完全にハルスベルク家と絶ぜつ縁えんする覚かく悟ごを決めたカイムにとっては気にする余地もない些さ事じである。

「アンタが俺おれのことをどう思っていようと、俺には関係ない。敬愛する母に免めんじて見み逃のがしてやるから、さっさと失うせろよ」

「化け物が……貴様がサーシャのことを語るな！　骨の欠片かけらすら残すことなく滅めつするがいい……『毒の女王』よ！」

「ッ……！」

　ケヴィンの全身から大量の魔力が放出される。その勢いはまるで火山の噴ふん火か。爆ばく発はつするような勢いで増大した魔力を身体の表面にとどめ、圧縮して全身鎧のように身にまとう。

「闘鬼神流、秘ひ奥おうの壱いち――【蚩し尤ゆう】！」

「その技は初めて見るな……！　妹にだって教えていないものじゃないか!?」

「当然だ！　『秘奥の型』は『基本の型』とは異なり、免めん許きよ皆かい伝でんに至る実力を持った人間にしか明かされない秘伝の技。いずれはアーネットにも伝授するつもりだったが……まだその時ではない。無論、貴様が目にするのもこれが最初で最後だ！」

「ハッ！　そうかよ……！」

　カイムは忌いま々いましげに鼻を鳴らし、拳を引いて腰こしを落とす。闘鬼神流『基本の型』において、もっとも突とつ撃げき力りよくと貫通力に優すぐれた技――【麒麟】の構えである。

　カイムは闘鬼神流の基本の型しか知らない。『秘奥の型』とやらを修得できていない以上、持っているカードで勝負するしかなかった。

　基本の構えを取ったカイムに、ケヴィンは嘲ちよう笑しようするかのように口角を上げる。

「言っておくが……その技で【蚩尤】を破ることはできん！　大人しく引導を受けよ。サーシャに免じて、苦しむことなく一撃で葬ってやろう！」

「余計なお世話だ。親でも師でもないアンタに慈じ悲ひなど施ほどこされる覚えはない。敬愛する母の名前を出せば寛かん大だいに見られると思っているのなら……正直、不ふ愉ゆ快かいだ」

「貴様……！」

　ケヴィンは大きく表情を歪めるが、構えを取るカイムの姿に真顔になった。

　どれほど怒り、理り不ふ尽じんを向けてきていたとしても……この男は曲がりなりにも『拳聖』である。もはや言葉をぶつけ合う段階ではないと悟さとったのだろう。

　武人と武人が拳を構えて立っているのであれば、そこから先に言葉はいらない。ただ、己おのが肉体と武勇を以もつて語るのみである。

「…………」

「…………」

　両者はしばし無言で睨にらみ合い……やがて、止まっていた時が動き出す。

「消え去るがいい……我が不ふ肖しようの息子。消し去るべき過去！　『毒の女王』よ！」

　先に動いたのはケヴィンである。

　闘鬼神流秘奥の型――【蚩尤】。これは東国において魔ま力りよくの根源とされている『チャクラ』と呼ばれる部位を解放することにより、瞬しゆん間かん的てきに爆ばく発はつ的てきな魔力を生み出す技だった。

　魔力の上じよう昇しよう量りようは解放したチャクラの数によって異なるが……少なくとも二倍。極めた達人であれば七倍まで魔力を高めることができる。

　カイムは闘鬼神流における『基本の型』を一通り修得しているものの、『秘奥の型』についてはまったく学んでいない。いくら天才的なセンスがあったとしても、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでチャクラを解放させる手段など覚えられるわけがなかった。

「ハアアアアアアアアアアアアアッ！」

　ゆえに、カイムの行動はシンプル。現在、自分が持っている全ての魔力を【麒麟】に込めて、全ぜん身しん全ぜん霊れいで撃うち放つのみ。

「征いけええええええええええええええええっ!!」

　回転を込めて放たれた圧縮魔力の衝撃波が、飛びかかってきたケヴィンの身体に突き刺ささる。猛もう進しんするその動きをわずかに停止させた。

「ヌウウウウウウウウウウウウウッ！」

　だが……【蚩尤】によって極限まで強化された肉体を貫つらぬくには至らない。ぶ厚い魔力の装甲にぶつかった衝撃波が散り散りになって弾かれてしまう。

　ケヴィンが【麒麟】の衝撃波を防ぎながら、ジリジリと距離を詰めてくる。

　カイムは動かない。拳を突き出した格好のまま、ひたすら魔力の衝撃波を放ち続けた。

「ハアアアアアアアアアアアアアッ！」

「ヌウウウウウウウウウウウウウッ！」

　徐じよ々じよに二人の距離が縮まっていく。

　三メートル

　二メートル

　一メートル

　あと一歩で手が届く距離まで接近して、ケヴィンの顔に会心の笑みが浮うかぶ。

「勝った……！」

　ケヴィンの口からそんな言葉が出たのは無理もないことだ。一撃必殺の技である【麒麟】で仕留めることができなかった時点で、カイムはすでに敗北している。

【蚩尤】によって爆発的に肉体を強化したケヴィンの攻撃に抗あらがう手段はない。そのまま掴まれて、身体を叩き潰つぶされるだけである。

「ッ……!?」

　だが、そこで予想外の事態が生じた。

　ケヴィンの足あし腰こしから力が抜ぬけて、その場に膝ひざをついてしまったのである。

「何が……!?」

「フッ！」

　その隙すきをカイムは見逃さなかった。【麒麟】を止めてケヴィンに飛びかかり、顔面を掴んで膝ひざ蹴げりを叩き込む。

「ガハッ!?」

「そのまま寝ていろ！　闘鬼神流――【応おう龍りゆう】！」

　仰あお向むけに倒れたケヴィンの上に跨またがり、カイムは渾身の一撃をぶつけた。

【麒麟】が魔力の衝撃波を飛ばす技であるのに対して、【応龍】は零ぜろ距きよ離りから相手の身体に直接衝撃を打ち込む技。

　カイムはケヴィンの胸に手を当てて、発はつ剄けいによって渾身の魔力を突き入れた。

「ハアッ！」

「グゴアアッ!?」

　胸部へ強きよう烈れつな衝撃を受けて、ケヴィンの口から血が噴ふき出した。顔面に父親の血がかかるが……カイムはわずかに表情を顰しかめただけである。

「グ、ウ……」

　ケヴィンが四し肢しをバッタリと地面に投げ出し、そのまま気を失う。わずかに胸が上下しており、生きてはいるようだ。

「解除されかけていたとはいえ、圧縮魔力に救われたな。それがなかったら死んでいたぞ」

　グッタリと横たわった父親の身体を見下ろし、カイムは戦いで乱れた衣服を整える。

　ケヴィンが戦いの途と中ちゆうで体勢を崩くずしてしまったのは、まともに喰らってしまったカイムの魔力が原因だった。

【麒麟】による衝撃波こそ防ぐことができたものの、カイムは『毒の女王』の力を引き継ついでいる。『女王』の力――紫毒魔ま法ほうによって毒化された魔力を浴びて、身体を麻ま痺ひさせてしまったのである。

「武ぶ闘とう家かとしてはそちらが圧あつ倒とう的てきに上だった。だが……毒への警けい戒かいを怠おこたるなんて、さすがに油断が過ぎるんじゃないか？」

　結局のところ、ケヴィンはカイムのことを最後まで『出で来き損そこないの息子』として侮あなどっていたのかもしれない。カイムを『毒の女王』と呼びながら毒による攻撃を警戒しないだなんて、王国最強の『拳聖』としては間ま抜ぬけすぎるやられ方である。
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　カイムは地面に置いていた荷物を拾い、倒れた父親に背を向けて歩き出す。

　もはやここには戻もどるまい……そう覚悟を決めて森の中を歩いていこうとするが、進行方向上にいくつかの人ひと影かげがあった。

「ん……？」

　そこにいたのはハルスベルク伯爵家に仕える騎き士しだった。何時からそこで見ていたのだろう。数人の騎士が道に立っており、倒れたケヴィンに困こん惑わくした顔になっている。

「お、お父様……」

　さらに驚おどろくべきことに、その中にカイムの双ふた子ごの妹――アーネットがいたことである。

　どうやら、道に並んでいる騎士はアーネットの護衛としてここまで付いてきたようだ。

　わざわざカイムの小屋まで来たのは、帰りが遅い父親を心配したのか。それとも、虫の知らせでもあったのだろうか？

「フン……」

　カイムは肩かたをすくめて、アーネットと騎士らの横をすり抜けていこうとする。

「別に殺してはいない。どうしようもない男でも、死んだら大恩ある母が悲しむからな」

「ま、待て！　貴様はいったい……」

「邪じや魔まをするな。鬱陶しいぞ」

　慌あわてたように剣けんを抜く騎士であったが、カイムの拳が閃ひらめいた。その場にいた五人の騎士が剣を向けてくるよりも先に、顎や腹部を殴おう打だして昏こん倒とうさせる。

「ぐ……あ……」

「そのまま寝ていろ。どうせお前らじゃ俺を止めることなんてできない」

　カイムは騎士の身体を踏みつけ、アーネットの横を通り抜けて進んでいく。相手をする価値もないと言わんばかりの態度である。

「ま、待ちなさいっ！」

　しかし、アーネットがカイムの背中に向けて叫さけび、拳こぶしを構えてきた。

「お、お父様をよくもやったわね！　許さない、許さないんだからっ!?」

「ハア……許さないならどうするというんだ？　今度はお前が戦うのかよ？」

　ウンザリした気分になりながら、カイムは振ふり返ることすらなく訊たずねる。

「父親が負けた相手に勝てると思っているのか？　格上の相手からは逃げろって、お前の大好きなお父様は教えてくれなかったのか？」

「わ、私は『拳聖』の娘……アーネット・ハルスベルク！　ハルスベルク伯爵家の名に懸かけて、敵に怯えて逃げたりなんて……！」

「【麒麟】」

　振り返りざま、魔力の衝撃波を放った。超ちよう高こう速そくで回転しながら、圧縮された魔力の塊かたまりがアーネットの顔の横を突き抜けていく。

「ヒッ……！」

　アーネットが引きつった悲鳴を上げて、地面に尻しりもちをつく。

　あと数センチずれていたら、アーネットの顔面が大きくえぐられていたに違ちがいない。

　撃ち放った【麒麟】は全力の一割にも満たないものだったが……その一いち撃げきはアーネットが反応できないほど鋭いものだった。

　しょせんは十三歳さいの少女でしかないアーネットは、生まれて初めて『死』の気配を感じて、激しい恐きよう怖ふに全身を震ふるわせる。

「…………」

　カイムはそんなアーネットへと歩いていく。一歩ずつ、一歩ずつ双子の妹に接近する。

「ヒッ……い、いやっ！　やだやだっ！　来ないでっ！」

　今度こそ殺されるとでも思ったのだろう。アーネットが必死に叫んで両手を振る。

　立ち上がって逃げようとするが、足腰が言うことを聞かないようだ。迫せまってくるカイムから距離を取ることもできず、緊きん張ちようの糸が切れたかのようにボロボロと涙なみだをこぼしだす。

「いやあ……やだよう、お父様、お父様……！」

　地面に座すわり込んで両足を開いているアーネットであったが……彼女の股またの間からチョロチョロと水音が聞こえてきた。

　スカートが捲まくれてさらされた白いショーツを濡ぬらして、地面に生暖かい水たまりが広がっていく。どうやら、恐怖のあまり漏もらしてしまったようである。

「ハア……くだらねえ」

　いつも自分をなじってくる妹の醜しゆう態たいに、カイムは毒気を抜かれたように立ち止まった。

　これまでの意い趣しゆ返がえしに頭でもはたいてやろうかと思っていたのだが……こうも無様な姿を見せられると、哀あわれにすら思えてきてしまう。

「……お前の父親は俺が倒たおした。死んではいないようだが、武術家としてはもはや再起不能になっているだろう」

　カイムは泣きながらへたりこんでいるアーネットへ、最後に告げる。

「……仇かたきと思うのであれば追いかけてこい。ただし、その時は死ぬ覚悟を決めてくるんだな」

　最後の慈悲のつもりで声をかけ……カイムはアーネットの返事を待つことなく、さっさとその場から立ち去った。




　カイムはその日のうちにハルスベルク伯はく爵しやく領から立ち去り……生まれ故郷であるその地に二度と戻ってくることはなかったのである。
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幕　間　残された者達







「う……私はいったい……？」

「ああ、目を覚まされたのですね！　旦だん那な様さま！」

　ケヴィンが目を覚ますと、目の前には見慣れた天てん井じようがあった。どうやら、自室のベッドで眠ねむっていたようだ。傍かたわらにはハルスベルク伯爵家に仕える執しつ事じ長ちようの姿がある。

「どうして、家に……ウグッ!?」

「動いてはなりません！　旦那様は一週間以上も寝ね込こんでおられたのです。どうか、今だけはご自愛してくださいませ！」

　執事長が起き上がろうとするケヴィンを慌てて止める。十年以上もハルスベルク伯爵家に仕えている執事長の顔には何故なぜか殴なぐられたような大きなアザができていた。

　執事長の怪け我がを怪訝に思いながら、ケヴィンは自分の身体の状態を確かく認にんする。

（一週間だと？　まさか、私がそんなに寝込んでいたなんて……身体が思うように動かぬ。まるで全身の筋肉が鉛なまりになってしまったようだ……）

　身体が酷ひどく重い。筋肉が、関節がまるで言うことを聞かない。ほんの少し身じろぎしただけで全身に鈍い痛みが走り、起き上がるという簡単な動作すら満足にできなかった。

「グッ……ヌオオオオオオオオオオッ！」

　それでも、ケヴィンは身体に鞭むち打うって起き上がる。ただ眠るだけならば構わない。だが……苦痛で眠らされるなど、王国最強を謳われる『拳聖』の誇ほこりが許さなかった。

「だ、旦那様！　無理に起きては御お身体からだが……！」

「かま、わんっ……！　そんなことよりも、事情を説明しろ……！　私の身に何があった？　どうして、この私が傷を負って寝込んでいたのだ？」

　記き憶おくを思い返すが、意識がはっきりせず思い出すことができなかった。自分の身に何があったのかはわからない。それでも……己の肉体の状態からわかることがある。

　自分は敗北したのだ。『拳聖』――ケヴィン・ハルスベルクは何者かとの戦いに敗れて、傷を負って寝込んでいたのである。

「思い出せない。私は……誰と戦って負けたのだ？」

「……わかりません」

「わからないだと？　わからないとはどういう意味だ？」

「本当にわからないのです。旦那様をこんなふうにした者が、何処どこの誰だったのか」

　問い詰めると、執事は表情を曇くもらせながら説明をする。

「旦那様は森の中でおかしな男と戦って敗れたようです。後から駆かけつけた騎士が言うには、二十歳はたち前後ほどの年ねん齢れいの男で紫むらさきの髪と瞳ひとみをしていたとか」

「紫の……！」

　ケヴィンが息を呑んだ。目の奥おくに、鮮あざやかながらも不気味な紫色が浮かんできた。

　そして、その色しき彩さいがトリガーになって、気を失う前の記憶が思い出されたのである。

　戦ったのだ。自分と同じ流派の技を使い……そして、宿敵であり妻の仇ともいえる『毒の女王』と同じ魔力を持った男と戦って、敗れたのだ。

　姿形は変わっていたが……あの男の名前を自分は知っている。

「カイム……！」

　ケヴィンの記憶にある息子は十三歳の姿をしていたが、戦ったときは五年以上も成長した姿になっていた。髪と瞳は紫色になっており、身体のアザも消えていた。

　どうして、ケヴィンが息子と気がつくことができたのか……その理由は、決して親子の愛情などではない。成長したカイムの顔立ちが若い頃ころの妻と瓜うり二ふたつだったからである。

（そういえば……カイムは妻に似た顔をしていたな）

　カイムが屋や敷しきにいた頃、ケヴィンは『呪い子』の息子を徹てつ底てい的てきに無視していた。妻が何を言おうと関わることはなく、顔を合わせれば怒鳴りつけ、時には暴力まで振るっている。

　だが……サーシャに抱だかれたカイムの姿を見て、よく似た容姿の二人にドキリと心臓が跳はねたことがあった。

　呪のろわれて生まれた息むす子こが妻の血を引いていることを……間違いなく自分の子であることを突つきつけられ、胸が締しめ付けられるように痛んだのを覚えている。

（それに……あの武術の才。カイムは間違いなく『天才』。いや、恐るべき『鬼き才さい』あるいは『怪かい物ぶつ』とでも呼ぶべきか）

　森の中で決けつ闘とうしたときのカイムの力量は、闘とう鬼き神しん流りゆうにおける免許皆伝の一歩手前まで迫っていた。同い年であり、ケヴィンが手塩にかけて育ててきた一番弟で子しであるアーネットをとうに超こえている。

　指導したことなど一度もないというのに……ケヴィンがアーネットに訓練を施すところを見ていただけでその域に至ったというのなら、背筋が凍こおるほどの才能である。

（カイムは間違いなく、『拳聖』である私の息子だ……才能や潜せん在ざい能のう力りよくだけならば敵かなう気がしない。そして、妻の容姿まで引き継いでいる。これは何という地じ獄ごくなのだ……？）

　夫の才能と妻の容姿を継いだ息子が、憎むべき仇である『毒の女王』の力を得ていた。

　虐げていた息子がまぎれもなく自分と妻の子であることを再確認させられて……さらに、その子供に呪いを移したという罪を改めて突きつけられて、心臓が抉えぐられるような絶望を感じる。

「旦那様？　どうされたのですか？」

「いや……何でもない」

　顔を覗のぞき込こんでくる執事長にケヴィンは沈ちん痛つうな表情で首を振る。

　カイムが『毒の女王』の力を継いだことは不用意に明かせない。露ろ見けんすれば、『魔ま王おう級』の災さい厄やくを解き放ったとして、ハルスベルク伯はく爵しやく家けが責任を取らされることになってしまう。

『女王』が勝手に復活しただけならばまだしも……ハルスベルク家の直系の身体に乗り移って甦よみがえったのだ。成り上がり者のケヴィンを良く思っていない古株の貴族からすれば、格好の攻撃材料である。

（私が責任を取るだけならば良い……だが、娘の将来まで潰すわけにはいかない……）

「……アーネットはどうしている？　私のことを心配しているのではないか？」

「お嬢じよう様さまでしたら、部屋に閉とじ籠こもっています。お嬢様も旦那様と戦った男に会ってしまったらしく……いえ、怪け我がはなかったのですが、旦那様が敗北したことがよほどショックだったのでしょう。屋敷に帰ってから、ずっと部屋に籠こもっています」

「そうか……怪我がないのならば構わない。不ふ甲が斐いない父の姿を見て、失望したのだろうな」

　ケヴィンは肩を落として溜ため息いきを吐く。娘に情けないところを見せてしまったが……カイムがアーネットを傷つけなかったのは幸いである。

　ともかく、今は『毒の女王』の力を継いだカイムへの対応を考えなくてはいけない。

（追いかけて抹まつ殺さつするべきなのだろうが……できるのか？　今の私に？）

　ケヴィンも若い頃と比べると体力が落ちている。妻が死んでからというもの、娘に鍛たん練れんを施すことがあっても、本格的な修しゆ行ぎようはしていない。

　加えて……今のケヴィンの身体はカイムによって打ち込まれた毒の魔力に蝕むしばまれていた。時間が経たって怪我が完治しても、戦せん闘とう能のう力りよくは大きく落ち込むことだろう。

（カイムは危険だが……今の私では勝つことはできないだろう。ハルスベルク家の存続と娘の将来を考えれば、王宮に報告することもできない。恨みを持っているであろう私を殺さなかったことからしても、すぐに大きな災厄を引き起こすことはないのだろうが……）

「旦那様！　大変でございます！」

　ケヴィンが悶もん々もんと考え込んでいると、部屋の扉とびらを開いてメイドが飛び込んできた。

　主人の部屋にノックもせず入ってきた部下に、執事長が眉まゆを顰ひそめる。

「何ですか、騒さわがしい！　旦那様の部屋に無断で入ってくるなど無礼ですよ！」

「そ、そんなことよりも大変なんです！　お嬢様が、アーネットお嬢様が……！」

「娘に何かあったのか……グウッ!?」

　ケヴィンが慌ててベッドから立ち上がろうとするが、毒の影えい響きようで再び崩れ落ちる。

「グハッ……ゲホッゲホッ！」

「旦那様！」

「い、いい……私のことはよい。それよりも……アーネットがどうしたというのだ……!?」

　咳せき込みながら訊ねると、メイドは顔を蒼そう白はくにしながら折りたたまれた紙を差し出す。

「お、お嬢様が……アーネットお嬢様がいなくなってしまったのです。お部屋にも、屋敷のどこにもいなくて……部屋にこんな書き置きが……！」

「何だと!?　アーネットがいなくなった!?」

　ケヴィンは毟むしり取るようにしてメイドが握にぎっていた紙を受け取った。

　紙には見慣れた筆ひつ跡せき――愛まな娘むすめのアーネットの筆跡で驚くべきことが書かれている。

『お父様に怪我をさせた仇を倒しに行きます。「紫の男」を倒すまで屋敷には戻りません』

「あ、ああっ……何ということだ、アーネット……！」

「旦那様っ!?」

　執事長に支えられながら……ケヴィンは頭を掻かきむしりながら叫んだ。

「アーネット……アーネットオオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　妻を喪うしない、息子を見捨てた男は……残された唯ゆい一いつの家族である娘にまで家出をされて、愕がく然ぜんとした表情で嘆なげきの慟どう哭こくを上げたのだった。
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　十年以上も前のこと。ティーはかつて天てん涯がい孤こ独どくの孤児として街中をさまよっていた。

『虎とら人びと族』という戦闘に長たけた獣じゆう人じん、おまけに『ホワイトタイガー』という稀き少しよう種しゆに生まれたティーがどうして人間達たちの住まう町を浮浪していたのか。それはティー自身も記憶がおぼろげではっきりと覚えてはいない。

　確かなのは……街をさまよっているティーがどうしようもなく孤こ独どくであり、頼たよるべき親も支え合うべき兄弟姉し妹まいも持っていないということである。

（……わたしはだれ……どうして、ここにいるの……？）

　ティー……当時、名も無き虎人の少女は空腹に苦しみながら自問する。

　ボロキレをまとった姿から察するに、どこかで奴ど隷れい労働を強しいられていたのを逃にげてきたのだろう。

　ジェイド王国では亜あ人じん差別が激しく、拐さらわれてきた亜人や獣人の子供が奴隷にされるのは珍めずらしくはない。逃げた奴隷が道みち端ばたで野垂れ死にする光景もよくあることだった。

　半死半生の少女は衰すい弱じやくしきっており、放っておけば二日と保たずに息絶えることだろう。

（……わたし、しぬの？　なんのため、うまれてきたの……？）

　虎人の少女は思う。何のために生まれてきたのか。ただ苦しみ、死ぬためだけに生きてきたとでもいうのか。何も知らない、記憶を持たない少女でも……そんな自分が哀れで虚むなしい存在であることは理解できた。

「あー、あー！」

「あら、どうしたの？　カイム？」

　だが……そんな虎人の少女に手を差し伸のべる者が現れた。

　横たわっていた虎人の少女が顔を上げると……そこには母親らしき女性に抱かれた赤あかん坊ぼうの姿がある。何かの病気だろうか。紫色のアザを顔や手足に浮かべた赤ん坊が、どこか必死な様子で虎人の少女に小さな手を伸ばしているのだ。

「獣人族の女の子ね？　その子のことが気になるの？」

「あーっ！　うーっ！」

「そうなのね？　珍しいわねえ、カイムがこんなに興味を示すだなんて」

「どうされましたか、奥おく様さま？」

　赤ん坊を抱く女性に使用人らしき服を着た男性が声をかける。従者か護衛だろう。

「そちらの女の子を連れて帰るわ。この子の世話役にするの」

「はあ、よろしいのですか？　汚けがらわしい獣人ですよ？」

「構わないわ。連れて帰ってちょうだい。食事を与えて、怪我の手当てもして……それに使用人としての教育もお願いできるかしら？」

「……承知いたしました」

「が……う……」

　不承不承といったふうに、従者の男が虎人の少女を抱きかかえた。抵てい抗こうする気力もなく、虎人の少女はされるがままに屋敷まで運ばれていった。

　その後、少女は「ティー」という名前を与えられ、ハルスベルク伯爵家の使用人になった。

　名前の由来は、初めて覚えた仕事が『お茶テイー汲くみ』だったというつまらない理由である。

　後に知ることになるのだが……その日、カイムと母親であるサーシャ・ハルスベルクは近くの町に買い物に来ていたらしい。

　珍しく体調が良かった妻を夫であるケヴィンが連れ出したのだが……どうしてもカイムも連れて行くことを譲ゆずらず、親子四人と付き人の執事で出かけることになった。

　夫や娘と別行動をとっている時にカイムが倒れていた虎人の少女に興味を示し、将来的に使用人にすることを見み越こしてサーシャが雇やとい入れたのだ。

「私はあまり長くは生きられないから。代わりに、この子と一緒にいてあげてね？」

「当然ですわ！　カイム様は私を拾ってくれた命の恩人ですもの！」

　サーシャの言葉に、ティーは心からの決意を込めて応えた。

　当然、赤ん坊だったカイムはティーを拾ったことを覚えていない。

　ティーが自分に尽つくしていることを母親への義理だと思っているようだが……事実は異なっている。

　ティーがカイムに尽くすのは、カイムがティーを拾ってくれた張本人だからだ。カイムがいなければ、サーシャも孤児の獣人など放っておいたことだろう。

　ティーはサーシャに対するものよりも、さらに大きな恩義と愛情をカイムに対して抱いていたのである。




　カイム・ハルスベルクが領地を出奔した。

　その知らせは、ハルスベルク伯爵家で働いている使用人にも知らされた。

「ガウッ！　何ということですの……カイム様が領地を出て行ってしまっただなんて！」

　カイムがいなくなったという話を聞いて、ティーは慌てて彼かれが生活していた小屋に行った。そこでカイムが残していった手紙を発見して、愕然とさせられる。

『俺は旅に出る。もう母親への義理は十分に果たしたから、君も自由に生きて欲しい』

　羊皮紙に書かれた短い文章はティーに宛あてたものだった。ティーは手紙を握りしめたままワナワナと震えて、肉にく食しよく獣じゆう特有の尖とがった犬歯を剥むいた。

「どうして私を連れて行ってくれなかったんですの!?　御お一ひと人りで旅に出るだなんて……ヒドイですわ！」

　ティーは慌ててハルスベルク家の屋敷に戻り、旅たび支じ度たくを整える。一刻も早くカイムを追いかけなければ。焦あせりながら荷物をまとめて屋敷を出ようとする。

　しかし、そこで使用人のまとめ役である執事長に出くわした。

「この忙いそがしいのに何処へ行くのですか？　旦那様が寝込んでしまい、仕事は山積みですよ」

「愚ぐ問もんはやめて欲しいですわ。カイム様を追いかけるに決まっているじゃないですか！」

「あの『呪い子』を追いかける……何を馬鹿なことを」

　執事長が鼻で笑った。

「勝手なことは許しません。汚らわしい獣人をハルスベルク伯爵家が拾ってやったのです。長年の恩を返しなさい」

「恩？　拾ってやった？」

「そうですとも！　旦那様に雇われなければ、貴女あなたは路地裏で野垂れ死にしていました。助けてあげた恩義に報むくいなさい！」

「ふざけるんじゃねえですの！」

「ンギャッ!?」

　ティーが牙きばを剥いて叫び、執事長の顔面を殴りつけた。執事長は屋敷の床ゆかをゴロゴロと転がっていき、そのまま壁かべに衝しよう突とつする。

「ぐあ……な、何を……」

「ガウウウ……ティーを拾ってくれたのはカイム様ですわ！　そして、使用人にしてくれたのはサーシャ奥様ですの！　貴方あなたや旦那様に恩義など一ひと欠片かけらだってありませんわ！」

　壁にもたれかかってうめいている執事長に向けて、ティーはこれまでの鬱うつ憤ぷんをこれでもかとぶつける。

「ティーがハルスベルク家で働いていたのは、いつかカイム様を連れてこの土地から出て行くためですわ！　そのための資し金きん稼かせぎ以上の義理はないですの！」

　一年前、カイムが追い出された時にティーはついていくこともできたのだが、あえて屋敷に残って働くことを選んだ。十分な資金を稼ぎ、カイムを連れてハルスベルク伯爵領から旅立つためだった。

　この国で獣人が職を得ることすら難しい。『呪い子』のカイムもまた同様だ。他の国へ移住する路銀稼ぎのために、泣く泣く追放されるカイムを見送ったのである。

「カイム様がいなくなった以上、この家にもう用はないですわ！　これまで本っ当にお世話になりました！」

「ふぎいっ!?」

　ティーが足を振り上げ……倒れている執事長の股こ間かんを思いきり踏ふみつけた。

　執事長は顔を真っ青に染めてパクパクと口を動かし……そのまま気を失った。

「フンッ！　カイム様を馬鹿にするからこうなるんですわ！　さて……こんなことはしていられません。カイム様、ティーがすぐにお傍そばに参りますわ！」

　それまでの鬱憤を晴らして満足したティーは、すぐさま屋敷を後にする。

「本当は他の使用人も全員ぶちのめしてやりたいところですけど……時間がないので見逃してやりますの！　せいぜい、私がやっていた仕事を押おしつけられて困るがいいのですわ！」




　執事長が怪我をしてしばらく働けなくなり、底無しの体力を持つ労働力だったティーを失ったことで、屋敷の仕事は大きく滞とどこおることになった。

　さらに……アーネットがいなくなったことによる捜そう索さく隊たいの派は遣けんにより、伯爵家の家臣は天地をひっくり返したような大混乱に陥おちいることになる。

　残された使用人は大量に重なった仕事に押し潰されることになってしまう。

　虎人のメイドの意図しないところで、カイムに無礼を働いた者達に天てん罰ばつが下ったのだが……そのことをティーが知ることは未み来らい永えい劫ごうなかったのである。




〇　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　〇




「おい、聞いたか！　とうとうあの『呪い子』が領地を追い出されたらしいぞ！」

「ようやく領主様に見限られたか！　ハハッ、今日は宴えん会かいだな！」

　カイムがハルスベルク伯爵領から出て行ったという知らせを聞いて、カイムを虐しいたげていた村人は喝かつ采さいした。

　実際には自分の意思で出て行ったのだが……彼らにはカイムが領主に追い出されたように伝わっているようだ。

　無様に追放された『呪い子』の姿を思い浮かべ、村人達はニヤニヤと醜しゆう悪あくな顔で笑いあう。

「まったく、あんな化け物がすぐそばに住んでいて、生きた心ここ地ちがしなかった！」

「あの不気味なアザを見なくていいと思うとホッとするな。清々したぜ！」

「子供に病気が感う染つらなくて良かったわね。本当に気持ちが悪かったわ」

　村人は口々にカイムの悪口を言い合っている。実際には彼らがカイムを虐げていたのだが……村人は自分達こそが『呪い子』を押しつけられた被ひ害がい者しやだと認にん識しきしていた。

　人間というのは自分達とは違っている異い端たんを忌いみ、排はい斥せきしようとする生き物である。閉へい鎖さ的てきな寒村であればなおさらのこと。その者が本当に危険であるかは関係なく、異端を迫はく害がいすることで安心を得ようとするものなのだ。

「そういえば……今朝、森の入口で狼おおかみを見かけたぞ。最近、見なかったのにな」

　ふと、村人の一人が言い出した。その言葉に他の村人も首を傾かしげる。

「狼や熊、いつから見かけなくなったのかな？　一年位前になるか？」

「魔ま物ものも出なくなったよな。前はちょこちょこ現れてたのに」

　この村では一年ほど、獣けものや魔物が現れなくなっていた。その理由は『毒の女王』に取り憑つかれた人間……カイムが森に住んでいたからである。

　人間よりも鋭えい敏びんな感覚を持っている動物や魔物はカイムの身体の猛もう毒どくを恐おそれ、森の奥おく深ふかくに隠かくれていたのだ。

「スタンピードが起こったという話も聞くが……結局、何もなかったな」

「領主様がどうにかしてくれたようだ。まったく、さすがは我らの『拳聖』だよ！」

「ケヴィン様が領主をしている限り、この村も安あん泰たいじゃろう。狼ごとき心配はいらぬよ」

　村人は緊きん張ちよう感かんのない顔で笑いあう。狼が出たことなど彼らは気にもしていなかった。

　だが……じきに彼らは笑えなくなるだろう。すでに魔物を遠ざける見えない防ぼう壁へきは失われている。

　カイムがスタンピードで暴走する魔物を駆く逐ちくしたものの、それによって生じた空白地帯には、いずれ他の場所から多くの魔物が流れ込んでくるだろう。

　頼たのみの綱つなの領主は毒によって再起不能に近い状態となっており、伯爵家の騎士はアーネット捜そう索さくに駆り出されて人手不足になっている。




　カイムの恩おん恵けいを受けていたことを知らない村人に、自力で魔物を撃げき退たいする術はない。

　魔物の襲しゆう撃げきを受けた村が阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄に陥るのは、それから数ヵ月後のことである。







第四章　旅立ちと出会い







　生まれ故郷を後にしたカイムは街かい道どうを東に向かっていった。

　目的はジェイド王国の東にある大国――ガーネット帝てい国こく。ファウストの忠告を真に受けたわけではないが、カイムの目的は新しい故郷と家族を見つけること。別に誰だれかと争いをしたいわけではない。『魔王級』を敵視している教会とのトラブルを避さけるため、教会の影えい響きよう力りよくが少ない場所に向かうことに異論はなかった。

（しばらくは男の一人旅になるか……まあ、悪くはないけどな）

　街道をのらりくらりと歩きながら、カイムは晴はれ渡わたった空を見上げる。青い空を雲がゆっくりと流れていく。珍しくもない見慣れた光景だが……不思議と心が軽くなる。

（こんなに穏おだやかな気持ちで空を見上げたことなんて……ひょっとしたら、一度もないかもしれないな。随ずい分ぶんと人生を無む駄だにしてきたものだ）

　内面が変われば、瞳に映される風景だって変わるもの。以前のカイムであれば空を見ても何も思わなかったのだが、今は青空の美しさを楽しむ心の余よ裕ゆうができていた。

　カイムは軽い足取りで街道を歩いていき……ふと進行方向上に奇き妙みようなものを発見する。

「ん……？　あそこにあるのは……馬車の残ざん骸がいか？」

　街道上に横よこ倒だおしになって倒れた馬車の残骸が転がっていた。近づいてみると、馬車の周囲には血まみれの男達が死体となって転がっている。

「刃は物もので斬きられている……魔物じゃなくて盗とう賊ぞくの仕し業わざか。気の毒なことだ」

　カイムは憐あわれむように言うが、すぐに旅を再開させる。同情はするが、見知らぬ死し人びとのためにできることはなかった。

「む……？」

　しかし、ふと足元に違い和わ感かんを覚えたカイムは足を止めることになる。

「……離はなしてもらえないか？　先に進みたいのだが？」

「う……ぐ……」

　カイムの足を掴つかんでいたのは血を流して倒れていた男の一人である。てっきり死んでいるのだとばかり思っていたが……どうやら、一人だけ生き残りがいたらしい。

「悪いが、俺おれに貴方を助ける手段はない。何もしてあげられなくて申し訳ないけどな」

　ファウストからもらったマジックバッグにはポーションなども入っていたが、男の怪我は明らかに手て遅おくれ。薬を飲ませたとしても苦しむ時間を長引かせるだけだろう。

　カイムは「悪いな」ともう一度謝罪して、靴くつを掴んだ男の手を振り払はらおうとする。

「……さま、が」

「ん？」

「つれさら、れた……どう、か……たすけてあげて、くれ……」

　かすれた声で言いながら……男は街道から外れた場所にある森を指差した。そして、まるで役割を終えたとばかりに力なく手を落とし、今度こそ絶命してしまった。

「おいおい……勘かん弁べんしてくれよ。通りすがりの他人に嫌いやな遺ゆい言ごんを残しやがって」

　息絶えた男を見下ろし、カイムは呆あきれて首を振る。断だん片ぺん的てきな遺言は大部分が聞き取れなかったが、『連れ去られたから助けてあげてくれ。あの森に去っていった』と聞こえた。

「誰かが盗賊に攫さらわれたのか……知って見捨ててしまったら寝ね覚ざめ悪くなるだろうが」

　聞かなかったことにするのは簡単だが……心に後味の悪いしこりが残ってしまう。このままでは今晩の飯が不ま味ずくなる。

　カイムはお人ひと好よしではない。死人のために動こうとは思わないが……生きている人間、助かる人間を平然と見捨てることができるほど薄はく情じようでもなかった。

「仕方がないな……寄り道を楽しむつもりで盗賊退治でもしてみるか。旅の路銀だって稼げるかもしれない。無む駄だ足あしにはならないだろ」

　盗賊を討とう伐ばつすると、彼らの持ち物や財産は倒した人間が取得できると聞いたことがある。

　無駄足になることもないだろうと自分に言い聞かせて、カイムは男が指差していた森に向かうのであった。




「賊ぞくはあちらに向かったようだな……」

　森に足を踏み入れたカイムは、目を細めて生い茂しげった樹木を観察する。少し前まで森の中で暮らしていただけあって、こういう場所は苦手ではない。上う手まく隠しているようだが……草が所々踏みしめられ、人が通った痕こん跡せきがあるのを発見した。

（人数はそれほど多くはなさそうだ。こっちの足あし跡あとが他のものよりも深くなっているのは、重い荷物を抱かかえていたからだろう。たとえば……攫われた女性とか）

　カイムは森の中に残された痕跡を辿たどって進んで行く。小動物や虫はいたが魔物や大型の動物は見当たらない。特に障害もなく馬車を襲おそった何者かを追つい跡せきすることができた。

「お、ここだな」

　森の奥に進んでいくと、少し開けた場所に出た。岩山が壁のように立ちふさがっており、そこには洞どう窟くつらしき黒い穴が開いている。洞窟の前には見張りらしき男が座っていた。

（さて……無事に追いつくことができたが、攫われた誰かというのは穴の中だよな？）

　木の陰かげに身を隠しながら、どうしたものだろうかと思案する。

（問題があるとすれば、攫われた誰かを人ひと質じちに取られることか。盗賊を壊かい滅めつするだけなら、洞窟の中に毒ガスでも流し込めば済むんだが……）

　間ま違ちがいなく、盗賊に攫われている人物も毒にやられてしまう。麻ま痺ひや睡すい眠みん作用のある毒物を使ってもいいのだが……カイムはまだ『毒の女王』から引き継ついだ力に慣れてはおらず、相手を殺さない程度の毒を上手く生成できる自信がなかった。

（我ながら未熟だな……まあ、愚ぐ痴ちっても仕方がないか）

　カイムは勢い良く木こ陰かげから飛び出し、見張りに気づかれるよりも先に魔ま法ほうを放つ。

「【飛毒】」

「なっ……!?」

　弾だん丸がんのように放たれた紫色の毒が見張りの首に突き刺ささる。男は仲間を呼ぼうとして口をパクパクと動かすが、声は一向に出てこない。首を掻きむしり、そのまま昏こん倒とうしてしまう。

「うん、問題なし。手加減も上手いことできたな」

「…………」

　見張りの男は気を失っているが息はあり、死んではいないようだ。

　別に情けをかけ低下したわけではない。毒の強さをコントロールできるようになるため、練習台として死なない程度に調整したのである。

「とはいえ……これは死んでないってだけだな。あまり手加減できたとは言えないか？」

　男はピクピクと痙けい攣れんしており、毒が命中した首元は紫色に爛ただれている。

　死んではいないが……おそらく一生声を発することはできないだろう。ひょっとしたら、即そく死ししなかっただけで、このまま時間が経ったら死んでしまうかもしれない。

（強い毒を出すのは簡単なんだが……逆に相手を殺さないように、後こう遺い症しようを残さないレベルの毒を生み出す方が難しいな。まだまだ練習が必要だ）

「行くか……」

　小さくつぶやいて、カイムは盗賊の住すみ処かである洞窟の中に足を踏み入れた。

　洞窟の中は暗かったが、両目に魔ま力りよくを集中させれば暗くら闇やみでも見み渡わたすことができるようになった。これも闘鬼神流の応用技である。これで問題なく進めるだろう。

　周囲を見回すと、どうやらここは鍾しよう乳にゆう洞どうのようだった。頭上からは長い年月をかけて形成されたであろう細長い鍾しよう乳にゆう石せきがぶら下がっている。ぬめった足元に注意して先に進んでいくと……やがて、開けた空間に出た。

「ヒャハハハハハハハハハハッ！　堪んねえなあ、おい！」

　その空間に出た途と端たん、耳みみ障ざわりな哄こう笑しようが聞こえてきた。カイムは通路の壁に身体を寄せ、身を隠した状態で奥を窺うかがう。そこには盗賊らしき男達が十人ほどいた。盗賊は手を叩たたいて大笑いしていたり、焼いた肉や酒を口に運んで貪むさぼっていたりする。

　そして……盗賊達たちに囲まれ、二人の女性が拘こう束そくされていた。

　一方は長い金きん髪ぱつを背中に流した女性。年齢は十代後半ほどで、質の良いドレスを身にまとっているのだが……ドレスは無残に破かれて胸むな元もとや太腿が露ろ出しゆつしてしまっている。

　もう一方は赤い髪かみをショートカットにした女性。年齢は金髪女性よりもやや上で二十代前半。こちらも服を無残に裂さかれており、身体のあちこちを怪我して血が滲にじんでいた。

　二人の女性は鍾乳洞の壁にもたれかかって座すわり込んでおり、鎖くさりで両手を縛しばられて強制的にバンザイをさせられていた。

「う……あ……やあっ……」

「くっ……殺せ……」

　二人の女性は肌はだを朱しゆに染めて涙なみだ目めになっている。身体を小刻みにプルプルと震ふるわせており、両脚を擦すり合わせて何かを堪たえるようにしていた。明らかに異常な状態である。

「最高だなあっ！　こんな美女二人を好きにできるなんてよ！」

「殺す前にせいぜい楽しんでやるよ！　ヒャハハハハハハハッ！」

「やめて……ください……いやあ……」

　女性を囲んで笑い転げている盗賊に、金髪女性が弱々しく訴うつたえる。瞳を涙なみだでいっぱいにして懇こん願がんする金髪女性であったが……そんな精せい一いつ杯ぱいの訴えは男達の嗜し虐ぎやく心しんをくすぐる以上の効果はない。盗とう賊ぞく達は喘あえぐ二人を見て、さらに色めき立っていた。

「薬が効いてきたみたいだなあ！　じきに尻しりを振ふって抱いてくれって泣き叫さけぶぜ！」

　年配の盗賊が彼かの女じよ達を指差して醜悪に笑う。カイムは事情を察して目を細めた。

（様子がおかしいと思ったら……おかしな薬物を盛られているのか？　随分と趣しゆ味みの悪いことをしやがるぜ）

「どうせ最後には殺すんだが……それまでに百回は犯おかしてやるから覚かく悟ごしろよ！　さーて……そろそろ食たべ頃ごろかねえ？　どっちから食っちまうかな？」

（……不ふ愉ゆ快かい極きわまりない連中だな。遠えん慮りよはいらない、さっさと片付けるか）

　これ以上は見るに堪えない。カイムはさっさと盗賊を始末することにした。

「お楽しみのところを失礼するよ。御ご覧らんの通りの侵しん入にゆう者しやだ」

「なっ……！」

「誰だ、テメエは！」

　カイムが通路から進み出る。捕とらえた女を弄もてあそんでいた盗賊が振り返って声を荒あらげた。
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　不意打ちをしても良かったのだが、相手は人数も多くてすぐに気づかれるだろう。だったら、正面から飛び込んで暴れてやったほうが良い。

「見ての通りのゲストの登場だ。せいぜいもてなしてくれよな！」

　カイムはおどけたように冗じよう談だんめかした口調で答えるが、その瞳ひとみは少しも笑っていない。

　女性を縛りつけて薬を飲ませ、好き勝手にいたぶろうとしているクズに手加減はしない。

「侵入者だ！　ぶち殺せ！」

　十人の盗賊が立ち上がり、手に武器を持って襲いかかってくる。

　カイムはナイフを手に飛びかかってきた盗賊の顔面を掴み、紫し毒どく魔法を発動させた。

「【毒爪蛇手スネークハンド】」

「ギイイイイイイイイイイイィッ!?」

「な、何だあっ!?」

　顔面を掴まれた盗賊が絶ぜつ叫きようする。解放され、仰あお向むけに倒たおれた盗賊の顔は強酸をぶっかけられたかのように焼け爛れており、顔の造形が原形を失っていた。

「手加減の練習として生け捕どりにしようと思っていたんだが……気が変わった。お前らのような下げ種すの極きわみを見せつけられて、殺意を我が慢まんできるほど優やさしい性格じゃないんだよ」

「ヒッ……何だテメエは!?」

「いったい何をしたんだ？　どんな方法を使ったらこんな死に方を……！」

「五う月る蠅さい、さっさと死ね」

　怯ひるんだ盗賊にカイムは大きく踏み込んだ。右手が毒どく蛇へびのように襲いかかる。

「フッ！」

「ギャアッ!?」

　毒をまとった手が盗賊の身体を撫なでる。鋭するどく、素す早ばやく右手が盗賊を撫でるたび、触ふれられた箇か所しよが異い臭しゆうを放って焼け爛れる。

「グ……ギャアアアアアアアアアアッ!?」

「う、腕うでが……ギイイイイイイイイイイイイッ!?」

　紫毒魔法――【毒爪蛇手】は相手の身体に直接触れて、強力な毒物を浴びせる技である。射しや程てい距きよ離りは短いが威い力りよくは絶大。周囲にいる無関係な人間――この場合で言うところの捕つかまった女性二人を巻き込むことなく、盗賊を始末できる。

「毒蛇の牙。あるいは死神の腕と言うところか？　この腕に触れられて生きながらえることができる人間はいない。想像を絶する苦しみの中でくだらない人生を懺ざん悔げすることだ」

「ギャアアアアアアアアアアッ!?」

「た、助けて……ぐわああああああああああっ！」

　盗賊に一人ひとり毒を打ち込みながら、カイムは鍾乳洞の内部を駆かけ回る。

　武器を振るって抵抗する者もいたが、『拳けん聖せい』に勝利したカイムにとっては止まって見えるような遅おそい攻こう撃げきだ。盗賊団を壊滅させるのに一分もかからない。

　すぐに首領らしき大おお柄がらな男だけとなり、それ以外の盗賊は全て毒を浴びて絶命した。

「ガキが……よくも俺様の部下をやってくれたな！」

「意外だな。お前のような鬼き畜ちくにも仲間意識はあるのか？」

「口の減らねえ……せっかくのお楽しみが台無しじゃねえか！」

　男が大たい剣けんを構えて、切っ先をカイムに向けてきた。

「俺達が『紅こう鬼き団だん』であると知っての行いか!?　生きて帰れると思うなよ！」

「もちろんだ。生かして帰すつもりはない。女を甚いた振ぶって遊ぶようなクズはここで殺す」

「ハッ！　そういう薄うすっぺらい正義を振りかざしたガキが一番嫌きらいなんだよ！　見ているだけでハラワタが煮にえくり返る！」

　男が大剣を振りかぶって飛びかかってきた。さすがは親玉だけあって、その動きは機き敏びんそのもの。ただの盗賊とは思えないほどに洗練された動きである。

（特とく殊しゆな訓練を受けているのかもしれないな……ただの盗賊かと思いきや、傭よう兵へい崩くずれか元・冒ぼう険けん者しやというところだろうか？）

「死にやがれえええええええええええっ！」

「まあ……どちらにしても問題はないがな」

　上段から振り下ろされた一いち撃げき必ひつ殺さつの攻撃であったが……カイムはそれを片手で受け止めた。ガッチリと固定された大剣に盗賊の首領が大きく目を見開く。

「す、素す手でで受け止めやがった……!?」

「この程度のことは造作もない。鈍にぶいんだよ、お前の攻撃は」

「クソッ、この俺がガキに負けるなんて……あるわけねえんだよ、馬鹿が！」

「む……!?」

　大剣から真っ赤な炎ほのおが溢あふれ出した。剣けんを掴んでいる手が焼かれ、身体を炎が包み込こむ。

「魔ま剣けん『火焔蜥蜴サラマンダー』！　このクソガキを骨になるまで焼き尽くせ！」

　どうやら、首領が手にしていたのはただの剣ではなく、特殊な効果が付ふ与よされた魔剣であったらしい。カイムの全身が炎に包まれる。

「ヒャハハハッ！　死ね死ね死ねえええええっ！　俺様の勝ちだあああああアアアアッ！」

「まったく……本当に品性のないヤツだな。耳障りな声を出しやがる」

「アアアアアアッ…………はあっ!?」

　首領が驚きよう愕がくに声を裏返らせた。いかに強力な魔剣といえど、カイムと盗賊の間にある断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきのごとき差を埋うめるには足りなかったようだ。

「な、何故なぜだ!?　どうして燃えない、どうして平気なんだあっ!?」

「この程度の炎……圧縮した魔力で覆おおわれた俺の肉体には無力だ」

　魔剣が放った炎に焼かれるカイムであったが、その肉体は闘とう鬼き神しん流りゆうによる圧縮魔力を装そう甲こうのようにまとっていた。斬撃はもちろん、炎だって届かない。カイムの肌に小さな火傷やけどすら生じさせることはできなかった。

「溶とかせ――【毒爪蛇手】」

「なあっ!?」

　掌てのひらから強酸性の毒を放出し、そのまま炎の大剣を握りつぶす。高温で焼かれてなお威力を衰おとろえさせることのない強力な毒液によって、金属製の大剣は成すすべなく溶よう解かいした。

「なるほどな。今回はさほどでもなかったが……格下の相手であっても、特殊な武器やアイテムを使われたら手傷くらいは負うかもしれない。いい勉強になったよ。感謝する」

「ヒィッ……！」

「これは礼だ。釣つりはいらないからとくと味わえ！」

　カイムは左手の指を鉤かぎ爪つめのように曲げて『虎こ爪そう』を作り、そこに毒をまとわせた。

　闘鬼神流ではない。紫毒魔法でもない。両者の力を併あわせ持っているカイムだけが使うことができるオリジナル技。

「【窮奇凶毒デモンズハンド】！」

　圧縮した魔力によって生み出された爪つめに強きよう烈れつな毒が込められ、盗賊の首領を斬り裂いた。

　首領は一言の声も発することを許されずに肉体を裂かれ……そのまま、強力な毒によって溶かされ、一いつ瞬しゆんで骨になったのである。

「うん、問題なし。このやり方だったら、そこそこ闘たたかえそうだ」

　盗賊団を壊滅させ、カイムは自信を込めて頷うなずいた。

　カイムは二つの力を持っている。父親から盗ぬすみ出した『闘鬼神流』の武術の技、『毒の女王』と融ゆう合ごうしたことによって得た『紫毒魔法』である。

　だが……その二つの力を極めているかと聞かれると、首を横に振るしかない。

　闘鬼神流の習熟度は父親の足下にも及およばない。圧縮した魔力をまとう技術。基本的な技などは一通り修得しているが、『秘ひ奥おうの型』と呼ばれる奥おう義ぎについては未習熟。闘鬼神流だけで競きそったのであれば、父親に勝つことはできなかっただろう。

　対して、紫毒魔法はどうかといえば……こちらも十分に極めてはいない。

　かつて、『毒の女王』は紫毒魔法を使って国を滅めつ亡ぼうに追いやり、万単位の人間を死に至らしめたという。同じことをカイムにできるかと訊きかれたら……不可能である。オリジナルである『女王』とカイムでは魔法の練度に雲うん泥でいの差があった。

（だが……二つの力を合わせれば、未熟で実戦経験の足りない俺でもそれなりに戦える。親おや父じクラスに出てこられると厳しいが、並の使い手に後おくれを取ることはあるまい）

　意図せず巻き込まれてしまった盗とう賊ぞく討とう伐ばつであったが、この戦いを通じて自分の力を確かく認にんすることができた。確かな成果を胸にカイムは拳を握にぎりしめる。

「ああっ、んああああっ……！」

「ああ、そうだった……悪いな。忘れるところだった」

　そこでカイムはここに来た目的を思い出す。戦いに夢中になってしまい、壁に拘束されていた二人の女性を忘れていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　意識はあるか？」

　カイムは拘束された女性二人に近寄るが……途端、二人が手足をばたつかせて暴れ出した。

「んあああああ、はあ、はあ、はあ……あはああああああっ!?」

「くっ……殺せえ、頼むから……ヒンッ！　殺してくれえっ!?」

「これは……想像以上にヤバいことになってないか？」

　二人の女性は必死になって手足を動かし、暴あばれていた。もがく彼女達の動きに合わせて、破れた服からこぼれ出た胸も躍やく動どうしている。

　両手を拘束されているため自由に動けないようだが、代わりに足を激しくバタつかせていた。瞳に理性はなく、襲いかかってくる快楽のせいで発はつ狂きよう寸前になっていた。

「アイツら……どんな毒を盛もりやがった？　何を飲ませたらこんな有様になるんだよ」

　盗賊は媚び薬やくを飲ませたようなことを話していたが……これはもう『薬』などと呼べるものではない。彼女達が飲まされたのは『媚び毒どく』。快楽で悶もだえ死にさせる悪あく魔まの毒薬である。

「解げ毒どく薬やくは……ないよな、やっぱり」

　ファウストからもらったマジックバッグを確認するが、毒消しなどは入っていなかった。

（解毒薬がないとなると魔法による治療だが……俺は治ち癒ゆ魔ま法ほうを使えないから不可能だ。かといって、近くの町に連れていくまで二人の心身が保つだろうか……）

「「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」」

「……無理だな。町に着くまで、心と身体がもたない」

　カイムは首を振った。この場で治療できなければ、二人を救うことはできない。

　やるしかないのだ。どんな方法を使ったとしても。

「……やった試ためしのない出たとこ勝負のやり方だ。死んだとしても恨うらむなよ？」

　一つの手段を導き出し、カイムは体内の魔力を練って毒薬を生成する。

　カイムがやろうとしているのは『毒を以もつて毒を制す』という方法。二人の女性の身体を苛さいなんでいる媚毒を中和して、打ち消す効力のある毒薬を飲ませるという荒あら療りよう治じだ。

「失敗する確率の方が高いが……多分、こんなものだな。完成だ。飲んでみろ」

　魂たましいの奥おくにある『毒の女王』の知識を引っ張り出して毒を解かい析せきし、カイムは掌にピンク色の毒液を生み出す。金髪の女性の口にあてがって毒液を飲ませようとするが……暴れているため、いっこうに飲もうとしなかった。

「いやあああアアアアアアアアアアアアアッ！」

「ああ、畜ちく生しよう！　仕方がないな……このことも恨むなよ。治ち療りよう行こう為いだからな！」

　舌打ちをして、再び毒を生成する。今度は掌ではなく、唾だ液えきを材料にして口の中に作る。

「…………よし」

　そして……わずかな躊躇ためらいの後、金髪女性の唇くちびるに自分の唇を合わせた。頭部を両手で固定して暴れないように押さえつけ、口から毒を流し込む。

「ンンンンンンンッ……!?」

　金髪女性の方がビクンと跳はねるが……抵てい抗こうはしない。

　それどころか、待ってましたとばかりにあちらから舌を入れてくる。どうやら、媚毒に冒おかされた身体が無意識に快楽を受容したのだろう。
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（うっわ……汚けがされたよ。好都合ではあるけれど……）

　カイムは生まれて初めてのディープキスに慄おののきつつ、口に溜ためた毒を流し込んでいく。

「んぐっ……んんっ……あはあんっ!?」

　金髪女性が必死な様子で舌を絡からめてくる。熱く火ほ照てった二枚の舌が重なって、まるで蛇へびが交こう尾びしているかのようだ。長い両足が伸のびてきてカイムの胴どう体たいをキュッと締しめる。はだけた胸をグリグリと押しつけてきた。

（ヤバいな、この感かん触しよく……女の身体、気持ち良過ぎるだろ!?）

　柔やわらかな肢し体たいを惜おしげもなく堪たん能のうさせられ、カイムの方まで脳が沸ふつ騰とうしそうだ。

　このままではカイムの方まで理性が吹ふっ飛んでしまいそうだが……唐とう突とつに金髪女性の身体から力が抜ぬけていく。

「あ……う……」

　先ほどまで暴れていたのが嘘うそのように脱だつ力りよくして、クッタリと気を失ってしまう。

　押しつけられていた唇、胸や脚が離れていき……カイムは深々と溜ため息いきをつく。

「残念……じゃなくて、上手くいったようだな」

　気絶した金髪女性の状態を確認すると……体温は高いものの、呼吸や脈みやく拍はくは落ち着いている。どうやら、峠とうげは越こしたようだ。

「とりあえずは一安心。問題は……」

「アアアアアアアアアアアアアッ！　殺してくれえええええええっ！」

「……アレをもう一回やらなくちゃいけないことだな。ヤバいな、中毒になりそうだ」

『毒の王』である自分が『中毒』だなんて、何の冗談だというのだろう。

　カイムは苦笑いをしつつ、赤髪の女性にも唇を落としたのである。
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「イヤアアアアアアアアアアアアアアッ……！」

（ああ……私はどうなっているのかしら……？）

　飲まされた媚薬の効果に翻ほん弄ろうされながら、金髪の美少女――ミリーシアは薄れゆく意識の中で考える。

　ミリーシアはガーネット帝国の高貴な生まれだったが、とある事情でジェイド王国を訪おとずれていた。護衛や御お供ともを連れて王都に向かって進んでいたのだが……途と中ちゆうで盗賊に襲撃されてしまい、彼かれらの隠れ家へと連れていかれてしまったのだ。

　信しん頼らいする護衛であるレンカと一いつ緒しよに拘束され、奇妙な薬を飲まされて……途端に身体を灼しやく熱ねつに襲われた。

　身体を支配する痒かゆみと痛み。全身が熱くてもどかしくておかしくなってしまいそうだった。

　まるで嵐あらしの海を小こ舟ぶねで漂ただよっているようだ。ミリーシアの理性はかつてない衝しよう撃げきによって、今にも崩ほう壊かいしてしまいそうだった。この状態が小一時間も続いていたのであれば、抑おさえがたい快楽によって発狂して、そのまま戻もどってくることなく死に至っていたことだろう。

「んぐっ……!?」

　しかし、あと少しで心身に限界がやってくるところで、ミリーシアの口に甘あまい液体が入ってきた。途端に先ほどとは別種の熱が身体を満たしていく。

（温かい……）

　盗賊に飲まされた薬が身を焼く灼熱だとすれば、こちらは暖だん炉ろの火のようだ。

　ミリーシアの身体を襲っていた苦痛が残らず洗い流されていき、代わりに甘く蕩とろけるような安心感が包み込んでいく。

「んぐっ……んんっ……あはあんっ!?」

　この温ぬくもりをもっと身近に感じたくて、ミリーシアは必死に舌を伸ばした。自分の舌と誰かの舌が絡み合う。とてもイケナイことをしているようで心臓が高鳴ってしまう。

（この人は誰なのでしょう。温かくて、優しい人なのでしょうね……）

　そうでなければ、こんなにも甘く優しいキスはできまい。

　霞かすんだ視界に映る誰かの姿はハッキリとはわからないが、ミリーシアは確信する。

　目の前にいる人が自分にとって大切な人になることを。この出会いが偶ぐう然ぜんではなく、きっと神や天使の導きなのだと。

　ミリーシアは家庭の事情によって、教会で修道女をしていたことがあるのだが……そこで育まれた直感と信しん仰こう心しんが運命を確信させる。

「んっ……はっ……あ……ふあっ」

　ミリーシアは目の前の誰かから離れがたく思って、縋すがりつくように肌を擦りつけた。胸を押おしつけ、脚を絡ませ、淑しゆく女じよとは思えないようなはしたない声を上げながら。まるでマーキングでもするかのように誰かと身体を絡めあう。

「んあっ……！」

　ビクビクと身体が跳ねて……力が抜けていく。

（嫌っ……お願い、離れないで……このまま私の傍そばにいて……！）

　ミリーシアは必死に願いながら、それでもゆっくりと意識を手放すのであった。
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「え……わたしは……？」

「ここは、いったい……？」

　二人同時に目を覚ました。毛布をかけられた身体を起こし、ぼんやりと辺りを見回す。

「ああ、気がついたようだな」

「「ッ……！」」

　カイムが声をかけると、二人は勢いよく顔を上げた。ちょうど外で盗賊の死体を始末して戻ってきたところである。もちろん、気絶させていた見張りにもトドメを刺してきた。

「だ、誰ですか、貴方あなたは……？」

「貴様は……賊の一味か!?」

「おいおい、落ち着けよ。俺は君らの敵じゃない」

　金髪女性を庇かばうように赤髪女性が前に出てくる。今にも殴なぐりかかってきそうな剣けん幕まくだ。カイムは両りよう腕うでを上げて敵意がないことをアピールする。

「君らを攫ってきた盗賊共は片付けた。森に埋めてきたところだが……確認したいのなら掘ほり起こそうか？」

「盗賊を……まさか、貴様一人で……？」

「『貴様』じゃない。俺はカイムという。一応は君達たちを助けた恩人なんだから名前を呼ぶくらいの敬意は示してもらいたいね」

　なおも警けい戒かいの目を向けてくる赤髪女性に、カイムは「ところで……」と言葉を続ける。

「君達はどこまで記き憶おくがある？　盗賊に攫われて変な薬を飲まされていたようだけど……自分の身に何が起こったのか覚えているか？」

「そうです……私達はおかしな液体を飲まされて……！」

　赤髪女性の後ろで、金髪女性が小さく肩かたを震わせる。地面に座り込んだまま居住まいを正し、毛布で身体をしっかりと包くるんで頭を下げた。

「……失礼いたしました。命を救っていただいた恩人とは知らずにご無礼を。賊に捕らわれた私達を救っていただき、心より感謝を申し上げます。申もうし遅おくれましたが……私の名前はミリーシアと申します」

「お嬢じよう様さま！　このようなどこの誰かもわからぬ男に頭を下げるなんて……」

「レンカ、貴女あなたも礼を言いなさい。この方に私達は救われたのですよ？　もしもこの御お方かたが助けてくださらなかったら……どうなっていたかわかるでしょう？」

「うっ……失礼した。ご助力、心より感謝する」

　金髪女性の名前がミリーシア、赤髪女性の名前がレンカであると判明した。会話から察するに、ミリーシアの方がレンカよりも立場が上のようである。

（どうやら……俺が二人にしたことは覚えていないらしいな。責任を取れとか言われても困るし、好都合だ）

　カイムが二人に気づかれないように安あん堵どの息を吐つく。

「申し訳ありません。おかしな薬を飲まされたせいで記憶が曖あい昧まいなのですが……貴方が私達のことを治療してくれたのですね？」

「ああ、俺だよ。盗賊を始末したのもな……そこに証しよう拠こが転がっている」

「あの魔剣は……間違いなく盗賊の首領が使っていたものです！　お嬢様！」

　少し離れていた場所に転がっていた魔剣の残骸にレンカが反応を示す。

「損傷は激しいですが……あの男が使っていた炎の魔剣に間違いありません。それにしても、どうやったらここまで破は壊かいされるのだ？　酸で溶かしたようになっているが……？」

「そんなことはどうでもいいだろう？　それよりも、身体の調子が良くなったのなら、ここから出たほうがいい。長居をするような場所じゃないぞ」

　カイムはさりげなく話題を逸そらしながら、鍾乳洞の入口の方を親指で差す。

　しかし、ミリーシアはもじもじと身体を震わせて言いづらそうに口を開いた。

「カイムさんのおっしゃる通りなのですが……この格好で外を出歩くのは、ちょっと……」

「あー……それもそうだな。悪い、気が利きかなかった」

　二人の女性は盗賊に服を破られており、半はん裸らに毛布を纏まとっただけの格好になっている。このまま外を歩くのは恥はずかしいのだろう。

「女性物の服なんて持っていないが……そうだ、盗賊の所有物を確認していなかったな。ひょっとしたら、何か着る物があるかもしれないな」

　そういえば、盗賊が貯ためこんだ財宝なども確認していなかった。

「俺は奥を見てくるが……君達も来るか？」

「…………」

　ミリーシアは無言で頷き、立ち上がった。ふらつく足取りに慌あわててレンカが支えに入る。

「お嬢様、まだ立ち上がっては……」

「大丈夫です。盗賊の持ち物には、私を守るために戦って死んだ者達の遺品があるかもしれません。ちゃんと回収しなくては……」

「お嬢様……わかりました。このレンカがお供をいたします」

「……先に行ってるぞ。後からゆっくり来ると良い」

　仲なか睦むつまじい主従を置いて、カイムは鍾乳洞の奥へ先行する。

　二人の姿が見えなくなる位置まで進んで……「ハア」と溜息を吐いた。

「『お嬢様』ね……随ずい分ぶんと身分の高そうな女性じゃないか」

　おそらく、ミリーシアは貴族の令れい嬢じようか何かなのだろう。破られたドレスも高級そうに見えるし、特に不思議はない。

（それは構わないが……どうして、姓せいを名乗らなかったんだ？）

　先ほど、ミリーシアが自じ己こ紹しよう介かいをした際に家名である姓を口にしていなかった。平民であれば姓がないことなど珍めずらしくもないが……ミリーシアは明らかな貴族令嬢である。姓や家について話そうとしないのは不自然だった。

（仮にも貴族出身じゃなければ気づかなかったんだろうけど……姓を隠かくさなくちゃいけない理由でもあるのか？　身分を隠して、お忍しのびで旅をしている最中とか？）

　そうだとすれば、厄やつ介かい事ごとの匂においがする。ひょっとしたら、とんでもない火種を抱えている可能性だってあった。

「……一時の感情で動くべきじゃなかったかな？　まあ、役得はあったけどよ」

　カイムは二人との濃のう密みつな口付けを思い出して、唇を指でなぞるのであった。




　洞窟の奥には予想通り、盗とう賊ぞくの持ち物や戦利品が集められていた。

　武器や防具、金貨や宝石の詰つまった袋ふくろ、高価そうな置物、食料品などの生活用品などなど。多くの物品が洞窟の奥に所ところ狭せましと押し込まれている。

「やけに羽は振ぶりがよさそうだな。ただの盗賊がどうしてこんな大金を持ってるんだ？」

　よほどの大仕事をこなしたばかりなのか。それとも、ただの盗賊ではなく何者かの後うしろ盾だてでもあったのだろうか。ただの盗賊が貯めこんだとは思えないほどの財物が並んでいた。

「ああ、良かった。私達が奪うばわれた荷物もあるようですね」

　遅れてやってきたミリーシアとレンカも、自分達の荷物を見つけて安堵の声をもらす。

「君達の持ち物はそのまま持って帰るといい。それ以外のものは盗賊討伐の報ほう酬しゆうとして俺おれがもらうが……問題はないな？」

「もちろんでございます。それがカイム様の権利ですもの」

「それじゃあ……適当に仕し舞まっていくとしようか」

　ミリーシアから許可を得て、カイムは金目の物を中心にマジックバッグに押し込んでいく。どんどんバッグの中に消えていく戦利品にレンカがパチクリと瞬まばたきを繰くり返す。

「それほどの容量のマジックバッグを持っているとは……貴き殿でんはひょっとして、高名な貴族か冒険者なのだろうか？」

「いや……これは友人からもらい受けたものだ。俺は貴族でもなければ冒険者でもない。というか、これってそんなに高価なものなのか？」

「……私もマジックアイテムには詳くわしくないのだが、高位の空間魔法がかけられた袋が城と同じ値段で取引されたと聞いたことがある。競売にかければ金貨一万枚は下るまい」

「……マジか。アイツ、そんな高いものをよこしてきたのか？」

　どうやら、ファウストは相当に高価な品物をよこしてきたようだ。

（おかしな下心でもあるんじゃないよな？　ファウストにかぎってそんなことは……無む茶ちや苦く茶ちや、ありえそうだけど）

「国宝にも匹ひつ敵てきする品のようだが……本当に、そんなものをくれる友人がいたのか？」

「レンカ、恩人のカイムさんに詮せん索さくは失礼ですよ。そんなことよりも服を着き替がえましょう」

　ミリーシアがレンカを窘たしなめながら、木箱からドレスと下着を取り出した。

　レンカもまた自分の着替えを引っ張り出し、カイムの方をキッと睨にらみつけてくる。

「私とお嬢様はあちらで着替えてくる。わかっていると思うが……覗のぞくなよ？」

「おいおい……俺が婦女子の着替えを覗くような下種だったら、君達の貞てい操そうはとっくに存在しないと思うが？」

　カイムは肩をすくめて、「襲おそおうと思えばいつでもできる」と言外に主張する。レンカはわずかに表情を顰しかめたが、何も口にすることなくミリーシアを連れて洞どう窟くつを戻っていく。

「……信用ないな。まあ、盗賊に襲われかけたばかりだから仕方がないか」

　去っていく二人を見送り、カイムは戦利品をバッグに入れる作業を再開させる。

　盗賊の遺産は金銀などの高価な財物も多いが、それ以上に質の良い武器が多かった。

　首領も魔剣などという高価なものを持っていたことだし、ひょっとしたら、何者かが武器や資金を提供していたのかもしれない。

「……どうせ俺には関係のないことだけどな。死んだ盗賊の素す性じようなんてどうでもいい」

　盗賊はすでに壊滅した。死人に口なし。どうせ事情を確認することもできないのだ。答えの出ない問いに悩なやんでも意味はない。

　カイムは頭に浮うかんだ疑問を捨て去り、目につく物を片かたっ端ぱしからアイテムバッグに放ほうり込んでいった。




「よし、こんなものだな。俺の方の準備はこれで整ったが……」

「お待たせいたしました。カイムさん」

　カイムが目ぼしいものをアイテムバッグに収納したタイミングで、着替えに行っていた二人が戻ってきた。ミリーシアが着ているのは水色の簡素なドレス。裾すそはやや短くて動きやすさを重視しており『お出かけ用のオシャレな服』といった服装だ。

「待たせてしまってすまない。着替えを覗きにも来なかったようだし、感心なことだ」

　レンカは金属製の軽けい鎧よろいをきっちりと身に着けている。どうやら、彼かの女じよは女おん騎なき士しだったようである。ミリーシアの身辺警護をする護衛役といったところだろうか？

「婦女子の着替えを覗くなんてくだらない真ま似ねをするかよ。どれだけ信用がないんだ」

「そうですよ、レンカ。カイムさんに失礼ではありませんか」

「ムッ……すまない。これは失礼をした」

　主人のミリーシアにまで責められて、レンカがわずかにたじろいで目を伏ふせる。

「しかし……何な故ぜだかわからないのですが、その男を見ていると胸がムカムカしてくるというか、妙みように落ち着かない気持ちになるのです。間ま違ちがいなく初対面のはずなのですが……まるでそれ以上の関係があったような気分になってしまいまして」

　言いながら、レンカは自分の唇を指で撫でている。無意識の仕草なのだろうが……そこは彼女を治療するにあたってカイムが貪ったところだった。

「え……レンカもなのですか？　実は私もです」

　レンカの言葉に、ミリーシアまでもパチクリと瞬きをする。

「実を言うと、私もカイムさんを見ていると心臓がドキドキと高鳴ってきて、頬ほおが熱くなってくるのです。私の身体、どうなってしまったのでしょう？」

「き、気のせいだと思うけどな。おそらく、盗賊に飲まされた薬の後こう遺い症しようじゃないか？　早く町に行って、十分な休息を取ったほうがいいと思うぞ！　うん！」

「……カイムさんの言う通りですわね。私達の荷物もまとめて、ここを出ましょうか」

「フウ……」

　カイムは何とか話題を逸らすことに成功して、二人に気づかれないよう安堵の息を吐く。

「だけど……これだけの荷物をどうやって運ぶつもりだ？　君達が乗っていた馬車も壊こわされてしまったようだし。必要ならば俺のアイテムバッグに入れてもいいが……」

　盗賊から奪った戦利品はアイテムバッグに入れたが、ミリーシアらの荷物がまだ残っている。荷物はかなりの量で、そのまま運ぶには無理があった。

「ああ、大丈夫ですわ。私達も収納アイテムは持っていますから」

　ミリーシアが荷物を探さぐり、手の平に乗る大きさの木箱を取り出す。装そう飾しよくの施ほどこされた箱を開けると簡素なデザインの指輪が入っていた。

「この指輪にはカイムさんのバッグと同じように空間魔ま法ほうがかけられており、持ち物を収納することができます。これがあれば……ほら」

　ミリーシアが残っていた荷物を一瞬で収納した。指輪に吸すい込まれるようにして大量の荷物が消えてしまう。

「これですぐにでも出発できますわ。行きましょうか」

　右手の人差し指に指輪を嵌はめて、ミリーシアがニッコリと微笑ほほえみかけてくる。

「ああ……そうだな」

　カイムは頷きながら内心に生じた疑問に眉まゆ根ねを寄せた。レンカが説明していたように、大量の物品を収納することができるアイテムは稀き少しようで、時に国宝ほどの価値がある。ならば、ミリーシアの指輪にも同じだけの価値があるのではないだろうか？

（むしろ、アッチの方が高価そうだな。形状も指輪だから持ち運びには便利だし、武器を隠していざという時に取り出したりとかもできるよな）

　ミリーシアが何者なのか気になるところである。ひょっとしたら、目玉が飛び出るような高貴な身分の人間なのかもしれない。

（だとしたら……ますます、唇を奪ったことを知られるわけにはいかないな。不敬罪やら何やらで命を狙ねらわれたら面めん倒どうだぞ）

「どうされましたか、カイムさん？」

「いや……ずっと洞窟の中にいたから、身体が冷えてきたようだ。背筋に悪お寒かんが走った」

「そうですか？　申し訳ありません、私達が準備に手間取ってしまったせいで……」

「別にいいさ。そんなことよりもさっさと外に出よう。いい加減に太陽が恋こいしくなってきた」

　カイムは申し訳なさそうに顔を覗き込んでくるミリーシアから視線を背そむけ、足早に洞窟の出口に向かうのであった。




　盗賊のアジトである洞窟から出たカイムと女性二人は、そのまま壊れた馬車が転がっていた街かい道どうまで戻った。そこにあった痛ましい光景は変わらない。馬車の周囲に倒れている男達の姿にミリーシアが痛ましげに声を漏もらす。

「皆みなさん……私を守るためにこんなことに……」

「お嬢様……」

　地面に崩くずれ落ちて唇を震ふるわせるミリーシア。護衛のレンカがその背中を支えて、こちらも表情を蒼あお褪ざめさせている。

　馬車の周囲に倒れている男達はミリーシアを守る護衛だったらしい。主人を守るために襲しゆう撃げきしてきた盗賊と戦い、力及ばず倒れてしまったようだ。ミリーシアは盗賊によって連れていかれ、護衛の中で唯ゆい一いつの女性であったレンカだけが生き残ったのだ。

「そいつらの身体を埋まい葬そうするつもりなら手伝うが……どうする？」

「……いえ、指輪に入れて連れていきます。私を守るために死んでしまった彼らを、せめて故郷の地で弔とむらってあげたいので」

　ミリーシアは唇を噛かみしめて悲しみを堪こらえながら、護衛の遺体を指輪に収納していく。最後に壊れた馬車の残ざん骸がいをしまうと……カイムの方に向き直って頭を下げる。

「改めて……ありがとうございます。カイムさんのおかげで私達は救われ、こうして臣下を弔うこともできます。この御ご恩おんは一生忘れません」

「別に構わないさ。俺だって盗賊の貯めこんでいた宝を手に入れたからな」

　カイムは盗賊から奪った戦利品を収めたマジックバッグを叩たたき、肩をすくめた。

　金に困っていたわけではないが、カイムは無職で何の後ろ盾もない旅人である。盗賊から奪った莫ばく大だいな財は決して無む駄だにはならないだろう。

「つきましては……カイムさんに何かお礼をしたいのですが、その……」

　ミリーシアは言いづらそうに言葉を濁にごし、形の良い眉まゆを『ハ』の字にする。

「……今の私はわけあって旅の最中。着替えや食料はありますが、路銀に余よ裕ゆうがあるわけでもありません。十分な御お礼れいを用意するには時間がかかってしまいまして……」

「礼なんていらないって。気にするな」

「いえ、命を救われたというのにそういうわけにはまいりません。それに、その……」

　ミリーシアは言葉を止めて、両手の指を合わせてモジモジと恥じらうようにする。

　カイムが首を傾かしげていると……仕方がないとばかりにレンカが進み出てきた。

「……盗賊から助けてもらった礼もしていないのに、こんなことを頼たのむのは恐きよう縮しゆくなのだが……貴殿を護衛として雇やといたいのだ」

「俺を？　どうして、また？」

「……騎士として恥はじをさらすようだが、私だけではお嬢様を守ることは難しい。これまでの非礼は謝あやまるので、どうか助力をいただけないだろうか？」

　レンカは悔くやしそうな表情で頭を下げる。彼女もわかっているのだろう。今回のようなアクシデントがあった場合、自分だけではミリーシアを守り切れないことが。

　力不足を認めるのはさぞや悔しいことだろう。カイムのことを完全に信じたわけでもないのだろうが……それでも、主人のために恥を忍んで頭を下げているのだ。

「うーん、言いたいことはわかるが……君らはどこに向かっているんだ？」

「この国の王都に行くつもりです。カイムさんにはそこまでご同行をお願いしたいのです」

　カイムの問いにミリーシアが答える。

「すぐに御礼は用意できませんが、必ず報酬をお支し払はらいいたします。ですから、どうか私達とご一緒してはいただけないでしょうか？」

「王都か……」

　真しん摯しな訴うつたえに心を動かされそうになりながら……カイムは残念そうに首を振ふった。

「……ダメだな。行き先が王都じゃ一緒にはいけない。俺が向かっているのと逆方向だ」

　カイムが向かっているのは東にあるガーネット帝てい国こく。王都があるのは西方向である。

　寄り道が許されないほど旅を急いでいるわけではないが……だからといって、悠ゆう長ちように遠回りをするつもりはなかった。

（親父が俺を指名手配しないとも限らないしな。せっかく気持ち良く旅をしているっていうのに、追いかけ回されたら堪たまったもんじゃない）

　今のカイムであれば簡単に討うち取られることはないだろうが……余計な戦いがしたいわけではない。カイムの目的は新しい故郷と家族を見つけることであり、戦いを生きがいにしている戦せん闘とう狂きようというわけではないのだから。

（俺がぶちのめした親父だって、このまま黙だまっていてくれる保証はない。毒を受けた身体をまともに動かせるようになるまで時間がかかるだろうが……アレでも一応は伯はく爵しやく。貴族だ。俺を犯罪者としてお尋たずね者にすることくらいはできるはず）

　最悪の場合、ジェイド王国の全兵力を敵に回しかねない。

「……そういうわけで、君らを王都まで護衛はできない。近くの町までだったら送っていってやるから、そこで人を雇うと良い」

「そんな……！　ちなみに、カイムさんが向かっているのはどちらなのでしょう？」

「王国東方――ガーネット帝国。大陸東部の覇は者しやと呼ばれている大国だ」

「ッ……！」

　隠す必要もなく明かした目的地にミリーシアが瞳ひとみを見開いた。

　しばし迷うように視線を彷徨さまよわせていたが……やがて意を決したように口を開く。

「なるほど……そういうことでしたら、こちらも目的地を変へん更こうさせていただきます」

「ん……？」

「改めて依い頼らいを出させていただきます。私達をガーネット帝国の帝てい都とまで送ってはいただけませんか？　もちろん、報酬はお支払いいたしますので」

　そう発したミリーシアの両目。青い瞳には強い覚かく悟ごの色が宿っていた。







第五章　旅の道連れ







　帝国までの護衛を依頼されたカイムはその願いを了りよう承しようした。

　護衛を殺されて頼たよるものを失った彼かの女じよ達たちに同情する気持ちもあり、向かう先が一緒であるならばと同行を許したのだ。

　カイムが一行の先頭を歩き、その後ろをレンカが、最さい後こう尾びを盗賊から奪った馬に乗ったミリーシアが続く。馬は一頭しかいなかったため、騎き乗じようしているのはミリーシアだけだ。

「お嬢様……本当によろしかったのでしょうか？」

　旅の途中、レンカがカイムに聞こえないように声を潜ひそめて、馬上のミリーシアに訊たずねた。

「レンカ……その話はもう済ませたでしょう？　しつこいですよ」

「何度だって言わせてもらいます。わざわざ帝国に戻るだなんて正気の沙さ汰たではありません。何のために、あの御方がお嬢様を逃にがしてくださったと思っているのですか？」

「……逃げるべきではありませんでした。役割を放ほう棄きして安全な場所に逃げるなど許されない。だからこそ、盗賊に捕つかまってしまうなどという罰ばつが与あたえられたのでしょう」

　レンカの忠言を受けるも、ミリーシアが決然として首を振った。

「帝国に向かうカイムさんと出会ったのも運命……天意に違ちがいありません。帝国に戻って義務を果たせと運命が言っているのです。私はもう逃げるつもりはありません。たとえ命を落とすことになろうとも……己おのれの果たすべき役割に立ち向かうつもりです」

「お嬢様……まさか、そのようにお考えとは……」

　主人の言葉に、レンカが感かん極きわまったように涙なみだ声ごえになる。

「お嬢様がそこまで覚悟を決めているのでしたら、このレンカ、是ぜ非ひもございません。先日のような失態はいたしません。今度こそ命いのち懸がけでお嬢様をお守りすると誓ちかいます！」

「ありがとう、レンカ……これからも、私を支えてくださいね？」

「…………」

　カイムは背後で繰り広げられる主従の絆きずなに溜息を吐く。内ない緒しよ話ばなしで勝手に盛り上がっているようだが……その会話の大部分は聞こえてしまっていた。

　闘とう鬼き神しん流りゆうを修めたカイムは圧縮魔ま力りよくを纏っていなくとも、普ふ段だんから五感が研とぎ澄すまされている。その気になって耳をすませば、数百メートル先で針を落とした音だって聞き取れるのだ。数メートル後方の女性二人の会話を聞き逃のがすわけがない。

（厄介事の匂いがするぜ……それはもう、プンプンと妖あやしく匂っていやがる。この二人に同行を許したのは間違いだったかもしれないな）

　断だん片ぺん的てきな会話の内容だけでは、ミリーシアらが何を背負っているのかまではわからなかった。だが……間違いなく、カイムにとって望ましくないものに違いない。

（余計なトラブルに巻き込こまれたくないから帝国に逃げようとしているんだが……かえって面倒に巻き込まれてないか？　今からでも、コイツらを捨ててしまおうか？）

　などと非情な考えが頭に浮かぶが……それを実行することはできない。カイムは二人の女性に情が移っていることを自覚していた。

（男という生き物は、どうしたって初めての女を特とく別べつ扱あつかいしちゃうものなんだな……相手がかなりのレベルの美女ときたら、なおさらだ）

　洞窟にいた時点で気がついていたが……明るい場所に来て改めて思う。ミリーシアとレンカはいずれもハイレベルな美少女と美女だった。

　ミリーシアは見るからに育ちの良い令嬢。滝たきのように背中を流れる金色の髪かみ。大おお粒つぶの宝石を埋うめ込んだがごとき青い瞳。上質な絹のように滑なめらかな白い肌はだ。顔の造形はまるで神が創りたもうた芸術品。宗教画に描えがかれている女め神がみのような幻げん想そう的てきな美少女である。

　一方のレンカは雌めす獅じ子しのように健康的で力強い女性だ。程ほど良よい筋肉がついた手足。日焼けした健康的な肌。鎧で隠されているがスタイルはバツグンで、扇せん情じよう的てきなドレスに着替えたらさぞや魅み力りよく的てきになることだろう。ミリーシアのような幻想的な美び貌ぼうこそないものの、生命力にあふれた気の強そうな顔立ちは間違いなく多くの人間の目を奪うに違いない。

（こんな美女と俺はキスしたんだな……ああ、畜生！　あの時のことが忘れられないじゃないか！　これじゃあ、どっちが薬で魅み了りようされていたんだかわからない！）

「ところで……カイムさんはおいくつなのでしょう。同年代に見えますけど……」

「は……あ、ああ。俺の話か？」

　悶もん々もんと考え込んでいたところに後ろから声をかけられ、カイムは反応が遅おそくなってしまった。いくら五感が強化されていても、話を聞き流していれば意味がない。

「俺は……十八だよ。すでに成人している」

　厳密に言うと、『カイム・ハルスベルク』として生きた年数は十三年である。しかし、数百の齢よわいを重ねた『毒の女王』と融ゆう合ごうしたことで肉体は成長しており、精神的にも大きく変化していた。もはや『十三歳さい』とはとても言えまい。

「ああ、私と同い年なのですね！　これは奇き遇ぐうです！」

　何故なぜか嬉うれしそうな表情で、ミリーシアが両手を合わせた。

「レンカは二十歳はたちなんですよ？　私達、三人とも年が近いですね！」

「……そうだな」

「私達、もう結けつ婚こんして赤ちゃんがいてもおかしくない年ねん齢れいですね。少し前まで子供だった気がするのに不思議なものです。そういえば……カイムさんは不思議な髪と眼をしていますね。私達が子供を作ったら、どんな髪と瞳の子供が生まれるのでしょう？」

「どうして俺にそんな話をするんだよ!?　リアクションに困るだろうが!?」

　カイムが思わず声を荒あららげると、ミリーシアは「あ！」と声を上げて口元を手で隠す。

「も、申し訳ありません。どうしてでしょうか……？　カイムさんを見ていると不思議と高こう揚ようしてしまい、何故かこんなことを……私ってば、どうしてしまったのでしょう？」

「…………」

　ミリーシアが照れて顔を赤くさせた。知らないふりをしているだけで、ひょっとしてカイムとのキスを覚えているのではないだろうか？

　カイムは前方に顔を向けて引きつった顔を見られないように隠すが……ちょうどそのタイミングで、背筋をピリッと刺さすような感触が襲った。

「……どうやら、おしゃべりはここまでのようだ。敵てき襲しゆうだ」

「なっ……また盗賊か!?」

　レンカが腰こしの剣けんを握にぎりながら周囲を見回す。まだ襲しゆう撃げき者しやの姿は肉眼で捉とらえられる位置にはないが……カイムははっきりとその害意を感じ取っていた。

「いや……今度は魔ま物ものの襲撃らしい。ほら、じきに出てくるぞ」

　カイムが街道横に広がった森の方角を指差した。

　数秒後、生い茂しげった木々を掻かき分けて身長二メートルほどの大きな影かげが飛び出してきた。

「あれは……オークですか!?」

　森から現れたのは大量の脂し肪ぼうをタプタプと揺ゆらした人型の豚ぶた。『オーク』と呼ばれている、ゴブリンと並んでメジャーな魔物の姿だ。

「何だ、オークではないか」

　森から出てきたオークの姿を目にして、レンカが自信満々な表情で剣を抜ぬく。

「オークは『男だん爵しやく級』の魔物。決して弱くはないが、私だけでも問題なく倒たおせる魔物だ。汚お名めい返上……カイム殿どの、ここは私に任せてもらえないだろうか？」

「任せるのは構わないが……あの数の敵を倒せるのか？」

「へ……？」

　カイムの問いにレンカが目を瞬かせるが……すぐにその言葉の意味を理解することになる。森から出てきたオークであったが、最初の一いつ匹ぴきを皮切りにどんどん姿を見せたのだ。

「「「「「グモオオオオオオオオオオオオオオオッ！」」」」」

「なあっ!?　どうして、あんなに大勢のオークが!?」

　森から出てきたオークはざっと見て三十匹ほど。とてもではないが、レンカ一人で相手にできる数ではなかった。理性をどこかに飛ばしてしまったように目を爛らん々らんと光らせており、猪いのししが突とつ進しんするような勢いで三人がいる方向に押し寄せてきている。

「そんな……いったい、何が起こっているのですか!?」

　森から次々と出てくる魔物の姿に、ミリーシアも驚おどろきの叫さけびを上げた。跨またがっている馬が混乱して暴れ出そうとしているのを必死になって抑えている。

「うーん……どうして、どうしてか？　あのオーク共、随分と興奮しているみたいだが……」

　カイムは意味ありげに二人の女性を盗ぬすみ見た。

　オークの有名な生態として、他種族の雌めすを攫さらってきて性的に襲うことが知られている。

　オークという魔物は人間やエルフの女性を見つけると、捕とらえて巣に持ち帰り、その女性が死ぬまで犯おかし続けるのだという。オークに雌がいないわけではない。そもそも、他の種族と性交しても子供が作れるわけでもない。それなのに……何故か必ずと言っていいほど女性を生け捕どりにしたがるという謎なぞの習性があるのだ。

（考えられる理由としては……この二人の匂いを嗅かぎつけて、襲うために出てきたのか？）

　ミリーシアとレンカ。タイプは異なるが二人とも類まれな美少女と美女である。魔物であろうと理性を失ってしまってもおかしくはなかった。

　おまけに、彼女達は半日前まで盗賊に媚び薬やくを飲まされて強制的に発情させられていたのだ。水で洗って身体を清めていても、落としきれない『牝めす』の匂いがするのかもしれない。

「一難去ってまた一難。良い女を連れていると気苦労が絶えないものなんだな」

「カイムさん、落ち着いている場合ではありません！　早く逃げないと……！」

「問題ない。君達は巻き込まれないように離はなれていろ」

　驚くミリーシアに軽く手を振り、カイムが前に進み出た。

「そんな……！　いくらカイムさんでも、あの数は無理です！　逃げましょう！」

「問題ないって言っただろ？　というか、その怯おびえ切った馬でどうやって逃げるんだよ」

　ミリーシアが乗った馬はひどく興奮してしまっている。下手に逃げようとすれば、背中のミリーシアを振り落として走り去ってしまうだろう。

「どうせ逃げきれないんだ。ここでまとめて片付けさせてもらおうか！」

「ああっ！　カイムさん!?」

　ミリーシアの制止を無視して、カイムが駆かけ出した。オークとの距きよ離りはまだ十分にある。今ならばミリーシアとレンカを巻き込むことなく戦うことができるだろう。

「たかが『男爵級』。サクッと片付けて先を進もうか？」

　カイムは獰どう猛もうな獣けものの笑えみを浮かべ、身体の周囲に圧縮した魔力をまとった。忌いまわしき父から受け継ついだ最強の武術――闘鬼神流を発動させる。

　広こう範はん囲いに毒を散布すれば一いつ瞬しゆんだが……同行者が見ている前で迂う闊かつに毒は使えない。風で毒が流されて彼女達が被ひ害がいを受けてもいけないし、武術で片付けることにする。

「まあ……毒なんて使わなくても余裕だけどな！」

「ゴアアアアアアアアアアアアアッ！」

　先頭のオークが腕うでを振りかぶり、丸太のように太い棍こん棒ぼうを叩きつけてきた。二メートルの巨きよ体たい、野太い腕から放たれる打だ撃げきは強力。全身鎧の騎士でも直ちよく撃げきすれば致ち命めい傷しようになる。

「フンッ！」

　カイムは避よけることすらしない。正面から、叩きつけられる棍棒に向かって拳けん打だを放った。

「ブギャアッ!?」

　圧縮した魔力を込めた拳が棍棒を打ち砕くだき、そのままオークの胴どう体たいに着ちやく弾だんする。衝しよう撃げきが背中まで突つき抜けてオークの胴体に拳こぶし大だいの穴が穿うがたれた。

「さあ、ガンガン行こうか！　盗賊のアジトでは軽い運動しかできなくて溜たまってるんだ。存分に相手をしてもらうぞ！」

「ゴアアアアアアアアアアアアアッ！」

「ハハハッ！　いいぞ、来やがれ！」

　不敵に笑ったカイムに向かって、仲間を殺されたオークが殺さつ到とうしてくる。個体で勝てないならば数で圧おし潰つぶすつもりなのか。棍棒や拳、拾った石を振りかぶって襲いかかってきた。

「なかなかの蛮ばん勇ゆう！　まさに猪ちよ突とつ猛もう進しんだな！」

　カイムは迫せまってくるオークの頭部を蹴けり、胴体を殴なぐり、手足を叩き折り……次々と地面に沈しずめていく。この状じよう況きようでカイムにとって最も厄介なのは、オークがカイムを無視して後ろの女性二人を襲いに行ってしまうことである。

「もちろん、そんなことはさせないけどな！」

　カイムは自分を無視してミリーシアらを狙おうとするオークを優先して仕留めていく。

　一匹一匹確実に倒していき、どんどんオークは数を減らしている。この調子ならば、五分とかからずに全ぜん滅めつさせることができるだろう。

「ゴアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

「む……」

　だが……そう簡単には終わらない。オークが現れた森の中から、新たな怪かい物ぶつが顔を出す。

　通常のオークよりも二回りは大きく、贅ぜい肉にくではなく筋肉の鎧と黒い体毛に覆おおわれた巨きよ躯く。真っ赤な瞳が爛々と輝かがやいて不気味な光を放っている。

「へえ……親玉のお出ましかよ！　面おも白しろくなってきたじゃないか！」

　カイムはその魔物について知っている。『毒の女王』の記き憶おくの中にその知識があった。

「ジェネラル・オーク！　突とつ然ぜん変異の上位種か！」

「ゴアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　ジェネラル・オーク。オークの突然変異によって生まれる異形の魔物。その階級はオークよりも二段上の『伯爵級』。ベテランの上位ランク冒ぼう険けん者しやがパーティーを組み、決死の覚悟でようやく討とう伐ばつできる強力な魔物がカイムめがけて襲いかかってきた。

「あれはまさか……ジェネラル・オーク!?」

「いけない！　カイム殿、早く逃げるんだ！」

「あー、いいから引っ込んでいてくれ。俺は問題ない」

　現れた巨体の魔物に気がついて、離れた場所で戦いを見守るミリーシアとレンカが叫ぶ。

　カイムは特に気負うこともなく返事をしながら、後方の二人にヒラヒラと手を振った。

「グッヒッヒッヒッヒ！」

　ジェネラル・オークはカイムの方を見ていなかった。巨きよ大だいな豚の怪物はミリーシアとレンカを見つめており、その瞳は情欲に染まっている。

『あの牝は俺のものだ。必ず犯す』

　濁り切った瞳からはそんな意思がハッキリと伝わってきた。

「フンッ、狒ひ々ひ爺じじいみたいに好色そうな目をしやがって。豚の分際で、戦いの最中に美女に見み惚とれてるんじゃねえよ！」

　ジェネラル・オークはカイムから視線を逸そらし、二人の女性を見ている。カイムを敵とみなしていない。手下を皆みな殺ごろしにしたカイムに、「お前なんて相手をする価値もない」と舐なめてかかっていた。

「格下の相手に見下されるのは気分が良くないな。とりあえず……殺すか？」

「ブフオオッ!?」

　カイムの身体から爆ばく発はつするような勢いで強きよう烈れつな殺意が放たれた。肌を削けずるような鋭するどい殺さつ戮りくの意思をぶつけられ、弾はじかれたようにジェネラル・オークが振り返る。

「どうした、冷や水を浴びたような顔をしてるぞ？　ようやく気が付いたのか……自分が狩かられる側の存在だと」

「ブフウッ……！」

「そうだ。怒おこれ怒れ。怒いかりを振り絞しぼってぶつけてこい。正面から叩き潰してやるからよ！」

「グモオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　カイムの挑ちよう発はつを受け、ジェネラル・オークがカイムめがけて襲いかかってきた。太い腕に握りしめているのは巨大な鉈なたのような剣。おそらく、旅人か冒険者から奪い取った物だろう。

　ジェネラル・オークの太た刀ち筋すじには技術も何もあったものではない。腕わん力りよくに任せて剣を振り下ろすという原始的な戦い方だった。

「闘鬼神流――【青せい龍りゆう】！」

　だが……それが通用するのはせいぜい一流の戦士まで。超ちよう一いち流りゆうの達人、カイムのような常識外れの怪物には、ジェネラル・オークの荒っぽい技など蟷螂とうろうの斧おののようなものだった。

「フンッ！」

「グブフウッ!?」

　カイムは圧縮魔力をまとった右みぎ腕うででオークの大たい剣けんを受け止めた。金属がぶつかり合うような音が鳴り響ひびき、火花が散る。しかし、カイムにはかすり傷すらできていない。

「腕わん力りよく頼だのみの鈍にぶい刃やいば……せめて、刀身に魔力を通すくらいのことはしてもらいたいな」

「グッフォオッ!?」

「遅せえよ、今さら逃がすか！」

　慌あわてて退こうとするジェネラル・オークに反はん撃げきを叩きこむ。右手を袈け裟さ懸がけに振り抜いて、大剣もろともジェネラル・オークを両断する。

　巨大な体たい躯くが斜ななめに切断され、ズルリと上半身が地面に滑すべり落ちる。残された下半身も少し遅おくれて地面に倒れていく。

　闘鬼神流・基本の型――【青龍】

　これは腕などに纏まとわせた圧縮魔力を極限まで研ぎ澄まし、刃のような性質を持たせる技である。小刻みに振しん動どうを繰り返す魔力の刃は『高周波ブレード』と呼ばれるものに類るい似じしており、威い力りよくは見ての通り。熟練の鍛冶かじ師しが鍛きたえた名刀にも劣おとらぬ切れ味だった。

「すごい……これがカイムさんの御お力ちから……」

「馬鹿な……！　ジェネラル・オークは『伯爵級』の魔物。騎き士し団だんが討伐に駆り出されることもある怪物だぞ!?　まさかそれを単身で撃げき破はするなんて……！」

「『魔ま剣けん姫ひめ』、『暴風王』、『拳聖』……カイムさんはＳランク冒険者に匹敵する戦せん闘とう能のう力りよくを持っているようですね。どうして、これほどの実力者が無名だったのでしょう？」

　少し離れた場所で、ミリーシアとレンカが驚きに満ちた声で会話をしている。

　初めての経験だったが……美女に褒ほめ称たたえられるのは悪い気分ではなかった。カイムは軽く腕を回しながら得意げな表情で振り返る。







[image: ]







「さて……宣言通り、大だい丈じよう夫ぶだったろう？　このまま先を急ぐか？」

「は、はい……あ、出発する前に魔ま石せきを回収していきましょう。ジェネラル・オークの魔石となればそれなりの値で売れるはずです」

「魔石……ああ、あったな。そんなもの」

　カイムは思い出したように頷うなずき、二つに切断されたジェネラル・オークの死し骸がいを見下ろした。魔石は魔物の体内で作られる魔力の結けつ晶しようである。強力な魔物ほど大きく、純度の高い魔石が生成され、武器や薬を作る素材として高値で取引されるのだ。

「『伯爵級』の魔物の魔石となれば家が建つほどの値段になるはずです。他のオークの魔石も数が多いですし。集めておけば、しばらく生活に困らないと思いますよ？」

「そうか。それじゃあ、手早く回収するとしよう」

　カイムは腕に【青龍】の刃を纏わせ、ジェネラル・オークの身体を解体する。

　バラバラになった身体から魔石を抜き取り、同じことを他のオークにも繰くり返していく。いい加減な手つき。完全に魔物の解体をしたことがない初心者丸出しのやり方だった。

「うっ……」

　カイムの荒っぽすぎる解体に、ミリーシアが吐はき気けを催もよおして顔を背けた。

「あー……悪いな。こういう細かい作業は苦手なんだ」

「いえ……申し訳ありません。お手伝いもできず。オークの討伐もカイムさんに任せてしまい、本当に手間ばかりをかけてしまって……」

「構わない。護衛として雇われていることだし、仕事に含ふくまれている。感謝するなら報ほう酬しゆうをはずんでくれればいい」

「はい、必ず。絶対にカイムさんに満足いただける報酬を用意して見せます……絶対に！」

　ミリーシアが胸の前で両手を組み、何か重大な決意をしたような真しん剣けんな顔つきになる。

「…………？」

　カイムは妙に真に迫った様子のミリーシアに不思議そうな顔になりつつ、作業を再開させるのであった。
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「何だ……いったい、何なのだ。あの男は……！」

　オークの群れと戦っているカイムの姿を見て、レンカは胸の奥おくで溶よう岩がんのように熱いものが噴ふき出すのを感じていた。

（私が男に対して興味を持つだなんて……これは何の冗じよう談だんだ？）

　悔しそうに唇くちびるを噛みながら、レンカはバクバクと高鳴る胸の鼓こ動どうを抑おさえられなかった。

　レンカは東の大国であるガーネット帝国に生まれた。実家は騎士の家系であり、レンカもまた幼い頃ころから剣けん術じゆつを学んでいる。

　才能に恵めぐまれたレンカの剣の腕は同年代では勝てるものがいないほどで、訓練では男であっても容よう赦しやなく叩きのめしてきた。

　今回は盗とう賊ぞく相手に後おくれを取ってしまったものの、それはあくまでも不意打ちで襲撃を受け、さらにミリーシアを庇かばって戦っていたからである。実力で負けたとは思っていない。

　レンカにとって、男という生き物は図ずう体たいとプライドが大きいばかりの木で偶くの坊ぼう。尊敬や興味を向ける対象ではなかった。

（それなのに……どうして、あの男が戦っている姿から目を逸らせないのだ？　この私が、まるで恋する乙おと女めのように……！）

「カイムさん、なんて素す敵てきなのでしょう……やはり、貴方あなたは私の運命の人……！」

「み、ミリーシアお嬢じよう様さま!?」

　レンカの隣となりでは、馬から降りたミリーシアまでもが夢見るような瞳でカイムを見つめていた。頬を薔ば薇ら色いろに染めて、瞳を潤うるませて……まるで恋する乙女のように。

（ま、まさか私もこんな顔をしているのか!?　この私が!?）

　レンカは思わず頬に両手を当てた。

　洞どう窟くつで助けられてから、カイムのことは気になっていた。それは見知らぬ男に助けられて貸しを作ってしまったことへの苛いら立だちだと思っていたが……まさか、それ以上の感情があるというのだろうか。

（あ、ありえない！　そうだ、これは薬の後遺症か何かだ。盗賊におかしな薬を飲まされたせいで、身体がまだ混乱しているのだ！）

「ゴアアアアアアアアアアアアアッ！」

　レンカが必死に言い聞かせていると、森の奥から巨大なオークが現れた。変異種であるジェネラル・オークだ。

「いけない！　カイム殿、早く逃げるんだ！」

　いくらカイムが強いといっても、単身で『伯爵級』の魔物に勝てるわけがない。レンカが慌てて叫ぶが……その心配は完全に杞き憂ゆうだった。

　カイムは武器すら使うことなくジェネラル・オークを打ち倒し、無傷で勝利したのである。

「馬鹿な……！」

　勝てるわけがないと思っていたのに、あっさりと勝利してしまった。

　あり得ないほどの強さ。これまで出会ってきた全ての男を上回る圧あつ倒とう的てきな強者。

（何という常識はずれな強さだ。カイム殿を見ていると、見ていると……！）

「ぬ、濡ぬれる……」

　レンカは思わず、そう口にしてしまった。

　カイムを見つめていると下腹部が熱くなって堪らない。ジクジクと女性特有の蜜みつが滲にじんできて……甘あまい痺しびれが全身に走る。

（あ、あの男に尻しりを叩いてもらいたい……首輪をつけて、町中引きずり回して欲ほしい……）

「……って、私は何を言っているのだ!?　この私が、まるで痴ち女じよみたいに……!?」

「レンカ、何をしているのです。早く行きますよ」

「は、はいいいいっ！　すぐに行きます！」

　甘い妄もう想そうに浸ひたっていたレンカは、慌てて主人を追いかける。

　彼かの女じよが歪ゆがんだ性せい癖へきに目覚める日は、刻一刻と近づいてきているのだった。
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　オークの襲撃を乗り越こえた一行は、ようやく目的の町へ到とう着ちやくした。

「これはもしかして海……じゃなくて、でっかい川なのか!?」

　丘おかの上からその町を見下ろし、カイムは子供のように叫んだ。

　視線の先には景色を上下に両断しながら広大な運河が流れており、そのほとりに大きな町が築かれていた。ジェイド王国とガーネット帝国を隔へだてる河か川せんである『フルーメン大河』。そして、そのほとりに築かれた国境の町『オターリャ』への到着である。

「すごい……すごいな！　あんなに広くてデカい川は初めて見たぞ！」

　カイムが住んでいた村にも川くらい流れていたが、もちろん、フルーメン大河とは比べる余地もないような小さなものである。

　カイムは生まれて初めて見る大河の景色に瞳を輝かせて両手を上げる。

「ふふっ、カイムさんってば子供みたい」

「意外と幼いところがあるのだな。少しだけ、印象が変わったぞ？」

　思わずはしゃいでしまったカイムの姿に女性二人が微笑ほほえましそうな顔になっていた。

「なっ……仕方がないだろうが！　こんな大きな川は初めてなんだから!?」

「いえいえ、悪いなんて言っておりません。むしろ可愛かわいくて素敵です」

「貴き殿でんはもっと冷れい酷こくで感情の乏とぼしい人間かと思っていたが……私の勝手な思い込みだったらしい。謝罪させてもらう」

「謝らなくていいから忘れてくれると有り難がたいんだけどな！　ああ、畜ちく生しようめ！」

　カイムは照れ臭くささを隠かくすために頭を掻いて、逃げるように丘を駆け降りた。町の正門に向かっていくと、そこには長ちよう蛇だの列ができている。

「……どうやら、衛兵の検問があるようだな。これだけ大きな町だから当然なのか？」

「王国で指名手配された犯罪者が帝国に逃とう亡ぼうしようとすることが、よくあるからな。町の入口で食い止めているのだ」

　三人は列の最後尾について、自分達の順番が回ってくるのを待った。並んでいる人間は多かったが、町の入口の衛兵も慣れたものらしく、スムーズに審しん査さを進めていく。

　一時間ほど待たされて順番が回ってきた。憲兵が三人を順じゆん繰ぐりに見て、端たん的てきに問いかける。

「町に来た目的は？」

「旅だよ。船で帝国に向かうつもりだ」

「フム……身分証は持っているか？　持っていないのなら銀貨一枚を払はらってもらうが？」

「いや、持ってないな」

　町の門もん扉ぴに立っている衛兵が単刀直入に聞いてくる。カイムも正直に答えた。

「だったら、こちらの宝玉に触ふれて名前を言え。犯罪者であれば、それでわかる」

「む……？」

　門の横に設置されたテーブルには拳大の透とう明めいな玉が置かれていた。水すい晶しよう玉だまのように見えるが……いったい、これは何なのだろうか？

「これは犯罪者を判別するためのマジックアイテムで『天使の瞳』と呼ばれています」

　カイムの疑問にミリーシアが答える。

「事前に犯罪者として名前を登録している人間が触れると、この水晶玉が赤く染まるのです。もちろん、偽いつわりの名前を告げても赤くなります」

「へえ……嘘うそを判断する道具というわけか。面白いな」

「ちなみに、これを開発したのは『ファウスト』という名前の魔ま術じゆつ師しなのですが、その方も現在は犯罪者として水晶玉に名前を登録されているそうですよ。皮肉な話ですけど」

「…………」

　聞き覚えのある名前を聞いた気がするが……カイムはあえてスルーすることを選んだ。

「水晶玉に触さわって名前を言えばいいんだな…………カイム。姓せいはない」

　嘘はついていない。『カイム・ハルスベルク』という男はもうどこにもいない。『毒の女王』と融合して、別人として生まれ変わっている。

　案の定、水晶玉に反応はなかった。透明のままである。

「……問題ないな。通行税を払って通って良い」

「ああ、ご苦労さん」

　カイムは通行税として銀貨一枚を納めて、町の門をくぐった。

　どうやら、犯罪者として登録されてはいなかったようだ。父親にして伯爵である男をぶちのめしたのだが……まだ手配は回っていないようである。

「私達はこれで頼たのむ」

　レンカが身分証らしき紙を憲兵に見せる。ちゃんと身分証を所持しているようだ。ミリーシアの分と合わせて銀貨一枚を支払って町の中に入ってくる。

「無事に町にたどり着いたわけだが……これから、どうするつもりだ？」

「とりあえず、今日はもう遅いので宿を取るのはどうですか？　明日にでも対岸に渡わたる船を予約して、河の向こう側に渡りましょう」

　カイムの問いにミリーシアが答えた。

　オターリャはフルーメン大河の西側にあり、河を渡って東側はもう帝てい国こくである。河の東側にも町があり、大河を挟はさんだ二つの町の間では毎日のように交易が行われている。

「カイムさんは帝国に行ったことがないのですよね？　向こうでは案内いたしますね？」

「それは助かる。楽しみだな……ガーネット帝国」

　カイムはまだ見ぬ土地に思いをはせて、瞳を輝かせた。

「とりあえず……ミリーシアの言う通りに今晩の宿を探すとしよう。もちろん、部屋は別々で良いよな？」

「え……？　私は別に同じ部屋でも構いませんけど……」

「当然ですとも！　ねえ、お嬢様！」

「う……そうですね。別の部屋で我が慢まんしますわ」

　どこか残念そうな顔になりながら、ミリーシアは渋しぶ々しぶ頷うなずくのであった。




　オターリャの町で一いつ泊ぱくすることになったカイム達はすぐに宿を探した。

　交易都市である町には数多くの宿が軒のきを連ねている。部屋の一つや二つ、すぐに見つかるだろうと高を括くくっていたのだが……そこで思わぬ苦戦を強しいられてしまう。

「残念だけど……二つも部屋は空いてないなあ。ウチの宿はもう満室だよ」

「む……そうか。ここも空いてないか……」

　宿屋の店主の言葉にカイムは肩かたを落とす。

　宿を探し始めて、この店でもう十じつ軒けん目。まだ部屋が決まる様子はなかった。すでに夕刻に差しかかる時間帯となっており、宿を決めるには遅い時間帯になっている。

「どうしましょう……このままでは野宿になってしまいますよ？」

「ムウ……私だけならばまだしも、お嬢様を路地裏で寝ねかせるわけにはいかない」

　ミリーシアとレンカも不安そうな顔になっていた。カイムも野宿は構わないのだが、せめて女性二人の寝ね床どこは確保したいところである。

「参ったな……どこか空いている宿があればいいんだが……」

　宿の受付前で考え込んでいると、エプロンをつけた少女がスタスタと歩いてきた。

「お父さん、あの部屋だったら泊とまれるんじゃない？」

「あの部屋……ああ、あそこが空いていたか！」

「何だ、泊まれる部屋があるのか？」

　店主と娘むすめの会話に、カイムは首を傾かしげて尋たずねた。

「一部屋だけなら何とか。ある冒険者さんが前まえ払ばらいで借りてたんだけど、ギルドで依い頼らいを受けて出かけたきり帰ってこなくてねえ。今日で前金で貰もらっていた宿しゆく泊はく料りようが切れるんだよ」

　店主が困ったような顔でアゴヒゲを撫なでる。

「だけど……あそこは一人部屋だからな。詰つめれば二人ぐらいベッドで寝れなくもないけど、一人は床ゆかで寝てもらうことになるよ？」

「ああ、構わない。ミリーシアとレンカだけ泊まるといい。俺おれは外で適当に探すから」

　カイムだけならば、宿が見つからずとも路地裏で毛布にくるまって眠ねむればいい。

　後ろの女性二人を振ふり返って提案するが……ミリーシアが胸の前で両手を振った。

「ダメですよ！　カイムさんだけ表で寝かせるわけにはいきません！　どうか一いつ緒しよに部屋に泊まってください！」

「お嬢様、カイム殿は男性ですよ!?　いくら何でも同室で寝てもらうわけには……」

「男性ですが、それ以前に恩人でもあります！　命を救ってくださった御お方かたを野宿させるなんて、人として許されることではありません！」

　ミリーシアが胸を張って言い切った。その言い分は筋が通っているのだが……同年代の女性と同じ部屋で寝ね泊とまりするなんて、カイムには経験のないことである。

「俺のことなら気にしなくていいぞ？　町に来るまではテントで野宿してたわけだし……」

「いけません！　どうしてもと言うのであれば、私が外で寝ますからカイムさんがベッドで寝てください！」

「……鬼き畜ちくかよ。女を野宿させて、ぬくぬくと布ふ団とんにくるまれて眠れるわけねえだろうが」

「それなら、一緒の部屋で寝ましょう。私が良いと言っているのだから構いませんよね？」

「…………」

　ミリーシアが有う無むを言わせぬ笑え顔がおで追い詰めてくる。カイムが言い返す言葉もなく押おし黙だまると、カウンターの向こうにいる中年の店主が手を伸のばして肩を叩たたいてきた。

「兄あんちゃん、女がここまで覚かく悟ごを決めてるんだから。男を魅みせなよ！」

「……絶対、違ちがう意味で取ってるだろ？　俺おれ達たちはそういう関係じゃないんだよ」

「最初は誰だれだって未経験者だ。オレも母ちゃんと初めて寝た時はガチガチに緊きん張ちようしたもんだぜ。いざとなったら、女の方から乗ってもらって天てん井じようのシミでも数えてたらいいんだよ！」

「……天井のシミって何だ？」

　理解は全くできないが力強いアドバイスを与あたえられ、カイムは途と方ほうに暮れたように肩を落とす。無事に宿が決まり、三人同室でのお泊とまりが決定したのである。




　カイムとミリーシア、レンカの三人は宿屋の空き部屋へと通された。

　通された部屋は二階の角部屋。あまり日当たりも良くない北側の部屋である。

「はいはい、こちらのお部屋にどうぞー」

　店主の娘さんの案内で部屋の中に通されると、そこにはベッドが一つと簡素なテーブルとタンスが詰めるようにして置かれていた。一人旅で泊まるならば十分な広さかもしれないが、三人で泊まるとなればかなり手て狭ぜまなスペースである。

「宿泊料に夕食代は含まれてます。受付横に食堂がありますから、てっぺんの時間までに下りてきてください。日が変わったら食堂閉めちゃいますから気を付けてくださいねー。それとお酒を飲むなら別料金になりますから、お財さい布ふを忘れないように下りてきてくださーい」

　看かん板ばん娘むすめの少女はハキハキとした口調で説明をする。カイムに毛布を手て渡わたして、「それでは、また後で」と部屋から出て行ってしまった。

「…………」

「…………」

「…………」

　三人を気まずい沈ちん黙もくが支配する。

（……いつまでも口を貝にしているわけにもいかないな。とりあえず、決めなくちゃいけないことを話すか）

　黙っていても埒らちが明かない。カイムがコホンと咳せき払ばらいをしてから口を開く。

「……ベッドはミリーシアが使うってことで問題ないよな。詰めればレンカも一緒に寝られるだろうが……」

「い、いや。私も床で眠らせてもらう。お嬢様と同どう衾きんなど畏おそれ多いことだ」

「そんな……私だけベッドを使うなんて、申し訳ないじゃありませんか！　使うのなら恩人であるカイムさんが使ってください！」

「だから鬼畜かよ！　女二人を床に寝かせて、どの面下げて偉えらそうにベッドで寝ろって言うんだよ！」

　カイムは遠えん慮りよをするミリーシアに言い含めるように言葉を重ねる。

「今の俺は雇やとわれだ。男としても雇こ用よう関係としても、ミリーシアを床に転がす選せん択たく肢しはないんだよ！　一人でベッドを使うのが忍しのびないのなら、レンカと寝ろ！」

「私も床で寝るぞ！　お嬢様のベッドに入るなど、無礼なことはできませんから！」

　レンカが強い口調で断言すると、ミリーシアが不服そうに整った柳りゆう眉びを歪める。薔薇色の唇を尖とがらせ……ポツリとつぶやく。

「つまり……レンカはカイムさんの隣で眠りたいということですね？　床で二人並んで横になりたいと言っているんですね？」

「なあっ!?　そんなわけないじゃありませんか！　どうしてそうなるのですか!?」

「床で寝るというのはそういうことでしょう？　この部屋はさほど広くはありませんし、どう頑がん張ばっても並んで眠ることになりますよ」

　宿屋の一人部屋は確かに広くはない。密着してしまうほど狭せまいわけでもなかったが……うっかり寝ね返がえりを打ったら、そのまま身体が重なってしまいかねない危機感はある。

「うっ……そ、それは……」

「あー……困るな。やっぱり」

　朝、目が覚めてすぐ横にレンカの顔があったら……カイムとしてもどうして良いかわからない。一日中気まずい雰ふん囲い気きになってしまいそうだ。

　レンカも「それは……」「いや、しかし……」と葛かつ藤とうするように唸うなっている。

「レンカ、一緒にベッドで寝ましょう。それとも……私も含めた三人で床に寝ね転ころがりましょうか？　私は構いませんけど……みんなで密着して眠ることになってしまいますよ？」

「…………承知いたしました。ベッドの隅すみをお借りいたします」

　最終的にレンカが折れる。ミリーシアとレンカがベッドを使い、カイムが床で寝ることが決定した。




　寝床についての話し合いを終えて、カイムら三人は宿屋の一階にある食堂へと下りて行った。食堂ではすでに大勢の宿しゆく泊はく客きやくが食事を摂とっている。酒を飲んで騒さわいでいる一団もいて、ガヤガヤとした賑にぎわいを見せている。

「お、アッチの席が空いているな」

　カイムは壁かべ際ぎわにあるテーブルを指差す。ミリーシアとレンカが並んで座すわり、テーブルを挟んだ対面にカイムが座った。すぐに先ほどの看板娘がやってくる。

「いらっしゃい、お客さん！　お飲み物は水とエールとどっちが良いですか？　エールは別料金になりますけど？」

「あ、私はお水で大丈夫です」

「私もお嬢様と一緒で」

「俺は……エールを頼んでみようかな」

「はい、お水を二つとエールが一つ。お水は無料で、お酒は銅貨三枚になりますねー」

「ああ、これで頼む」

　硬こう貨かを受け取った少女がエプロンをなびかせて食堂の向こうに消えていき、すぐに三つのコップを持って戻もどってくる。

「お料理もすぐにお持ちしますね。もうしばらくお待ちくださーい」

　小動物のようにチョロチョロと動き回り、少女は見ている周りが気持ちの良くなるように快活に働いている。ミリーシアが水の入った木製のコップに口をつけた。

「フウ……ようやく一息つけます。長旅で疲つかれてしまいました。ところで、カイムさんはお酒を嗜たしなまれるのですね？」

「ああ……まあ、な」

　カイムは曖あい昧まいな返事をして、コップに入った泡あわ立だつ液体に視線を落とす。

　実のところ、酒を飲むのはこれが初めてである。興味本位で頼んでみたのだが……コップの中から独特の匂においが香ってきて、口をつけるのには少しだけ勇気が必要だ。

（『毒の王』になったおかげで、俺の身体はどんなに強力な毒にだって耐たえられる。酒くらいでどうにかなるとは思わないが……何事も経験だな）

　カイムは意を決して、コップに注がれたエールを一気に飲み干した。麦の香こうばしいほろ苦さと共に、生まれて初めて身体に取り込こむアルコールの風味が喉のどの奥から鼻に抜ぬけていく。

　苦々しくもそう快感のある味わい。これは何とも言えず……

「…………うん、悪くない」

「美う味まい」とハッキリ断言できるほど味が理解できたわけではないが、この爽さわやかな喉のど越ごしはなかなかに気持ちが良い。一気飲みで喉が潤うるおったというのに、すぐに二に杯はい目が欲しくなってくる。気持ちが軽くなってきて不思議な感覚だった。

「すまん、追加で酒を頼む。三……いや、五杯ほど持ってきてくれ」

「あ、はーい。ただいまー」

　食堂の中を忙せわしなく走り回っている看板娘に追加注文をすると、それほど待つこともなく追加のエールが運ばれてきた。

　カイムはテーブルに並べられた酒をグイグイと水でも飲むように飲み干した。

「わあ……すごい……」

「カイム殿どのは……随ずい分ぶんと酒に強いのだな」

「ん……そうみたいだ。俺も今日、初めて知ったよ」

「初めてって……そんな馬鹿な」

　レンカが呆あきれて首を振るが、実際に酒を飲むのは初めてである。

「えっと……カイムさん、まだ飲みますよね？　お酒、追加しましょうか？」

「ああ、頼む。金は後で払うから立て替かえておいてくれ」

「いえ、構いませんよ。旅費と食事代くらいのお金は持ち合わせがありますから。ここは私が支し払はらわせてもらいますので、好きなだけ頼んでください」

　ミリーシアが包み込むような優やさしい笑えみで言ってくる。アルコールが入っていることもあって、カイムにはそんな彼女の背後に天使の羽のようなものが見えた。

（『酔よう』というのは奇き妙みような感覚だな。俺に毒の類は効かないはずなんだが……）

　カイムは頭に疑問を浮うかべながらも、ほとんど休みなく酒を飲み続けた。

『酒は百薬の長』という言葉があるように、適度な飲酒、適量のアルコールはストレスの軽減やリラックス効果をもたらすという。

　無論、飲み過ぎれば肝きもの病をはじめとしたデメリットの方が多いのだが……カイムの場合、いくら酒を飲んでも『悪い効果』を発生させることはない。

『毒の王』たる力が酒が『薬』から『毒』に変わった瞬しゆん間かんに中和しているため、いくら多量の酒を飲んでもほろ酔い気分の心ここ地ち好よさを維い持じできるためである。

「フフッ、良い気分だ。やはり旅に出て正解だった。世界は今日も美しいじゃないか！」

「な、何だかすごく楽しそうですね、カイムさん……私も飲みたくなってきました」

　美味そうに酒を飲むカイムに、ミリーシアがテーブルのエールを見る。

「葡ぶ萄どう酒しゆは何度か飲んだことがありますけど、麦から造ったお酒はないんですよね。そんなに美お味いしいのなら飲んでみましょうか？」

「お嬢様、今日はカイム殿どのと一いつ緒しよの部屋に泊まるんですよ？　酔ったところで何されるかわかったものではありませんから自重してください！」

「ムウ……少しくらいなら良いではありませんか。カイムさんだったら何をされても、私は気にしませんよ？」

「私は気にするのです！　これまで蝶ちようよ花はなよと育ててきたお嬢様が、こんなどこの馬の骨ともわからない男に汚けがされるなんて……耐えられません！」

　レンカがぶんぶんと首を振る。頑かたくなな様子のレンカにカイムは呆れて眉まゆをひそめる。

「おいおい、酒くらい良いじゃないか。それに抵てい抗こうできない女に乱暴を働くゲス呼ばわりは流石さすがに傷つくぞ？」

「カイム殿の問題ではない！　殿との方がたと一緒の時に油断しないようにと説いているのだ！」

「ふうん、貴族の令れい嬢じようというのは面めん倒どう臭くさいんだな」

　妹……アーネットはもっと奔ほん放ぽうで自由だった気がするが、やはり生きつ粋すいのお嬢様は違うということだろう。自由に酒も飲めないというのは哀あわれなものだ。

「身持ちが堅かたいのは結構だが……宿屋でくらい気を抜けよ。四六時中そんな有様じゃ、体力が保たないぜ？」

「そうです、レンカは気にしすぎですよ！」

「あ！」

　ミリーシアがレンカの隙すきを見て、カイムの飲みかけのエールを奪うばい取った。

　レンカが止める隙もなくコクコクと喉を鳴らしてエールを飲み、「ふう」と息をついた。

「葡萄酒とは随分と風味が違いますね。それに……何だかとても身体が熱くなってきました。葡萄酒よりも酒精アルコールが強いのでしょうか？」

「おいおい……それは俺の飲みかけなのだが？」

「良いではありませんか。足りなければ追加で注文いたしますよ？」

「……まあ、金を払うそっちが気にしないのであれば別に構わんが」

　どうして手つかずのエールがあるのに、わざわざ男が口をつけたものを取るのだろうか。カイムは不思議に思って首を傾げながら、新しいエールに手を伸ばす。

「お嬢様……何というはしたないことを……」

「レンカも飲んでは如何いかがですか？　見た目よりも爽やかで美味しいですよ？」

「……いりません。私は真面目な護衛ですから」

　堂々と飲酒をしているカイムへの皮肉なのか『真面目』という部分を強調して言って、レンカは拗すねたような表情で水をチビチビ飲む。

　やがて宿屋の看板娘が料理を運んでくる。その頃には、カイムが飲み干して空になったコップが大量にテーブルに置かれていた。

「おい……あの男、見てみろよ」

「すげえザルだな……まるで鯨くじらじゃねえか」

　樽たる一杯分にも届くであろう酒を飲んだカイムに他の客の視線も集まっていく。かつてないレベルの酒しゆ豪ごうの登場に呆れと称しよう賛さんの声が上がる。

「おいおい！　盛もり上がってんじゃねえかよお！」

　しかし、変に目立ってしまったことで良からぬ人間の視線も引いてしまったらしい。離はなれた場所に座っていた三人組の男が、カイム達のテーブルまでやってきた。

「こんな美女を連れてるくせに酒に夢中かよ！　いただけねえなあ！」

「ヒッヒッヒッ！　こりゃあ、酔ってる隙に女を持ってかれても文句は言えねえよなあ！」

「……誰だ、貴様らは」

　ズカズカと不ぶ躾しつけにやってきた男達をレンカが睨にらみつける。

　三人組の男達たち――その中でもっとも大おお柄がらなスキンヘッドの男が「バンッ！」と音を鳴らしてテーブルを叩く。

「ガキが二人も女を連れて生意気なんだよ！　酒じゃなくてママンの乳でもしゃぶってた方がお似合いだぜ！　ギャハハハハハハハッ！」

「…………」

　気持ち良く酔っぱらっていたところに現れた闖ちん入にゆう者しや。カイムはジロリと横目に男達を睨み付け、無言のまま怒ど気きをにじませた。

　そんなカイムの様子に気がつくことなく、男達は「ガハハハ」と笑う。

「なあ、姉ちゃん達！　こんな酔っぱらいは放っておいて、俺達のテーブルに来いよ！　たっぷり楽しませてやるぜ？」

「そうそう！　食事の後はこっちの部屋で休むといいぜ。ゆっくり休めるかはわからねえけどな！　ヒャッヒャッヒャッ！」

「天国に連れてってやるぜー。戻って来れる保証はないけどな！」

「……下げ種すが」

　耳みみ障ざわりな男達の言葉に、レンカはすぐに彼かれらの目的を悟さとった。男達はミリーシアとレンカ……美び貌ぼうの女性二人の色香に惑まどわされ、無む謀ぼうにもナンパに来たのだろう。

　男達もまた酒を飲んでいるらしく顔を赤く染めていた。典型的な酔よっ払ぱらいである。

「悪いが……貴様らの誘さそいに乗るほど、私もお嬢様も安くはない。さっさと失うせろ」

「気の強い姉ちゃんだなあ！　こういう女を泣かせるのも気持ち良いんだよなあ！」

「貴様、無礼な……！」

「鬱うつ陶とうしい。消えろ」

　レンカが怒おこって立ち上がるよりも先に、カイムが暴言を吐きつけた。

「人がせっかく気持ち良く飲んでるんだから邪じや魔まをするな。というか死ね。ハゲ頭を爆はぜさせて粉々になれ。お前らみたいなクズはバラバラになって畑の肥料にするくらいしか利用価値がないんだよ。もしくは家か畜ちく小屋の糞ふんまみれの土に還かえれ。二度と戻ってくるな」

　普ふ段だんならばもっと穏おん便びんな対処をするのだろうが……酒が入っていることもあり、カイムは容赦ない言葉を浴びせる。

　あまりの暴言に男達はポカンとするが、言葉の意味を理解したのか怒いかりに表情を歪める。

「て、テメエ……俺様を誰だと思っていやがる！　俺様は帝国で知らぬものがいない一流の冒ぼう険けん者しや、『竜りゆう殺ごろし』のザッハルム様だぞ!?」

　スキンヘッドの男がカイムのすぐ前に立ち、モリモリの筋肉を見せつけて自分の強さをアピールした。しかし、帝国人であるミリーシアとレンカは顔を見合わせて首を傾げる。

「ザッハルムという冒険者は聞いたことがありませんけど……レンカ、知ってますか？」

「知りません。『竜殺し』とは御ご大たい層そうな名前ですが、本当に有名なのでしょうか？」

「……二人は知らないそうだぞ。自じ称しよう『竜殺し（笑）』のザッハルム殿」

「て、テメエ……！」

　カイムが煽あおるように言うと、ザッハルムと名乗った男は筋肉を見せつけたポーズのまま、ピクピクと頭の血管を震ふるわせる。怒りの炎ほのおを燃やして爆ばく発はつ寸前になっているザッハルムに、カイムはさらに油を注そそぎ込む。

「つまり……アレだな。コイツらは帝国で冒険者をしていたが、ろくに成果を出すこともできずにジェイド王国に流れてきたわけだ。その挙句に『竜殺し（爆ばく笑しよう）』とかイキリ倒たおして宿屋の食堂で女を引っかけようとしてるってことだな。ダサ過ぎて涙なみだが出そうだ」

「うっ……ぐっ……こ、この……！」

　身も蓋ふたもない評価を受けて、ザッハルムがスキンヘッドの頭を真っ赤に染める。もちろん、酒ではなく怒りが原因である。

「ガキが……もう許さねえ！　ぶっ殺してやる！」

　ザッハルムがいよいよ怒りを爆発させてカイムめがけて殴なぐりかかった。その拳こぶしはそれなりに速く、大柄な体格による重みもある。魔ま力りよくによる身体強化も込められていた。

　どうやら、攻こう撃げきに魔力を込める程度には熟練度のある冒険者のようだ。ザッハルムの拳打がカイムの頭部に命中し……ゴキリと骨が砕くだける音が鳴る。

「ヒッ……!?」

「わあっ!?」

　周囲のテーブルからこちらを見ていた客が息を呑のむ。誰もがカイムの頭部が無残に砕けることを予感し、殴った張本人もニヤリと会心の笑みを浮かべる。

「フン！　雑魚ざこが……って、痛てええええええええええええええええっ!?」

　しかし、ザッハルムが激痛に顔を歪めて悶もん絶ぜつする。床を転げまわって喚わめき散らすザッハルムに手下二人が慌あわてて駆かけ寄った。

「ちょ……ザッハルムさん!?」

「何で転がってるんすか……って、指折れてるじゃねっすか！」

　手下が目にしたのは、ザッハルムの拳が無残に砕けて指が折れ曲がっている光景だった。

「な、何だああアアアアアアッ!?　どうして俺の拳のほうが砕けてるんだよおおおおおっ!?」

「ハッ！　雑魚が。他た愛あいもないな！」

　カイムが椅い子すで脚あしを組んだまま、嘲ちよう笑しようする。

　肩を上下させて笑うカイムに、ミリーシアが恐おそる恐る訊たずねる。

「えっと……カイムさん、何をしたのですか？」

「別に何もしていない。御ご覧らんの通り座ってただけだ」

　実際、カイムは特に何もしていない。

　闘とう鬼き神しん流りゆうを修めた人間は圧縮魔力をまとうことで鋼鉄に近い防ぼう御ぎよ力りよくを得ることができる。カイムは相手の打だ撃げきに合わせて魔力を集中させ、頭部を硬こう化かしただけである。

　ザッハルムがした行こう為いは無防備な素す手でで鉄板を殴りつけたようなものである。自分の拳が砕けてしまうのも自然なことだった。

「この程度の相手だったら……小指一本で十分だな」

「ひぎっ!?」

　カイムは砕けた腕うでを抱かかえて悶もだえている男へ小指の先を突つき出した。同じく圧縮魔力で強化された指先が、アイスピックのようにスキンヘッド男の左胸に突き刺ささる。

「わかるか……俺の指は今、お前の心臓に触れている」

「ヒッ……！」

「あと一センチ、この指を押し込めばお前の心臓は破は裂れつするだろう。ガキ呼ばわりした相手に命を握にぎられるのはどんな気分だか、教えてくれよ」

　普段であれば、カイムもここまで嬲なぶるようなことはしない。しかし……アルコールによる高こう揚よう。連れの女性にちょっかいをかけられた苛いら立だちから、いつもより過激になっていた。

「ゆ、許してくれ……俺が悪かったから……！」

「ああ、構わないぜ」

「へ……？」

　命いのち乞ごいをされると、カイムはあっさりと胸に刺した指を抜いた。傷口からはほとんど血が出ていない。小さく痕あとがついているだけで、先ほどの出来事が幻まぼろしだったように痛みもない。

「酒の席の出来事だから見み逃のがしてやるよ。ただ……これ以上、俺の連れにちょっかいをかけるのなら相応の覚悟をしてもらうが？」

「わ、わかってる！　悪かったって！　もうしねえよ、絶対に！」

　ザッハルムは手下を連れて足早に逃にげていく。小物全開の男達を見送ることなく、カイムはグイグイとエールを飲み干した。

「カイムさん……また助けられてしまいましたね！　私、感激しましたわ！」

「……礼は言わない。あんなチンピラ、私でも追い返すことができていたからな」

　ミリーシアが華はなやいだ表情で両手を合わせ、レンカが唇くちびるを尖らせて腕を組む。

　カイムは何でもないことだとばかりに肩をすくめ、コップをテーブルに置いた。

「礼なんていらないな。酒が不ま味ずくなる雑味を取り除いただけだ。それよりも……追加でエールを頼んでも構わないか？」

「はい、カイムさんの好きなだけ。支払いは私が持ちますから！」

　ミリーシアが看板娘の少女を呼んで追加のエールを注文する。ついでに、隙ありとばかりに飲みかけのエールをかすめ取って口をつけた。

　結局、カイムはそれから二十杯以上もエールのコップを空けて、とんでもない酒豪ぶりを発揮して食事を終えたのである。
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「フー、満足満足。あれが酒の味……溺おぼれて人生を台無しにする人間が後を絶たないのも道理だ。堪たまらない旨うまさだったぜ」

「本当にお酒に強いのですね。そういうところも素す敵てきですよ」

「呆れたものだな……明らかに飲んだ酒の量は胃い袋ぶくろの大きさを超こえているだろうに」

　ご機き嫌げんな様子のカイムに、ミリーシアが何故なぜか嬉うれしそうに声を弾はずませ、レンカは呆れたように肩を落とす。食事を済ませた三人は宿屋の二階にある部屋に戻ってきた。カイムはそのままゴロリと床に横になり、毛布を被かぶって仰あお向むけになる。

「さて……俺はこのまま寝させてもらおうか」

「あ、その前に明日の予定についてですけど……船のチケットを取って、出港の時間までは町を見てまわるというのはいかがでしょう？」

　ミリーシアの言葉に、カイムは寝転がったまま首しゆ肯こうする。

「問題ない。ところで……船のチケットはすぐに取れるものなのか？」

「チケット自体はすぐに取れるが……定期船は行商人で予約が埋うまっている可能性が高い」

　カイムの疑問に、レンカが主に代わって説明する。

「実際に河の対岸に渡ることができるのは数日後になるはずだ。それまで、しばらくは宿屋暮らしになってしまうな」

「俺は別に構わないけどな。ここは初めて訪おとずれる町だからゆっくり観光もしたいし、急ぐ旅というわけでもないからな」

　父親――ケヴィン・ハルスベルクがカイムを犯罪者として告発し、この町まで手配が回ってくるまで、もうしばらくは時間があるだろう。

　それはそうとして、カイムはふと気になっていたことをミリーシアに問いかける。

「ところで……ミリーシア。お前、さっきからやけに顔が赤くないか？」

「え……顔ですか？」

　指し摘てきされたミリーシアが両手を頬ほおにそえた。

　ランプの明かりに照らされたミリーシアは頬が紅潮して薔ば薇ら色いろに染まっている。元々の肌はだが白いだけに染まった肌の変化がはっきりとわかってしまう。明らかに食事前よりも肌が赤くなっていた。

「そういえば、さっきから身体が熱いような……酔っぱらってしまったのでしょうか？」

「俺の飲みかけを少し飲んだだけだろう？　酔っぱらうほど酒を口にしてはいなかったと思うが……酒精アルコールに弱い体質なのか？」

「そんなことは……ないと思いますけど。強いわけではありませんが、パーティーなどの席では何度か飲んだことはありますし」

　ミリーシアがパタパタと手で顔を扇あおぐ。カイムに指摘されたことで、身体の熱を自覚してしまったのだろう。レンカが部屋の窓を開いて外の空気を入れる。

「やはりエールが身体に合わなかったのではないでしょうか？　お嬢じよう様さまがこれまで飲んだお酒は上質な葡萄酒などでしたし、下々の酒を身体が受けつけなかったのでは？」

「その『下々の酒』をたらふく飲んだ俺の前で言ってくれるじゃないか。雑味もなかったし、肉体の害になるような成分はなかったと思うけどな」

　麦から造られたエールは貴族が嗜んでいるワインなどと比べれば品性が劣おとるかもしれない。しかし、決して馬鹿にされるような味ではなかったと断言できる。

「慣れない酒で酔っ払ったというだけだろ？　気分が悪いのなら、さっさと横になれよ」

「そうですね……カイム様のお言葉に甘あまえて、そうさせてもらいます……よっと」

「なっ……!?」

　ミリーシアが急にドレスを脱ぬぎだした。レース地の白い下着が露あらわになり、形の良い乳ち房ぶさがカイムの目の前に現れる。

「ちょ……お嬢様!?」

　レンカが慌てて床に落ちたドレスを拾い、主人の肌を隠かくそうとする。

「どうかしましたか、レンカ？」

「どうかしたかではありません！　男の前で服を脱ぐだなんて、何を考えているんですか!?」

「男って……良いではありませんか。カイムさんしかいませんし」

　ミリーシアが酒で赤くした顔でヘラッと笑う。

「カイム様でしたら、見られても気にしませんよ。むしろ見て欲ほしいくらいです。カイム様のことはとっても信しん頼らいしていますから」

「し、信頼って……それとこれとは、話が別ではありませんか！」

「ほら、レンカも寝ね間ま着きに着き替がえるのでしょう。私が手伝ってあげます」

「なあっ！　ちょ、お嬢様！　やめてください！」

　ミリーシアがレンカの服を掴つかみ、グイグイと引っ張って脱がせようとする。完全なセクハラである。もはや酔っ払いにしか見えなかった。

「普段から私に仕えてくれている御お礼れいですよ。大人しく脱いでください」

「ちょ……そんなに引っ張らないでください！　ぱ、パンツを脱がせるのはさすがに……！」

「あー……」

　カイムは目の前で繰くり広げられている痴ち態たいに、気まずそうに顔を引きつらせる。

「お楽しみのところを申し訳ないが……俺は出て行った方がいいのか？」

「…………！」

　レンカが弾はじかれたようにカイムの方を見て、カッと怒りの表情になる。

「さっさと出て行け！　この不ふ埒らち者ものが！」

「……了りよう解かい」

　声に押し出されるようにしてカイムは部屋から出て行った。

　扉とびらごしに黄色い声と衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

「……やれやれ。騒そう々ぞうしい夜だな」

　カイムは廊ろう下かの壁にもたれかかり、そっと溜ため息いきをついたのであった。




　ミリーシアとレンカが寝間着に着替えるのを待って、その日は就しゆう寝しんすることになった。

　二人がベッドに並んで眠り、カイムは床で毛布にくるまって横になる。

「スウ……スウ……」

「クー……ムニャムニャ」

「……眠れるわけねえだろうが。何だよ、この状じよう況きようは」

　もちろん、意識してのことではないのだろうが……女性の吐と息いきというのは、どうしてこうも艶なまめかしく聞こえるのだろう。

　少し視線を動かせば、薄うす着ぎの寝間着姿で眠っている彼かの女じよ達たちの姿を拝むことができる。とてもではないが眠っていられるシチュエーションではなかった。

「クソ……何だ、この心臓の高鳴りは……！」

　二人とはここまで旅をしてきたが……もちろん、野営などは別々のテントで休んでいた。同じ空間で眠るのは初めてのことである。

「スウ……スウ……」

　カイムがゴソゴソと居い心ごこ地ち悪そうに身じろぎをするが、ミリーシアもレンカも目を覚ます様子はない。やはり長旅で疲れているのだろう。

　最初はカイムのことを警けい戒かいしていた様子のレンカでさえ、明かりを落として十分も経たたないうちに寝ね息いきを立てていたのだから、よほど疲ひ労ろうしていたに違いない。

（無理もないな。女……それも片方は貴族の令嬢だ。途と中ちゆうで仲間を殺されて盗とう賊ぞくに捕つかまったりして、安あん眠みんもできなかったのだろう）

　考えても見れば、数すう奇きな運命である。数日前まで『呪のろい子』としての生活に絶望して人生を諦あきらめていたカイムが、帝てい国こくの貴族らしき美少女と一緒に旅をしているとは。

　こんなことになるだなんて、森のボロ小屋で暮らしていた頃ころには思いもしなかった。

「消えろ雑念……旅の同行者に失礼だろ」

　カイムは鋼の意志で女性二人に背中を向けて、どうにか眠りの世界に旅立とうとする。

　目をキッチリと閉じて、頭の中で「オークが一いつ匹ぴき、オークが二匹ひき……」と数えること十数分。ようやく、睡すい魔まに襲おそわれてカイムの意識が薄うすれていった。

「……………………………………………？」

　そのまま夢の世界に旅立とうとするカイムであったが、ふと感じるものがあり、瞼まぶたを開く。

「あ……起こしてしまいましたね。カイムさん」

「は……？」

　そして、目の前にある予想外の光景に間ま抜ぬけな声を漏もらした。

「うふふ……カイムさんの寝ね顔がお、とっても可愛かわいかったですよ……強くて格好良くて、おまけに可愛いだなんて反則ですよ」

　いつの間にか、カイムの眼前に一人の女性がいた。金色の髪かみ、青い瞳ひとみ。窓から差し込む月明かりに浮き彫ぼりになったのは……旅の同行者であるミリーシアである。

「なあっ!?」

「うふふっ」

　妖よう艶えんな笑みを浮かべたミリーシアが、寝間着を乱して胸むな元もとを露ろ出しゆつさせた格好でカイムの身体に跨またがっていた。

「ちょっ……ええっと……あ、夢か？」

　珍めずらしく混乱したカイムは異常事態をそう結論付けるが……下半身に感じる重み、柔やわ肉にくの感かん触しよくは紛まぎれもなく本物である。

「夢じゃない!?　何やってんだ、ミリーシア!?」

　半はん裸らの姿で自分に跨っているミリーシアに、カイムは泡あわを喰くったように叫さけぶ。

「どうやったらこんな展開になるんだよ!?　痴ち女じよか、お前は！」

「カイムさんが悪いんですよ。私、本当はこんなエッチな女の子じゃないんですから……」

「はあっ!?」

「私をこんなに夢中にさせて……責任を取ってください」

「…………!?」

　盗賊から救出して以来、ミリーシアの行動や態度からは自分に対する好意を感じていた。だが……いくら何でも、こんな夜よ這ばいじみた真ま似ねをされるような覚えはない。

（それに……何だ、この眼は……？）

　カイムは気がついた。瞳を熱っぽく潤うるませるミリーシアであったが、そこには狂くるおしいほど激しい情欲の色が浮かんでいる。その瞳には見覚えがあった。盗賊が根城にしていた洞どう窟くつで媚び薬やくを飲まされていた時とそっくりの目だ。

「まさか……薬の後こう遺い症しようなのか!?　今になって、禁きん断だん症しよう状じようでも出てきやがったか!?」

　大たい麻まをはじめとした一部の薬物には、服用後しばらくしてから禁断症状が現れるものがある。これまでそんな素そ振ぶりはなかったが、ミリーシアが飲まされた媚薬にもまた強力な依い存そん性せいや後遺症があるのかもしれない。

「お、お嬢様!?　何をしているのですか!?」

　カイムの叫びを聞いて、ベッドで眠ねむっていたレンカも目を覚ましたようだ。

　レンカはカイムに跨って嫣えん然ぜんと笑っているミリーシアの姿を見て、射殺すように瞳を険しく吊つり上げさせる。

「貴様……お嬢様に何をした!?　お嬢様に手を出してタダで済むと思っているのか!?」

「いやいやいやいやっ！　よく見ろ、襲われてるのはこっちの方だ！」

「ええい、お嬢様が男を襲うなどという淫みだらな真似をするわけがない！　これは貴様が悪い、悪いに決まっている！　そうでなくてはならんのだ！」

「うっわ……ヒデエ……！」

　どうして、こういうシチュエーションでは男が悪者にされてしまうのだろう。カイムは世の中の不条理を感じつつ、それでもレンカに助けを求める。

「わかった、事情はちゃんと説明するから……とりあえず、お前の主人を離してくれ！　このまま放っておいたら今に腰こしを振ふりだすぞ!?」

「クッ……まずはお嬢様の安全確保が先か！　やむを得まい……不埒者への成敗は後だ！」

「あんっ!?」

　レンカがミリーシアを羽は交がい締じめにして、カイムから引き離そうとする。しかし、ジタバタと抵抗されてなかなか上う手まくいかない。

「お嬢様、早く離れてください！　汚されてしまいますよ!?」

「ああん、邪魔しないでくださいっ！　私はカイム様に責任を取ってもらうんですー！」

「何を馬鹿なことを……！　お嬢様の貞てい操そうがこんなあったばかりの男に奪われるだなんて、そんなことがあっていいわけ……」

「もう、邪魔ばっかりして！　主人の命令をきけない悪い騎き士しにはお仕置きです！」

「んぐうっ!?」

　暴れるミリーシアが予想外の行動に出た。自分を羽交い締めにしてくるレンカにキスをしたのである。

「お、おじょうさ……んんうっ!?」

「うふふふ……」

　ピチャピチャと水音が鳴り、二人の美女が舌を絡からめあって濃のう密みつな口づけを交かわす。

　それはカイムの理解を超えた光景だった。何が起こっているのかわからない。わからないが……それが淫いん靡びな行為であることは理解できた。

「な、何だこのエロ過ぎる状況は……やっぱり夢じゃないのか……？」

　目の前で繰り広げられる行為にカイムは顔を引きつらせながらも魅み入いってしまう。

　淫靡で退たい廃はい的てきな光景を前にして、思わず「ゴクリ」と生なま唾つばを飲んでしまった。

　あまりにもカオスな状況に自分が淫いん夢むの中にいるのではないかと疑ってしまうカイムであったが……本当に混こん沌とんの渦か中ちゆうに放ほうり込まれるのはこれからである。

「んんっ……なっ、何だ!?　身体がポカポカして変な気分に……くうっ!?」

　レンカが突とつ如じよとして高い嬌きよう声せいを上げた。

　先ほどまで怒りに支配されていた瞳が見る見るうちにピンク色に染まっていき、ミリーシアの目と寸分たがわぬものになっていく。

「くっ……殺せ！　よくも私にまでこんな不埒なことをして……！」

「ど、どうしたんだよお前まで！　何で感かん染せんしてやがるんだ!?」

「く、そ……私ともあろう者がこんな淫らな感情に負けるわけには……負け、負けたりは……くううううっ！」

　両りよう腕うでで自分の身体を抱だきしめて悶えていたレンカであったが……やがてカクンと肩かたを落とした。

「……負けた！」

「負けたのかよ!?」

「こうなったら好きにするがいい！　私を力ずくで押おし倒すのだ！　だが……忘れるなよ。たとえ身体は自由にできても、心までも奪われん！　さあ、犯おかせ！　大人しく私を屈くつ服ぷくさせるのだ！」

「『大人しく屈服させる』って意味がわからないんだが!?　どうして俺おれが加害者みたいになってんだ。本気でどうなってやがる!?」

　淫らな欲求に敗北したらしいレンカまでもが、豪ごう快かいに寝間着を脱ぎ捨てて下着姿になった。ミリーシアと一いつ緒しよになってカイムににじり寄ってきて、肉にく食しよく獣じゆうのように両目を爛らん々らんと輝かがやかせて迫せまってくる。

「貴様が悪い。何な故ぜだかわからないが……貴様が悪いのだ！　責任を取ってもらうぞ！」

「その通り。カイムさんが悪いんですよう……そういうわけで、責任を取って私達のことを好きにしてくださいな」

「どういうわけだ!?　いや、これは本当に薬の後遺症なのか!?」

　密着してくる二人の裸ら身しん。肌に触ふれる柔やわらかな乳房。カイムはゾワゾワと鳥とり肌はだの立った背筋を震わせて逃げ道を探す。本気で抵抗をすれば振り払はらえなくもないのだが……女性に対して手て荒あらな扱あつかいをするわけにもいかない。

「ウフフ……カイムさんが動どう揺ようしていますよ。可愛らしいですこと」

　ミリーシアがカイムの手を取り、自分の胸へと導いていく。

　レンカよりも小ぶりではあるが、形の良い乳房を強制的に揉もまされる。柔らかな肉の感触としっかりとした重み。手のひらにあたる固い感触はもしかして乳ち首くびなのだろうか。

「私をこんなふうにするだなんて……ただでは済まさんぞ！」

　レンカが反対の腕を自分の足の間に引っ張っていく。女性にとってもっとも重要な場所に触れてしまい、指先にグッショリと湿しめった感触を味わわされる。

（これが女の感触だって……こんなにも柔らかく、甘かん美びなものなのか……!?）

　内側から正体不明の熱が込こみ上げてくる。生まれて初めて味わうであろう激しい情動。耐たえ難がたいリビドーに脳内を侵しん略りやくされて、いつしかカイムの喉のどはカラカラに渇かわいていた。

（喉が……水……）

「カイムさん……」

　唇に当たる柔らかな感触がする。ミリーシアがキスをしてきたのだ。

　舌が口こう腔くう内に侵しん入にゆうしてきて、甘あま酸ずっぱい唾だ液えきの味わいに頭が真っ白になった。

「…………！」

　カイムの中でぷっつりと何かが切れる音がした。もはや我が慢まんする気も起きず、カイムはミリーシアを抱き寄せた。




　カイムは生粋の武人である。

　年若く実戦経験こそ乏とぼしいものの、武術家としての潜せん在ざい能力は父親であるケヴィン・ハルスベルクをも凌りよう駕がしている。まさに麒き麟りん児じと呼ぶにふさわしい才覚。いずれは不世出の強者として名を広めることだろう。

「お望みどおりに抱いてやる……俺を本気にさせたことを後こう悔かいするなよ？」

「あ……！」

　いかに不意打ちで面食らってしまったとはいえ……卓たく越えつした戦士であるカイムが女性を相手に防戦一方を強しいられるわけにはいかない。

　ミリーシアを抱く覚かく悟ごを決めたカイムは即そく座ざに体勢を入れ替え、ミリーシアを床ゆかに組くみ敷しいた。自分の上着を脱ぎ捨てて上半身裸はだかになり、ミリーシアの身体に手を伸のばす。

「あん！」

　ミリーシアの寝間着を力任せに引きちぎり、ボロキレになった上質な布を放り捨てる。

「もうっ、カイム様ってば……このネグリジェ、お気に入りだったんですよ？」

「知るか。そんなことより……そっちもさっさと脱ぎやがれ」

「やあんっ、ダメですよう！　ああん！」

　可愛らしい抗こう議ぎを無視して、今度は下着を無理やりに剥はぎ取った。あれよあれよという間にミリーシアが一糸まとわぬ全ぜん裸らになってしまい、床の上に横たわる。

「お、お嬢様。なんという哀れな姿に……」

「黙だまってろ、レンカ」

　従者のレンカが愕がく然ぜんとした表情をしているが、カイムが冷たい言葉を叩たたきつける。

「お前もすぐに抱いてやる。そこで自分のお嬢様が女になるところを見学していろ」

「…………！」

　レンカがパクパクと口を開閉させて抗議しようとするが……結局、何も口に出すことなくペタリと座すわり込んだ。ツリ目がちの瞳が爛々と輝いている。心なしか、この状況に興奮しているようにも見えた。

（ミリーシアが犯されている姿に欲情でもしているのか、それとも、ぞんざいに扱われていることを悦よろこんでいるのか……どちらにしても、まともな精神じゃないな）

　カイムは内心で嘲あざ笑わらいながら、まずはミリーシアの身体を味わうべく手を伸ばした。

　形の良い乳房に触さわり、五指を喰い込ませて握りしめる。

「あんっ……」

　ミリーシアの口から鼻にかかったような声が漏れる。

　嫌いやがるような様子はない。誘ってきたのはミリーシアの方なのだから、当然である。

「む……」

　柔らかい。とんでもなく。

　女性の胸に触れたのは初めてではない。先ほどもミリーシアに手を引かれて触らされたし、メイドのティーなどは事あるごとに自分の胸を押しつけてきていた。

　しかし、自分の意思でしっかりと乳房に触れるのは初めてのことである。指が沈しずみ込み、弾だん力りよくで押し返してくる感触は驚おどろくほどに心ここ地ち好よい。

（これが女の身体……女の胸か。なるほどな、のめり込んで人生を台無しにする奴やつがいるのも頷うなずける）

　古今東西。女性関係で身を持ち崩くずして破は滅めつしてしまう人間は多い。昔話や絵物語、ゴシップなどの噂うわさ話ばなしでもありふれている。

　カイムはそういう人間の話を聞くたびに「馬鹿な奴だ」と幼心に思っていた。自分だったらそうはならないのに……とも思ったものだ。

　しかし、実際に女性の身体を味わってみると、これのために破滅してしまう人間がいるのも納なつ得とくしてしまう。それほどまでに、握りしめた乳房の感触は心地好かった。

（おいおい、大だい丈じよう夫ぶかよ。まだ入口も入口。始まってもないんだぞ……？）

「あ、んっ……どうかいたしましたか、カイム様？」

「……いや。何でもない」

　胸を揉みながら難しい表情をしているカイムに、ミリーシアが不思議そうに訊ねた。

　カイムは首を横に振って、行為を再開させる。

「あっ、んっ……はうんっ！」

　柔らかな乳房を撫なでて、揉み、先せん端たんをキュッとつまんで引っ張った。楽器を演奏するかのようにミリーシアの身体にタッチして、甘い喘あえぎ声を引き出していく。

　毒を食くらわば皿まで。もはや立ち止まるつもりはない。たとえこれが破滅の入口であったとしても、ミリーシアを抱くことをやめるつもりはなかった。

「ああっ、そこは……」

「そこは……何か問題があるのか？」

「問題なんて……ああんっ！」

　カイムは左手でミリーシアの胸を責めたまま、ゆっくりと手を滑すべらして下に向かわせる。

　腹を撫で、軽く臍へそをくすぐってから到とう着ちやくしたのは両足の付け根。女性にとってもっとも重要な部分である。

「あっ、ああぁ……カイム様、そこ、そこはいやらしいです……」

「何を恥はずかしがってるんだよ。男の上に跨っておいて、今さらだろうが」

「で、でも……そこを触られるとジンジンして落ち着かなくて……ひゃううんっ！」

　慎つつましく閉じた裂さけ目めを指先で開いてこじ開けて、透とう明めいの粘ねん液えきを掻かきだしていく。

　胸に触れていた時よりもミリーシアの反応が顕けん著ちよになる。やはりここは女性にとって急所なのだろう。

　カイムは徐じよ々じよに指先の動きを速くしていき、さらにミリーシアを責めたてる。

「あっ、んっ、あふうっ……こんな感覚初めてです。頭がポワポワとしてきて……あ、あああっ、んあああああああああああッ!?」

「お……？」

　ミリーシアがカイムの腕を掴み、ビクンビクンと大きく身体を跳はねさせたかと思えば……そのままガックリと果ててしまった。

「もしかして、これが絶頂というやつなのか……悪くない」

　初めて女を絶頂いかせた。その事実がカイムの胸を満たしていく。

　男としての面めん目もく躍やく如じよ。誇ほこらしさのような満足感が湧わき上がってくる。

「ハア、ハア、ハア……」

「さて……そろそろ犯るか」

　ミリーシアの体液で濡ぬれた指先をペロリと舐なめ、カイムは口元に凶きよう暴ぼうな笑えみを浮うかべる。

　もう十分に前菜は味わった。前ぜん戯ぎは終わり。いい加減にメインディッシュを堪たん能のうさせてもらうとしよう。カイムはズボンを脱いで、ミリーシアを本格的に犯そうとする。

「ん……？」

　しかし、その腕がクイクイッと横から引っ張られた。

「か、カイム殿どの……」

　腕を引いてきたのは、横で見学していたレンカだった。まさか今さら止めるつもりなのかとカイムが眉まゆをひそめるが……それは大きな勘かん違ちがいだった。

「た、頼たのむ……私にもしてくれ。もうお預けも限界なのだ……！」

　下着姿で床に座り込み、ミリーシアの痴態を見学していたレンカであったが……彼かの女じよは情欲に染まった瞳いっぱいに涙を溜ためていた。

　よくよく見れば、レンカのショーツはグッショリと濡れそぼっている。

「ひょっとして……自分で弄いじってたのか？」

「…………」

　カイムの問いに、レンカが恥ずかしそうに目を伏ふせる。

　自分が仕える主人が犯されている場面をオカズにして自じ慰い行こう為い……もはや、レンカのことを高潔な女騎士とは誰だれも呼ぶことはできないだろう。

「わ、わかっている。わかっているのだ……しかし、私はこの淫らな情欲を抑おさえることができない。頼む、カイム殿……私のことを無む茶ちや苦く茶ちやにしてくれ！　この淫らでいけない騎士にお仕置きをしてくれ！」

「お仕置きねえ……別に構わないけどな」

　カイムは横目でミリーシアを見下ろして、肩をすくめる。

　ミリーシアは絶頂によって果ててしまっている。少し休きゆう憩けいさせてあげた方が良いだろう。

「主が休んでいる間、お前がつないでくれるわけか。大した忠臣じゃないか」

「ううっ……」

　皮肉を言ってやると、レンカが気まずそうに肩を落とす。

　それでも、おねだりを撤てつ回かいすることなく近くの壁かべに手をついて、カイムに尻しりを向けてくる。

「フン……」

　無言で尻を振っているレンカの姿に、カイムは彼女が何を求めているのかを察した。

　ツカツカと歩み寄り、遠えん慮りよすることなく右手を振りかぶる。

「ひやああああんっ!?」

　バチンと音を鳴らして尻を叩いてやると、レンカが大きく鳴いた。

　ここが一いつ般ぱん的てきな宿屋の中であり、隣となりの部屋に人がいるかもしれないということを忘れているような大音量である。

「ほら、もっと鳴け。物もの欲ほしげな顔をして、こうして欲しかったんだろ？」

　カイムはあえてなじるような言葉をチョイスしながら、何度もレンカの尻を叩いた。

「あんっ！　あっ！　んっ！　はうっ！　く……くうううんっ！」

　壁に両手をついて尻を叩かれ、喘ぐ声はまるで盛さかりのついた犬のようである。快楽に背筋をそらし、開かれた唇からは舌が伸びていた。

「まったく……尻をしつけられて悦ぶとか、生きつ粋すいの変態だな！　こんな雌めす犬いぬが騎士をやっていたとか笑わせてくれるぜ！」
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「しゅ、しゅみません！　エッチな雌犬でごめんなしゃい！　おふう、りゃめえ、それりゃめええええええっ！」

「犬が人の言葉をしゃべるな。ワンと鳴け！」

「わ、わんっ！　ワン、ワン、ワ……ひいんっ、ワン、ワン、ワオオンッ！」

　パン、パン、パン……とリズミカルに叩いているうちに、カイムの方も何だかその気になってしまった。年上の女を動物扱いして調教するというシチュエーションに楽しみを見み出いだしており、ついつい必要以上に酷ひどい言葉をぶつけてしまう。

（いかん……何というか、俺は開けてはいけない扉を開いてないか？）

　ひょっとすると、自分はとんでもない性せい癖へきに目覚めつつあるのかもしれない。

　カイムは一ひと握にぎりだけ残っている理性でそんなことを思うが、今さら後あと戻もどりはできなかった。

「あ、あ……アオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！」

　スパアンッとひときわ強く尻を叩いてやると、レンカが身体をのけぞらせて高々と鳴く。

　そのままズルズルと壁から崩れ落ちていき、床に倒たおれてしまった。

「…………やりすぎたか？」

「は……あ、へ……」

　カイムは緩ゆるみ切った顔で口から唾液を垂れ流すレンカを見下ろし、顔を引きつらせる。

「大丈夫ですよ。レンカ、とっても幸せそうじゃないですか」

「ミリーシア……もう回復したのか？」

　カイムの背中にミリーシアが抱き着いてくる。形の良い二つの膨ふくらみがカイムの背中にあたって形を変える。

「そろそろ、私のことを女にしてくれませんか。続きはベッドでいたしましょう？」

「……そうだな」

　甘えるようなおねだりにカイムは頷いて、倒れているレンカを抱きかかえた。

「あうう……」

「きゃっ……」

　レンカの身体をベッドに放り投げ、隣にミリーシアを押し倒す。

　一人用のベッドは三人で眠るには狭せますぎるが、この際だから文句は言っていられない。

　カイムはズボンと下着を脱いで裸になり、密着して横たわる二人の身体に覆おおいかぶさる。

「カイムさん……あ、ああああああああああああっ！」

　ベッドから艶あでやかな嬌声が上がった。

　ギシギシと木材が軋きしむような音が鳴り響ひびき、しばらくしてレンカの嬌声も交じってくる。




　カイム、ミリーシア、レンカ。

　異性を知らぬ清い身体であったはずの三人の房ぼう事じは、夜明け近くまで続いたのであった。
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「人間をはじめとしたあらゆる生物には共通して、自己を保存しようとする原始的な欲求……いわゆる『生存本能』と呼ばれるものがある」

　黒くろ髪かみメガネの女性――ドクトル・ファウストは語る。男性物のスーツの上に白衣を纏まとったファウストは、流りゆう暢ちような言葉を紡つむぎながら右手の教きよう鞭べんで背後の黒板を叩く。

「天敵となる相手を避さけたり、食事や睡すい眠みんを求めたりするのが一般的だが……人間が自分の失敗やミスを執しつ拗ように隠いん蔽ぺいしようとするのも、生存本能の一種と言えるのかもしれないね。そして、ここでの自己保存の本能には『生せい殖しよく行こう為い』もまた含ふくまれている」

　ファウストは悪戯いたずらっぽく笑い、教鞭を持っていない方の手で人差し指を立てる。

「生殖行為……すなわちセックス。若いカイム君には馴な染じみがないものかもしれないが、生き物には自分の分身となる子供を生み出そうという本能行動がある。誰しも永遠には生きられないから、己の『因子』を受け継ついだ存在を残そうとするのさ。それは『欲望』や『下心』などと下げ卑びた扱いを受けることが多いが……本来それ自体は悪いものではない。無論、性犯罪や不ふ貞てい行こう為いを肯こう定ていしたいわけではないがね」

「…………」

　教鞭を手にして黒板にスラスラと文字を書くファウスト。

　その前方には、イスに座って机に着いたカイムの姿がある。教師に教えを乞こう生徒という立場になったカイムは、どうして自分がこんな場所にいるのかと首を傾かしげる。

（どうしてファウストがここにいるんだ？　俺はたしか宿屋にいたはずだが……？）

「さて……生存本能、そして『生殖本能』はあらゆる生き物に共通して存在する。もちろん、それは『魔ま王おう級』と呼ばれる存在だって例外ではない」

「ッ……！」

『魔王級』という言葉を耳にして、カイムは顔を上げた。ファウストは悪戯好きの猫ねこのように唇くちびるを三日月形に吊り上げ、生徒にビシリと教鞭を突つきつける。

「現在、『魔王級』に指定されている魔ま物ものは七体。いずれも子供を作ったという話は聞かない。だが……これは彼かれらに生殖能力がないからか!?　否、そんなことはない！」

「…………」

「『魔王級』の魔物が生殖行動をとらないのは、彼らが不死の存在であるため。死にづらい肉体であるため、『子供』という分身を作る必要がないからである！　つまり……『魔王級』から不死性を取り除いてしまえば、彼らも生殖行動をとる可能性があるのだ！」

「お、おお……そうなのか」

　熱弁するファウストに押されて、カイムは絞しぼりだすように返事をした。

　困こん惑わくに瞬まばたきを繰り返す生徒にファウストは「ムンッ！」と胸を張って笑う。

「そして……結論だ！　魔王級の災さい厄やくである『毒の女王』。自分を殺した人間の身体を乗っ取ることで数百年を生きてきた彼女だが、カイム・ハルスベルクという少年と一体化することで不死性は失われた！　不死性を失ったことで『毒の女王』……いや、『毒の王』にも生殖本能が生まれることになる。では、あらゆる毒を支配するこの魔ま人じんにとっての生殖行動とはどのようなものなのか？　どのような手段で異性を引き付けるのだろうか？」

「まさか…………毒か？」

　カイムが思わず頭に浮かんだ答えを零こぼすと、ファウストはバチンと指を鳴らす。

「その通り！　毒を操あやつる力を手にしたカイム君の体液には異性を虜とりこにする毒性――『フェロモン』が含まれている！　この毒は本能行動によって生み出されているもののため、自分で意識して消し去ることはできない。人間が唾液や汗あせの分ぶん泌ぴつを意図的にコントロールできないように、体液に含まれるフェロモンもまた消すことはできないのだ！」

「…………」

「心当たりがあるんじゃないのかな？　彼女達が正気を失う前、何を口にした？」

　ファウストに問われ……カイムはふと思い出す。

　ミリーシアは最初から妙みように好意的だった。レンカは逆に必要以上に敵意を向けてきたが、カイムのことを変に意識しているのは伝わってきていた。

　彼女達は二人とも、盗賊に飲まされた毒を中和するためにカイムの唾液を飲んでいる。

「そういえば……ミリーシアはおかしくなる前、食堂で飲みかけの酒を飲んでいたな。俺が口をつけたコップで、俺の唾液が入ったエールを飲んでいた……！」

　おそらく、それが夜中に発情して襲ってきた原因なのだろう。レンカまでもがおかしくなったのは、ミリーシアにキスされて彼女の体内にあった『フェロモン』とやらを取り込んでしまったためである。

「薬物の中には中毒性を持ったものがある。君のフェロモンもそうだったようだね。繰り返し摂せつ取しゆした女性が性欲を抑えられず、爆ばく発はつさせてしまったのさ」

「そんな……それじゃあ、二人が変になってしまったのは俺のせいなのか？　俺の毒が彼女達を狂わせてしまったのか？」

　そうだとしたら、ミリーシアもレンカもカイムに対して好意など持っていないことになる。彼女達が迫ってきたのはあくまでも毒のせい。カイムの力によって、精神を歪ゆがめられた結果ということになってしまう。

　途と方ほうに暮れるカイムであったが、ファウストがゆっくりと首を振った。

「それは違ちがうよ。フェロモンというのは誰にでも無条件で利きくほど万ばん能のうじゃない。君のフェロモンに惹ひきつけられる人間は君にとって相あい性しようの良い相手。子供を作るのに適した相手。家族になりうる人物だけなんだ」

「家族……」

「彼女達は毒に侵されていたが……それは君に好意を抱いていなかったというわけではない。君を受け入れる想おもいがあったからこそ、毒は彼女達を選んだのさ」

「…………」

「それでは、今日の授業はこれでおしまい。また会える日を楽しみにしているよ」

「あ……」

　ファウストがパチリと指を鳴らすと、途と端たんに意識が遠くなる。

　カイムは激しい睡魔に抗あらがうことができず……重い瞼を閉ざしたのであった。







第六章　追いついてきた者







「う……夢、か……？」

　おかしな夢だ。本当に夢だったのかと疑わしくなるほど内容を鮮せん明めいに覚えている。

「おかしな魔ま術じゆつでもかけられてたか？　ファウストならやりかねんな……」

　カイムは軽く頭を叩いて身体を起こす。昨晩は床で眠ったはずだったが今はベッドの上にいる。服も下着も脱ぬいで全裸になっており、左右に同じく裸の美女が眠っていた。

「……こっちは夢じゃなかったようだ。参ったな」

　カイムの左右ではミリーシアとレンカが寝息を立てている。当然のように二人とも全裸であり、どこかスッキリしたように心地好さそうな顔をしていた。

「スウ……スウ……」

「クー……殺せえ……」

「……気持ち良さそうな顔をしやがって。こっちはさんざん搾しぼり取られたってのに」

　昨晩のことを思い返し、カイムは溜息を吐つく。淫いん魔まと化した二人の女性によってカイムは何度となく求められ、彼かの女じよ達たちと身体を重ねることになった。

　二人とも処女だったようだが……カイムもまた初体験である。まさか初めての行こう為いが美女二人を相手に襲われるという特とく殊しゆな状じよう況きようになろうとは、夢にも思わなかった。

「さて……どうしたものかな。いっそのこと逃にげちまうか？」

　ミリーシアは明らかに貴族令れい嬢じよう。その花を散らしたとなれば……それなりの責任というものが発生してしまう。レンカに至っては、自分と主人を汚けがした男に激げき怒どして斬きりかかってくる恐おそれがある。無様に殺されるような間抜けをさらすつもりはないが……カイムとて、刃は物ものを持って追いかけてくる女に恐きよう怖ふを覚える感性はあった。

「スウ……スウ……」

「クー……」

（……今なら余よ裕ゆうで逃げられるな。とはいえ、本当にそれでいいのだろうか？）

　ファウストに言われたことを気にしているわけではない。だが……この数日間の旅路、さらには何度も求め合って唇と身体を重ねたことで、二人に対して情が湧いてしまった。

　無責任に放り出し、何事もなかったように一人旅に戻もどるのはさすがに抵てい抗こうがある。

「とりあえず……保留だな。散歩でもして考えをまとめるか」

　二人とも深く眠っており、しばらくは目を覚ますことはないだろう。

　カイムは新しい下着と服に着き替がえて部屋を出た。そのまま階段を下りて宿屋のカウンターに行くと、店番をしていた看かん板ばん娘むすめの少女と目が合ってしまう。

「ひゃっ……!?」

「少し出てくる。連れがまだ寝ねているから、桶おけに水を入れて持っていってくれ」

「わ、わかりました……桶の水が銅一枚になりますけど……」

　カイムは言われた通りの金額をカウンターに置いた。看板娘はチラチラとカイムの顔を窺うかがい……頬ほおを真っ赤に染めて口を開く。

「さ、昨晩はお楽しみでしたね？」

「……それ、顔をトマトにしてまで言わなくちゃいけないことなのか？」

　どうやら、夜の営みの声を聞かれていたようである。カイムはうるさくしてしまった詫わびとして多めに水の料金を渡わたして、宿屋から出て行くのであった。




　町に出ると、青い空には雲一つ浮かんではおらず、強い日差しが降りそそいでいた。

「良い天気だ……皮肉なくらいに気持ちの良い青空だな」

　カイムは晴天に向けて腕うでを軽く伸ばして、街をぶらついていく。

　二人の女性への責任の取り方についても考えなくてはいけないが、人生で初めて訪おとずれる大きな都市への興味が消え失うせたわけではない。

　自由気ままに大通りを進んでいき、目についた露ろ店てんに向かう。

「美う味まそうだな……一つくれ」

「あいよ、銅貨五枚ね」

　購こう入にゆうしたのはパンに野菜とソーセージを挟はさんだ料理である。ソーセージには赤と黄色の鮮あざやかな色合いのソースがかかっており、食欲をそそる香こう辛しん料りようの匂においが鼻を刺し激げきする。

「これは……美味っ！」

　一口、その食べ物を齧かじるや喝かつ采さいの声を漏もらした。熱々のソーセージの香こうばしい味わい、それを柔らかく受け止めるパンの包容力。何より、赤と黄色のソースの味が絶品だ。

　赤いソースの風味も良いが、舌を刺激する黄色のソースの辛から味みは初めて味わうもので、食べれば食べるほどに食欲が湧いてくる。

「お客さん、ホットドッグは初めてかい？　そのソースはケチャップとマスタードと言って、帝てい国こくではメジャーな調味料なんだよ？」

「ングッ……旅はしてみるものだな！　こんな美味い食い物にも会えるだなんて……！」

「ハハハッ、そんなに感動してもらえると作った甲か斐いがあるってもんだ。もう一本食べるのなら、銅貨四枚にまけとくよ？」

「買う。三本くれ」

　紙の包みに入った『ホットドッグ』なる料理を受け取り……カイムははたと気がつく。

（ん……？　無意識のうちにミリーシアとレンカの分まで買って……俺ってやつは、完全に逃げる気を失なくしてるんじゃないか？）

　それは無意識の行動であったが、カイムは二人から離はなれるという選せん択たく肢しを捨てている自分に気がついた。このまま宿に戻ってミリーシアらと顔を合わせても厄やつ介かい事ごとになるだけ。それでも、責任を放ほう棄きして逃げる気にはなれないのだ。

「仕方がない。こういう時は……とりあえず、土下座しておくか？」

『毒の女王』の知識にあった最上級の謝罪法を使うしかない。カイムにも誇りや尊厳というものはあるが……このまま向き合うことなく二人から離れるよりは、遥はるかにマシな選せん択たくだろう。

（そうと決まれば、このまま宿屋に帰って……いや、せっかく外に出てきたんだから、ご機き嫌げん取とりに謝罪の品でも買っておくか？）

　プレゼントの一つでも用意しておけば、多少は二人の心証が良くなるかもしれない。レンカに刺さされる未来が回かい避ひされれば幸いである。

「アクセサリーとか喜ぶよな、女って……手て頃ごろな値段で売ってると良いんだが……」

　プレゼントで誤ご魔ま化かすなんて姑こ息そくとは思うが……カイムは手段を選ばす、女性二人のご機嫌取りをすることを決めたのである。
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「高貴な僕ぼくになんてことをするんだ！」

「ん……？」

　女じよ性せい陣じんへのプレゼントにアクセサリーか何かを探していると、カイムの耳に男の怒ど声せいが聞こえてきた。声の方向に目を向けると、そこではカイムよりもやや年上くらいの年ねん齢れいの若い男性が道の真ん中で怒ど鳴なり散らしている。

「ふえっ、ごめんなさい。ごめんなさい！」

「僕の脚あしに水をかけてタダで済むと思うなよ！　汚きたない犬いぬの分際で……手打ちにしてやる！」

　身なりの良い服を着た若い男が十歳さい前後の少女に怒鳴っている。ボロを着た少女は地面に額をつけて土下座しており、その傍かたわらには木の桶が転がっていた。

　会話から察するに、あの少女が運んでいた木き桶おけの水を零してしまい、貴族風の男の脚を濡らしてしまったのだろう。大勢の人間が行き交う通りの真ん中でありながら、騒さわぐ男の周囲だけは関わりたくないとばかりに人が避けて通っている。

「朝っぱらから不ふ愉ゆ快かいな場面に遭そう遇ぐうしちまったな。それに……あれは獣じゆう人じんか？」

　カイムは眉をひそめた。土下座する少女の頭からはふさふさの獣けもの耳みみが垂れ下がっており、臀でん部ぶからは人間にはあり得ない尻しつ尾ぽが伸びている。

　外見からして……おそらく、狼おおか人みびとか犬人の奴ど隷れいだろう。ジェイド王国では亜あ人じん差別が激しく、獣人の奴隷が虐しいたげられることは珍めずらしい光景ではない。

（珍しくはないが……見ていて気分が良い光景じゃないな）

　カイムは舌打ちをして、騒ぎの方向へと足を向ける。

　助ける義理などないが……カイムは獣人差別があまり好きではなかった。身近に親しい獣人がいたこともあって、殺されそうになっている獣人の少女を見捨てることはできない。

　喚わめき散らしている貴族風の男に、後ろから声をかける。

「なあ、そこのアンタ。それくらいで良いんじゃないか？」

「ムウ……誰だ貴様は？」

「通りすがりだ。そんなことより、獣人とはいえ、子供相手に騒ぐなよ。大人げないぜ」

「その身なり……フンッ、冒ぼう険けん者しやか！　粗そ野やで下げ賤せんな冒険者ごときが、帝国貴族である僕に意見をしようだなんて百年早い！　さっさと失せるがいい！」

　どうやら、若い男は帝国の貴族のようだ。

　どんな用事で対岸の隣りん国ごくに来たのかは知らないが……他国の貴族が迷めい惑わくな話である。

「奴隷ってのは立派な財産だろう？　他国の人間が勝手に殺したりしたら、色々と面めん倒どう事ごとになるんじゃないか？」

「貴様……まだ言うか！　口で言ってもわからぬとは痴しれ者めが！」

　貴族男はよほど気が短いのか……腰こしの剣けんを抜ぬいて斬りかかってきた。往来の真ん中で剣を抜いてくるとは思わなかった。貴族というのはここまで腐くさった生き物なのだろうか？

「はあ……面倒だな」

　さりげなく身体を横に反らして斬撃を躱かわし、すれ違いざまに貴族男の腹部を殴なぐりつける。

「ガッ……！」

「もう満足しただろ？　そっちこそ、そろそろ寝ておけ」

　貴族男が地面にくずれ落ちた。倒れた男はピクリとも動かないが、軽く腹を殴っただけである。命に別状はないだろう。

「まったく、気持ちの良い朝だってのに、騒がしい男だった……怪け我がはないか？」

「わふっ……だ、旦だん那な様さま……その、ありがとうございますっ！」

　地べたに座り込んでいた獣人の少女が弾はじかれたように立ち上がり、バッと頭を下げてくる。垂れ下がった耳が頭の動きに合わせて上下した。

「構わない……それよりも、仕事に戻った方がいい。遅おそくなると主人に叱しかられるぞ？」

「わふっ！　そうでしたっ！」

　少女は慌あわてて地面に転がる木桶を持って、ヨタヨタとどこかに歩いていってしまう。

　そんな小さな背中を眺ながめて……カイムは顔をしかめて渋じゆう面めんになる。

「獣じゆう人じん奴ど隷れいか……哀あわれなものだな」

　彼らは亜人の集落から攫さらわれてきて、無理やりに奴隷にされている。人を人とも思わぬ所業。実際、この国の大多数の人間は獣人や亜人を『人間』としてみなしていないのだろう。

　王族でも貴族でもないカイムにはどうしようもないが……それでも、痛ましい気持ちになるのは避けられなかった。

「……母に拾われていなければ、ティーもあんな風になっていたのだろうか？」

「ガウッ、あんな風というのはどういうことですの？　私がどうかしましたか？」

「いや、メイドじゃなくて奴隷として、誰かに酷こく使しされてたのかなって…………あ？」

　聞き慣れた声に思わず返事をして……カイムは遅おくれて異変に気がつく。

　振ふり返ると、そこには銀色の髪かみを背中に流したメイド服の女性が立っていた。

「え……お前、ティー!?　どうしてここに!?」

　いつの間にか背後に立っていたのは、故郷に残してきたはずの虎とら人びとのメイド……ティーだった。二度と会うことはないだろうと思っていたはずの彼女が腕を組んで立っている。

「……ようやく追いつきましたわ、カイム様」

　ティーは笑え顔がお。笑顔だが……不思議と心臓がバクバクと高鳴って危険信号を訴うつたえてくる。

「さあ、説明していただきますの……どうして、私に挨あい拶さつもなしに旅に出ているですの？　説明次し第だいでは……ガウウウウウウッ」

　満面の笑みとは裏腹。ティーは肉食の猛もう獣じゆうのように唸うなり声を上げた。地の底から響いてくるような低い声は、『毒の女王』と融ゆう合ごうしたカイムでさえ背筋が凍こおるような迫はく力りよくがある。

「ちゃーんと説明してもらいますわ。逃げたら……わかってるですの？」

「…………おおうっ」

　カイムはかつてない恐怖に戦せん慄りつし、これでもかと顔を引きつらせたのである。




「ガウウウウウウッ！　カイム様は勝手ですわ！　鬼き畜ちくですわ！　悪逆非道ですわ！」

　ティーに捕ほ獲かくされたカイムは、力ずくで近くのレストランに連れ込こまれた。レストランの隅すみのテーブルで、ティーが尖とがった犬歯を剥むいて対面に座ったカイムに説教をしている。

「ティーを巻き込みたくなかった!?　これまでの生活が崩れてしまう!?　舐めてるんじゃないですの！　今のティーがあるのはカイム様と奥おく様さまのおかげ。それなのに……自分の生活の安定のためにカイム様を見捨てるわけがないですわ！」

「……すまん、悪かった。俺おれが馬鹿だったから許してくれ」

　どうやら、こういう時には男は平ひら謝あやまりをするしかできないようである。カイムは言い訳することなく、ひたすら謝罪の言葉を繰くり返した。

「そもそも、どうしてカイム様は大人の姿になっているですの!?　私がいない間に、大人の階段を上ってしまいましたの!?」

「それは……というか、お前はどうして俺が『カイム・ハルスベルク』だとわかったんだよ。姿形が全然違うと思うのだが？」

　当たり前のように自分を「カイム」として扱あつかっていたから気がつかなかったが……カイムは現在、十八歳ほどまで成長しており、髪や瞳ひとみの色も変わっている。

　ティーはどうして、カイムが「カイム・ハルスベルク」であると認にん識しきできたのだろうか？

「わからないわけがないですわ！　カイム様の匂いは変わっていませんし。それに……お顔立ちが若い頃ころの奥様にそっくりでしたから」

「母様に……？」

「はい、病気で痩やせ細ほそった姿しか知らないカイム様はわからないかもしれませんけど……若い頃の奥様は、今のカイム様と瓜うり二ふたつでしたの」

「そう、なのか……」

　ティーの言葉にカイムは微び妙みような返事をする。敬愛する母親とそっくりと言われるのは嬉うれしいような、恥ずかしいような、不思議な感かん慨がいがあった。

「ここまで匂いを追つい跡せきしてきましたの。最近は雨も降っていなかったので余裕でしたわ！」

　ティーが得意げに胸を張り、エプロンドレスに包まれた豊かな胸部がグイッと強調される。どうでもいいが、ティーはこの格好でここまで追いかけて来たのだろうか。地面の匂いを嗅かいで主人を追いかけ、街かい道どうを進んでいくメイド……さぞや悪目立ちしたに違いない。

「虎人族は人間よりもずっと鼻が利きますの！　狼や犬ほどではありませんが……嗅ぎ慣れた匂いをたどって主人の後を追うくらい朝飯前ですわ！」

「主人……ね。父、ハルスベルク伯はく爵しやくよりも俺のことを選んでくれるのか？　俺は爵しやく位いも財産もない。お前の働きに報むくいる手段なんて持ってないんだぞ？」

「関係ありませんわ！　ティーの主人はカイム様だけ。それは拾っていただいた時から変わりませんの！　あ、もちろん奥様のことも敬愛していますけど！」

「…………」

　どうやら、ティーを置いて旅に出たのは間ま違ちがいだったらしい。

　カイムは自分の事情に巻き込みたくなくて、ティーの生活を壊こわさないように独りで領地を出た。しかし、それはティーにとっては有り難がた迷めい惑わくだったようだ。

　ティーの居場所はカイムの横。ティーの主人はカイムだけだったのである。

「……泣かせてくれるじゃないか。どうやら、俺は君の忠誠心を見誤っていたようだ」

「反省してくださいな！　ティーはカイム様のいるところなら何処どこにだって行きますの！　ゆりかごから墓場までお付き合いしますわ！」

「それは意味が違う気がするが……心の底から嬉しいよ。ありがとう」

　カイムは素す直なおに礼を言った。母の遺ゆい言ごん通りに家族を探す旅に出たつもりだったが……どうやら、カイムには少なくとも一人は家族がいたらしい。

　安定した仕事も温かな住すみ処かも、何もかも投げ出して追いかけてきてくれたティーが家族じゃないなんて言えるわけがない。

（どうやら……俺が馬鹿だったらしい。家族を探すための旅で、いきなり大事な家族を置いて来ちまうなんて……反省しなくちゃいけないな）

「ところで……ティーはカイム様に訊ききたいことがありますわ」

「何だ？　何だって聞いてくれて構わない。包み隠かくさず答えよう」

　ティーの忠義に感かん極きわまったカイムは、どんな質問にも正直に答えようと鷹おう揚ように頷うなずくが……直後、思いっきり顔の筋肉を硬こう直ちよくさせることになる。

「カイム様の身体から女の……いえ、『牝めす』の匂いがしますわ。それ、どなたの匂いですの？」
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　ティーに捕つかまったカイムは彼女を連れて宿屋に戻った。とりあえず宿の食堂にティーを待たせておき、ミリーシアとレンカに事情説明をするために一人で部屋に行く。

「カイムさん……まずは言い訳することはありますか？」

「…………」

　そして……カイムは即そく座ざに床ゆかに正座させられた。目の前にはミリーシアとレンカが腕を組んで仁に王おう立だちしている。

　当然ながら、ちゃんと服は着ている。早朝のように全ぜん裸らではない。ミリーシアが底冷えのする笑顔で詰きつ問もんしており、レンカも後ろで顔を真っ赤にさせて腕を組んでいた。

「あー……えっと、その……ちょっと朝飯を買いにだな……」

「どうして、私達を置いて行ってしまったんですか？　目を覚ましてカイムさんがいなくなっていて、とても不安だったんですよ？　ひょっとしたら、私達を捨てて行ってしまったのではないかと。やることをやって用済みになってしまったのかと」

「うっ……」

　白状するのであれば……半分、いや三分の一くらいは逃げるつもりだった。責任を放棄して全力で。もちろん、そんなことは口にできないため、カイムは黙だまるしかなかった。

「私もレンカも殿との方がたに抱だかれるのは初めてだったのですよ？　生まれて初めて恋こい人びとと夜を共にしたというのに、朝になったら殿方がいなくなっているなんて悪夢ではありませんか。カイムさんは私達を悲しませて楽しいですか？　楽しいからやったんですよね？」

「恋人って……俺おれ達たちのことだよな？」

「違うんですか？　恋人でもない女を抱いたのですか？　ひょっとして……私達のことを娼しよう婦ふか何かと勘違いしてましたか？」

「恋人で！　恋人でいい！　だから……もう勘かん弁べんしてくれ！」

　矢や継つぎ早ばやに嫌いやみを連射してくるミリーシア。とうとうカイムが降参して両手を床に投げ出した。恋人であることを認めた瞬しゆん間かん、ミリーシアが「してやったり」とばかりに笑えみを浮うかべたのだが……カイムは言げん質ちを取られたことに気づいていない。

「はい。それでは……カイムさんは私達の恋人と言うことで。レンカもいいですよね？」

「当然だ……私を傷物にした責任を取れ」

　レンカが上うわ目め遣づかいに睨にらんできた。瞳に涙なみだを溜ためて見つめてくる表情は年上とは思えないほど子供っぽく、思わずカイムはドキリとさせられる。

　こうなると、もはや逃げ場はない。前も後ろもガッチリと道をふさがれている。

「……わかったよ。俺も男だ。責任とか言われても困るが、できる限りのことはしよう。それよりも……君達の方こそ本当にいいのか？　俺は何の地位もない旅人で、そっちは帝国の貴族だろう？」

　おまけに……カイム一人に対して女性が二人。両手に花という状態である。ミリーシアとレンカの方こそ、そんな爛ただれた関係を受け入れることができるのだろうか？

「問題ありませんよ。私の父にも複数の妻がいますから」

　ミリーシアがニコニコと笑顔で首を傾げた。一夫多妻……それが何の問題があるんだと言わんばかりの態度である。

「……帝国は実力主義。相応の強さがあれば、騎き士しや貴族の地位を得るのは難しくない。貴き殿でんほどの実力者であれば、手て柄がらさえあれば伯爵以上の爵位は確実に得られるだろう。貴族ならば複数の妻をめとるのは当然のこと。気にはしない」

　レンカもまた追従して補足する。

　帝国はジェイド王国の十倍以上の国力がある大国。彼かの国を強国たらしめているのは富国強兵、絶対的な実力主義である。血筋や家いえ柄がらにこだわることなく、能力のある人間を臣下として取り立ててきた結果だった。

「そうかよ……つまり、二人とも俺の女になるのに異論はないわけか」

　カイムとしては望むところ。都合が良過ぎる展開だった。ミリーシアとレンカほどの美女をそろって恋人にできるなんて、男おとこ冥みよう利りに尽つきる話である。

「カイムさんに命を救われて、私は運命を感じました。貴方あなたこそが生しよう涯がいを捧ささげて添そい遂とげる方なのだと確信したのです」

「私はとてもムカつく。ムカつくのだが……貴殿が戦っているところを見ると胸の高鳴りが止まらなかった。是ぜ非ひとも調教して……いや！　特別に私とお嬢じよう様さまの夫として認めてやろう！」

「……そうかよ、嬉しくって涙が出そうな気分だよ」

　不ふ穏おんな単語を聞いた気がするが……カイムは二人の愛を受け入れた。

　話がまとまったのは良いとして、カイムには報告しなくてはいけないことがある。

「あー、お互たがい納なつ得とくしたところで、二人に紹しよう介かいしたい奴やつがいるんだが……」

「「え？」」

　ミリーシアとレンカがきょとんとした顔で目を瞬しばたたかせた。口で説明するよりも実際に会ってもらった方がいい。面倒事は一度に片付ける方が良いに決まっている。

　カイムは一度部屋から出て、下で待たせているティーを呼びに行くのであった。




「…………」

「…………」

「…………」

　宿屋の一室で三人の女性が顔を合わせている。三人の間には……ついでに唯ゆい一いつの男性であるカイムにも、息が苦しくなるような気まずい空気が流れていた。

「カイム様、どなたですの……こちらの方々は？」

　一人目はメイド服を着た獣人の女性……ティー。

　カイムにとって家族と呼べる長い付き合いのメイド。幼い頃から面倒をみてくれた姉のような存在である。

「カイムさん、説明してくれますよね？　こちらの女性はどなたです？」

　二人目は簡素ながらも上品なデザインのドレスを着た女性……ミリーシア。

　数分前、めでたくカイムの恋人となった帝国貴族の娘むすめ。盗とう賊ぞくから助けたことがきっかけで、カイムの女になった美少女でもある。

「まさか……私やお嬢様以外にも手を出していたとは。英えい雄ゆう色を好むとでも褒ほめれば良いのか、呆あきれれば良いのか……」

　三人目は動きやすい簡素なパンツルックの女騎士……レンカ。

　ミリーシアと同じくカイムの恋人になった女性。カイムの毒を飲み、さらに圧あつ倒とう的てきな力で戦っているところを見て虜になった年上の美女である。

　三人はカイムを中心にトライアングルを作って睨み合っている。

　牽けん制せいする女性達の鋭するどい視線に、中央に据すえられたカイムは背筋から汗を垂れ流した。

（何だ、この修しゆ羅ら場ばは……俺は何か悪いことをしたのか？）

　一方的に責められるポジションにいるのは非常に納得がいかなかったが、この状況で文句を言うほど愚おろかではない。気まずそうに座すわり、時が流れるのをひたすら待った。

「こちらの女性は……服装からしてメイドですよね？　カイムさんは平民だと仰おつしやってましたけど、ひょっとして嘘うそをついたんですか？」

　長い沈ちん黙もくの後、ミリーシアが口を開いた。半眼で睨まれたカイムは恐る恐る答える。

「……嘘じゃない。間違いなく平民だ。父親と母親、それと妹が貴族だというだけでな」

「どうやら訳ありのようですね……まあ、それは後でゆっくり聞かせてもらいましょう」

　ミリーシアは「フウ」と溜ため息いきをついて、頬に手を当てて物もの憂うげに首を傾げる。

「私はカイムさんの恋人なのですけど……あなたはどのような関係なのですか？　やはり、服装通りに使用人でしょうか？」

「ガウッ！　恋人……！」

　牽制のように放たれた言葉。ティーが鋭い牙きばを剥いて、わずかに怯ひるむ。

『恋人』という言葉にたじろいだようだが……それでも、果か敢かんに立ち向かう。

「ティーはカイム様の従者で家族ですわ！　一いつ緒しよに寝たこともあれば、お風ふ呂ろに入ったこともありますの！　ただの使用人では済まされない絆きずながありますわ！」

「へえ……それはそれは。一緒に寝たことならば私だってありますよ？」

「どうせ一度きりなのでしょう!?　私は何度も何度も一緒に寝ましたよ！」

「密度は私達の方が上です！　だって……その先までしていただきましたもの！」

「ガウウッ……！」

　勝ち誇ほこった様子のミリーシアにティーが悔くやしげに鳴く。ミリーシアが一歩リードしたようだが……ティーがバッと勢いよく自分のスカートをまくる。

「うおっ!?」

「子作りくらいティーだってできますわ！　たまたま横入りしてきた泥どろ棒ぼう猫ねこの分際で偉えらそうにするんじゃないですの！」

「くっ……まさか昼間から、そこまでしてくるなんて!?　こうなったら……レンカ！　私達も脱ぎますよ！」

「ええっ!?　お嬢様、私も参戦するんですか!?」

「当然です！　私達の絆、愛をここで見せてあげましょう！」

　服を脱ぎ始めたティーに対たい抗こうして、ミリーシアまでもがドレスの胸むな元もとを開いた。レンカはしばし迷っていたが、やがて意を決したようにズボンを下ろす。

「ちょ……お前ら、何やってんだ!?　まだ真昼間だぞ!?」

「関係ありませんわ！　早く、交こう尾びをするですの！」

　半はん裸らになる彼女達を慌てて止めようとするが、逆に詰つめ寄られてしまった。

「させません！　カイムさんは私達の恋人です！」

「……責任を取れ。この不ふ埒らち者ものめ！」

「お、落ち着けって！　頼たのむから！」

「ガウッ、待ちませんわ！　カイム様、覚かく悟ごするですの！」

「私だって負けません！　帝国女は度胸が命です！」

「く、殺せ……さっさと私の尻しりを叩たたけ！」
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　三人が壁かべ際ぎわにカイムを追いつめる。カイムは激しい恐怖に顔を青ざめさせ、襲おそわれる覚悟を決めるが……そこで予想外の方向から救いの手が差し伸のべられた。

「あ、あの……お忙いそがしいところを失礼します」

「あ……」

　いつの間にか部屋の入口に立っていた宿屋の看板娘である。小こ柄がらなソバカス顔の少女は顔をトマトのように赤くして、扉とびらの陰かげから四人の痴ち態たいを覗のぞき見していた。

「えっと……その……チェックアウトの時間なんですけど。もう一いつ泊ぱくするのなら、追加で料金をいただかないと……」

「………………ああ、そうだったな。悪かった」

　カイムが気まずそうに首しゆ肯こうする。盛もり上がっていたところに水を差され、半裸の三人も冷静になって服を着始めたのであった。
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　話し合った結果、ティーを加えて帝国に向かうことになった。

　カイムと三人の女性は連れ立って宿を出て、帝国行きの船のチケットを買いに行く。

　船着き場にある売場につくと、若い男性店員がチケットの販はん売ばいをしていた。

「帝国行きを四枚だね。金貨二枚だよ」

「はい、こちらでお願いします」

　ミリーシアが代表して、全員分のチケットを購入した。

　若い女性……それもいかにも高貴そうな女性客を見て、男性の販はん売ばい員いんも笑顔で応対する。

「えーと……今日の船はもういっぱいだから、出港は明日の正午だよ。乗り遅れてもチケット代の払はらい戻しはしないから気をつけてくださいよー」

「明日？　ずいぶんと早いのですね？」

　帝国行きの船はいつも混んでおり、運が悪ければ一週間以上も待たされることがあるらしい。次の日のチケットが取れるなんて滅めつ多たにない幸運だった。

「たまたまキャンセルした客がいてね。明日の船が空いてるんだよ」

「そうですか、ありがとうございます」

　ミリーシアがチケットを受け取り、カイムのところに戻ってくる。

「どうやら、明日には帝国側に渡れそうです。予想よりも早い出発になりそうですね」

「それは何よりだが……出発する前にこの町を観光しても構わないか？」

「もちろん、構いませんけど……ティーさんも一緒なのですよね？」

「もちろんですわ。ティーはカイム様のメイドですもの！」

　カイムの後ろに控ひかえていたティーが堂々と言う。

「私達も御ご一いつ緒しよしたいところですが……旅に必要な物資を補ほ充じゆうしなければいけません。口くち惜おしいですが、観光はお二人でどうぞ……」

　ミリーシアが不満そうに口を尖らせながら、言ってくる。

「いいのか？　荷物持ちが必要だったら、俺も手伝うが……？」

「構いませんわ。こちらの都合で同行してもらっているカイム様を必要以上に拘こう束そくするわけにもいきませんから。それに……ティーさんと積もる話があるのでしょう？」

「……いいですの？　敵に塩を送るようなことをして」

　ティーが疑わしげな目でミリーシアを睨む。ミリーシアは小さく肩かたをすくめた。

「カイム様ほどの御お方かたを独ひとり占じめできるとは思ってませんもの。ただし、正妻争いは負けませんから覚悟しておいてください」

「ふん、望むところですわ！　どうせティーが勝ちますの！」

　ティーとミリーシアが顔を合わせて、バチバチと火花を散らす。レンカが苦笑いをしつつ、カイムに向けて「しっしっ」と手を振った。

「……もう、早く行ってくれ。貴殿らといると、お嬢様がお嬢様ではなくなってしまう」

「……苦労をかけるな。そっちは頼んだ」

　カイムは苦く労ろう性しようのレンカを労ねぎらいつつ、ティーを促うながして大通りを歩いていった。

「さて……初めての町、初めての観光だ。ティーはどこか行きたい場所はあるか」

「ありますわ。だけど……後で結構ですの。先にカイム様が行きたい場所に行きましょう」

「俺の行きたい場所か。そうだな……」

　カイムはいくつかの場所を頭に浮かべる。朝に露店を回った際、ついでに町の観光スポットについて聞き取りをしていた。

「じゃあ、とりあえずは町の高台に行ってみるか」

　カイムは人の流れに沿って大通りを歩いていき、坂道を上る。緩ゆるやかな勾こう配ばいの坂を上っていった場所にあるのは町を見下ろすことができる高台だった。

「おお……絶景だな！」

「ガウ……これは見事ですの！　すごいですの！」

　高台に立った二人は同時に感かん嘆たんの声を上げる。そこからは町全体を見み渡わたすことができた。遠くに目を向けると町に沿って海に流れていく大河も一望できる。

　広大な大河が陽の光を反射してキラキラと輝かがやき、まるで巨きよ大だいな宝石箱のようである。

「なるほど……これは確かに一見の価値がある。教えてくれた飯屋の旦だん那なに感謝だな」

「まるで夢みたいですわ。カイム様と一緒にこんな景色を見れて！　あの屋や敷しきにいた頃からずっと、カイム様といろんな場所に行ってみたかったんですの！」

「ティー……」

　忠誠心あふれる言葉に胸を打たれ、カイムは感極まって肩を震ふるわせる。

　しかし……次に放たれた言葉を聞いて、別の意味で胸を打たれることになった。

「カイム様が勝手にいなくなってしまったときには、ショック過ぎて泣きそうになってしまいましたが……こうやって一緒に旅先を観光できるだなんて幸せですわ！」

「グッ……」

　さりげなく含ふくまれていた棘とげにカイムは胸を押おさえた。頭を抱かかえてしゃがみ込み、項うな垂だれながら何度目になるかわからない謝罪を口にする。

「……いい加減に機嫌を直せよ。悪かったって言ってるだろうが」

「がう、ですからもう怒おこってませんわー。カイム様にも事情があったようですし、置いて行かれたことは許してますの」

「……また含みのある口ぶりだな。言いたいことがあるのならはっきりと言えよ」

「いいんですの？　だったら言わせてもらいますわ！」

　ティーがずずいっとカイムに顔を近づけてくる。

「カイム様、ティーは怒っていますわ！」

「うっ……だから、そのことは……」

「置いて行ったことではありませんの！　ティーの知らないところで、知らない牝と交尾をしていることについてですわ！」

「はあ!?」

　カイムは慌てて周りを見回した。周囲には少なからぬ観光客がいる。彼かれらは『交尾』というただならぬ言葉を聞いて、怪け訝げんな視線を向けてきていた。

「ティー、こんな場所でなんて話を……！　周りの目をちょっとは気にしろ！」

「カイム様が悪いですわ！　あんな駄牝の誘ゆう惑わくに乗ったりして……ティーは怒ってます！　傷ついてます！　悲しんでいます！」

「アイツらとのことは色々と事情があってな……ああ、もう。どうしろっていうんだよ？」

「謝罪と補ほ償しようを要求しますわ！　これから、ティーが行きたい場所に一緒に行きますの！」

「一緒にって……それだけでいいのか？」

「ええ、それだけで許してあげますわ。さあ、行きますの！」

　ティーがカイムの腕うでを抱いてグイグイと引っ張っていこうとする。エプロンドレスに包まれたたわわな感かん触しよくが二の腕を包み込んできて、成すすべもなく引きずられる。

（コイツ……そう言えば、昔から胸がやたらと大きかったんだよな……）

　ティーとは幼少時から一緒に風呂に入っていた。十代の頃から胸の発育がとんでもなく良くて、二十歳はたちを迎むかえた現在ではまるで二つの巨大な山となっている。昔なじみのメイドの発育の良さを改めて突つきつけられ、カイムは心臓を激しく高鳴らせてしまう。

「も、もちろん一緒に行くのは構わない。そんなことで詫わびになるのなら安いものだが……どこに連れて行くつもりだよ」

　腕を引かれながら訊たずねると、ティーがカイムの方を振り返る。悪戯いたずらっぽい笑みが浮かんだ顔。その瞳はまるで獲え物ものを追い詰める肉にく食しよく獣じゆうのように妖あやしい光を放っていた。

「連れ込み宿ラブホテルに決まっていますわ！　これからティーとも交尾をしますの！」

「はあっ!?　昼間っから何を言ってやがる！」

　その話は終わっているはずではないのか。カイムが声を裏返らせて叫さけんだ。

「獣人の女は追い詰めた獲物を逃にがしませんの！　他の女がいない絶好のチャンス……ここでカイム様を襲わないわけがありませんわ！」

　ティーがまるで誇らしいことであるかのように堂々と言い放つ。

「カイム様はきっとこれからも多くの牝を惹ひきつけることでしょう。それは構いません。優すぐれた牡おすは牝を侍はべらせるものですから。ですが……正妻の座は断じて譲ゆずりませんの！　ティーは初めて会った時から、ずっとカイム様を狙ねらっていたのですから！」

「公衆の面前でとんでもないことを言い放つんじゃねえ！　それに初めて会った時って……俺は赤あかん坊ぼうだったぞ!?」

　叫ぶ二人に周りから好こう奇きの視線が集まる。観光客やら町の住民やらがこちらを見つめている。カイムはどう答えたものか頭を抱えるが……そこで場ば違ちがいな怒ど号ごうが響ひびき渡わたった。

「あ、アイツだ！　見つけたぞ！」

「ん？」

　投げかけられた怒いかりの声。カイムが怪訝な面おも持もちで振り返ると、数人の男達がまさに高台に登ってきたところだった。

　身なりの良い貴族風の男性と、いかにも荒あら事ごとに慣れていそうな屈くつ強きようそうな男達である。

　貴族風の男性には見覚えがあった。数時間前、市場で獣人奴隷の少女を虐げていた男だ。

「アイツめ……さっきはよくもやってくれたな！　帝てい国こく貴族である僕に暴力を振るったりして、許されると思ってるのか!?」

「チッ……忙しいときに、面めん倒どう臭くさそうなのが出てきやがったな」

　カイムは舌打ちをした。取り込み中だというのに邪じや魔ま者ものが現れたらしい。

「おい、お前達。あの男を殺せ！　僕に無礼を働いた罪を購あがなわせろ！」

「坊ぼつちゃん、本当に殺っちまっていいんですよね？」

「構わない、憲兵も判事も金で黙らせてやる。嬲なぶり殺しにしろ！」

「はいよ、承知しました」

　貴族男の許可を得て、屈強な男達が前に進み出てくる。日焼けした筋肉を剥き出しにしたならず者達は手にナイフや棍こん棒ぼうといった武器を持っていた。ニタニタと嘲あざけるような醜しゆう悪あくな笑みを浮かべ、カイムとティーを順じゆん繰ぐりに見やる。

「へへ、女連れとは気が利きいてやがる。後の楽しみが増えたぜ！」

「男をぶっ殺してから、女もタップリと可愛かわいがってやるぜ。その後は娼しよう館かんにでも売り飛ばすかな。獣人とはいえ、高く売れそうだ！」

「クズが……鬱うつ陶とうしいな」

　ティーに邪よこしまな視線を向ける男達にカイムは眼光を強める。殺意を固めて拳こぶしを握にぎるが……カイムよりも先にティーが前に出た。

「ガウウウウッ！　カイム様との交尾を邪じや魔まするなんて許しません！　万ばん死しに値します！」

　牙を剥き、飢うえた獣けものの形相でティーが唸る。銀色の髪の毛がユラユラと逆立っており、まるで意思を持った生き物のようになっていた。

「おい、ティー……」

「ガウウウウウウウウウッ！」

　カイムが止めようとするが……ティーが勢い良く飛び出した。地面を滑すべるような足取りで前進するや、正面にいた男の股こ間かんを蹴けり上げる。

「あぷっ……」

　玉を蹴り飛ばされた男が奇き妙みような悲鳴を上げてうずくまる。

「まだ終わりじゃありませんの！　骨まで砕くだけろですわ！」

「ギャアッ!?」

　うずくまった男の顔面にティーが右手を振るう。鋭い爪つめが男の顔面を切り裂さいて真っ赤な鮮せん血けつが飛び散った。男は仰あお向むけに倒たおれて動かなくなる。

「こ、この女、許せねえ！」

「よくも仲間をやりやがったな！　ぶっ殺してやる！」

　仲間がやられたのを見て、他の男達が激げき昂こうした。ナイフや棍棒を振りかぶり、ティーめがけて叩きつけようとする。

「甘あまいですわ！　そんな攻こう撃げきは当たりませんの！」

　ティーが身体をひねり、素す早ばやいステップで攻撃をかわしていく。人にん間げん離ばなれした柔じゆう軟なんかつ機き敏びんな回かい避ひはまさに猫ねこ科の猛獣だ。

　亜あ人じんや獣じゆう人じんと呼ばれる種族は数多いが……その中でも、虎人は獅し子し人びとや龍りゆう人びとと並んで好戦的な戦せん闘とう民族である。ティーはメイドとして働く傍かたわらでハルスベルク家の騎士や兵士に交ざって訓練を積んでおり、並の兵士に負けることのない戦闘能力を有していた。

「ちょっとだけ本気を出してあげますの！　喜び、むせび泣くがいいですわ！」

　ティーがエプロンドレスのスカートをはためかせると、スカートの中から棒状の武器が現れた。三本の棒が鎖くさりで連結された奇妙な形の武器。東方の国において『三さん節せつ棍こん』と呼ばれている武器である。

「亡なき奥様から買っていただいた武器……ここで使わせていただきますの！」

　それはカイムの母であるサーシャ・ハルスベルクが存命中、市場で異国の商人が売っていたのを購こう入にゆうしたものだ。不思議な形状の武器は何故なぜかティーの手に良く馴な染じみ、サーシャは「それで息むす子こを守ってあげてね？」と笑顔で買い与あたえたのである。

「それでは……参りますわ！」

「ギャッ！」

　ティーが三本の棒を器用に振り回し、ならず者を殴なぐりつけた。

「ガウッ！　ガウッ！　ガウッ！　ガウッ！」

「ぐわあっ!?」

「ぎゃあああああああっ！」

　遠心力がつけられた棒がならず者の顔や腹部、股間を連続して叩く姿はまるで華か麗れいな舞ぶ踊ようのようである。周囲にいる野や次じ馬うまからも感嘆の声が上がった。

「おお、すげえ！」

「お嬢じようちゃん、いいぞー！　もっとやれ！」

「そこだ。やっちまえ！」

　ジェイド王国は亜人差別が激しいが、隣りん国ごくと接するこの町は比ひ較かく的てき、異種族への受け入れが良かった。次々と屈強な男達をなぎ倒していく美女の姿に、種族という壁を超こえた称しよう賛が浴びせられる。

「ぐ……！　僕ぼくが雇やとった護衛がこんなに一方的にやられるなんて……覚えていろよ！」

　一方、雇い主である貴族風の男は形勢不利を悟さとり、そそくさと逃げ出した。

　高台の階段を駆かけ降りて逃げようとするが……回まわり込んでいたカイムが立ちふさがる。

「兵隊が戦ってるのに、大将が逃げるだなんて格好がつかねえだろ。ティーだけにやらせるのも申し訳ないし、ここは俺が遊んでやるよ」

「ぐ……う……僕のパパは帝国の高官だぞ。こんなことをしてタダで済むと……！」

「知るかよ。馬鹿が」

　カイムが紫むらさき色いろの魔ま力りよくを放出させた右手で貴族男の顔面を掴つかむ。酸性の猛もう毒どくがタップリと浴びせられる。

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアッ!?」

「当分は見るに堪たえない顔面になるだろうが……せいぜい、治ち療りよう院いんで後こう悔かいすることだな。ケンカを売る相手をもっと選ぶべきだったと」

「グ……ギ……ガガガッ……」

　毒を浴びた貴族男が階段に倒れてピクピクと痙けい攣れんする。顔面は焼け爛れたように無残な有様になっているが、とりあえず生きているようだ。

「さて……」

「カイム様、逃がしませんの」

　そのまま立ち去ろうとするカイムの襟えり首くびをティーが掴んだ。

「さあ、連れ込こみ宿に行きますわ！　お願いだから、抵てい抗こうしないで欲ほしいですの！」

　ティーは片手でカイムを捕まえ、もう一方の手に三節棍を握っている。カイムが拒きよ否ひしようものなら、暴力に訴うつたえてくる可能性すらあった。

「……わかったよ。好きにしろ」

　カイムは溜息をついて、ティーに引きずられていったのである。




　連れ込み宿に引きずり込まれて個室に二人きりになるや、カイムはベッドに押おし倒された。獣人のパワーによって投げ飛ばされるようにしてベッドに仰向けになり、ティーが腰こしの上に跨またがってくる。

「フッフッフ……もう逃げ場はありませんよ。観念してください、カイム様！」

「…………」

　舌なめずりをして嫣えん然ぜんと笑うティーに対して、カイムは無言である。この状じよう況きようで抵抗しようなどとは少しも思えない。瞳には諦てい念ねんの色が浮かんでいた。

「ウフフフ……」

　カイムの目の前でティーがゆっくりとメイド服を脱ぬいでいく。細い指先がエプロンドレスのボタンを外していき、胸の谷間が開かれていく。

　カイムにとって、ティーは物心つく前から面めん倒どうをみてくれた姉のような存在である。

　抱き着かれたりするのは日にち常じよう茶さ飯はん事じ。幼い頃ころには一緒に風呂に入ったこともあった。

（だけど……こうやって、まじまじと裸はだかを見るのはさすがに初めてだな）

　何年か前からティーの肌はだを見ることに背徳感を覚えるようになり、直視することは避さけてきた。ティーの体つきはカイムが知るものよりもかなり成長している。

　カイムの見つめる先……ブルンと音を立てて、エプロンドレスの中から二つの乳ち房ぶさがこぼれ出た。赤の下着に包まれた大きな乳房には重力に負けることないハリがあり、下から見上げるととんでもない迫はく力りよくである。

「で、デカい……」

　半裸のティーを見上げて、カイムは思わずつぶやいた。目の前で垂すい涎ぜんものの乳房がタプタプと揺ゆれている。

　ミリーシアやレンカも決して小さくはなかったのだが……ティーの胸は一目でわかるほどに格が違ちがう。

　下から見上げた二つの果実は爆ばく乳にゆう。まさに爆ばく発はつするような乳房だった。服の上から想像していたよりもさらに二回り以上は大きく、艶なまめかしいラインで楕だ円えんを描えがいている。

「触さわっても良いですわ、カイム様」

「…………！」

「路地裏で拾っていただいた時より、この身はカイム様のもの。血の一いつ滴てきから肉の一ひと欠片かけらにいたるまで、全ぜん身しん全ぜん霊れいがカイム様に奉ほう仕しするためにあるのです」

　ティーはゆっくりと、まるで見せつけるかのように背中に手を回し、爆乳を覆おおっているブラジャーのホックを外した。

　瞬間、解放された乳房が大きく跳はねた。まるでそれ自体が別の生き物であるかのように瑞みず々みずしく躍やく動どうして、山の全ぜん貌ぼうが露あらわになった。

　見み間ま違ちがいだろうか……カイムの目には、下着から解き放たれた胸がさらに大きく膨ふくらんだように感じた。

「ぐ……」

　カイムは唸うなって、モゾモゾと腰を動かす。

　いつの間にか、下半身の一部に血液が集中していた。ティーが伸のしかかっているせいで押さえつけられて、窮きゆう屈くつだと叫んでいる。

「随ずい分ぶんと元気になってきたようですの。奉仕のし甲が斐いがあってよろしいですわ」

「グウッ……!?」

　ティーも固い感触に気がついたのだろう。ニンマリと得意げに笑って、スカートに包まれたままの尻でカイムの股間をグリグリと刺し激げきしてくる。

　快楽と苦痛を同時に与えられて、カイムの表情が歪ゆがむ。

（この雌めす虎とらめ……調子に乗りやがって……！）

　このまま、やられっぱなしではいられない。カイムは反はん撃げきの一手を繰くり出すべく……目の前で揺れている大きな乳房に狙いを定める。

　丸みを帯びた巨大な果実。乳房の大きさに反して小さめの乳輪。その中央に屹きつ立りつした乳ち首くびは意外なほど可愛らしい。

　誘さそわれている。挑ちよう発はつされている……カイムはそれを自覚しながらも、あえて罠わなの中に飛び込むことにした。

「あんっ!?」

　カイムは下から両手を伸ばし、二つの乳房を鷲わし掴づかみにした。まるで猛もう禽きん類るいが獲物を捕まえるように揺れる肉につ塊かいをガッチリと捕とらえ、グイグイと揉もみしだく。

「んあっ、ふあっ、はうっ……ダメですの、カイム様。そんなに乱暴にしては……！」

「最初から誘っていたくせに、勝手なことを言ってんじゃねえよ。こうしてもらいたくて挑発してたんだろうが」

　掴んだ胸を根元から搾しぼり、グイグイと回して円を描く。

　力を入れると、指先が容易に肉の中に沈しずんでいく。自由自在に形を変える乳房は、人体の一部がこんなにも卑ひ猥わいに形を変えるのかと感心してしまうほど柔やわらかい。

「ひゃんっ！」

　一通り胸の柔らかさを堪たん能のうしたところで、今度は親指で乳首を押し込んだ。カチカチと何かのスイッチでも押しているように、指を弾はじいて胸の突とつ起きを刺激する。

「あっ、あっ、あっ、あっ、あっ……！」

　乳首を押すたびに短い喘あえぎ声がティーの喉のどから漏もれる。

　ティーの顔は快楽に染まっていて、何とも言えない艶めかしい表情になっていた。

　カイムは顔見知りの女性の顔を自分の手で歪ませている背徳感に酔よいしれながら、なおも責める手を緩めることなく乳首をクリクリとねじ回した。

「んあああああああっ!?　カイム様、気持ちいっ、気持ちいいですのっ！　ティーはおかしくなってしまいますのっ!?」

「安心しろ。お前がおかしいのはいつものことだ」

「ティーは嬉うれしいですの！　カイム様がこんなにも逞たくましくなってくれて、ティーのことを可愛がってくれて感無量ですのおっ！　ずっとこうして欲しかった……カイム様と初めて会った時から、こうしてもらいたかったですのおおおおおおっ！」

　ティーが獣の遠とお吠ぼえのように叫んだ。

　初めて会った時……カイムが赤ん坊の頃から情欲を抱いだいていたと言われると空そら恐おそろしいものがあるが、そこまで自分を思っていてくれたことには素す直なおに感動する。

　カイムは深すぎる愛情に少しでも応えるべく、強ごう引いんに上半身を起こした。

「ふあっ……」

「形勢逆転。隙すきありだ」

　ティーの身体をひっくり返し、今度はカイムが上になる。

　押し倒したティーの身体に覆いかぶさり……巨大な果実に喰くらいつく。

「ああッ!?」

　ティーの胸にしゃぶりついたカイムは、乳首を中心に唾だ液えきをまぶすように舐なめまわした。

　最初は右側の乳首。舐めて、しゃぶって、時々吸って……気が済んだら今度は左側も同じように味わう。

「あっ、ふあっ、んっ、んんんんんっ……」

「面倒だな……こうなったら……」

「ひゃあんっ!?」

　段々とまどろっこしくなってきたので、左右の胸を同時に責めることにした。二つの乳房を強引に合わせて、二つの乳首をまとめて吸い上げる。

「んうううううううううっ！」

　ティーが上半身をそらして腰を浮うかせる。

　そんなティーを見ても、カイムは攻撃を緩めない。容よう赦しやなく左右の乳首に歯を立てた。

「か、カイム様……んあああああああああああっ!?」

　今日一番の嬌きよう声せいが上がる。

　どうやら、絶頂してしまったようだ。ティーの身体からクッタリと力が抜ぬけて、ベッドに仰向けになって「ハア、ハア……」と熱い息を漏らす。

「ま、参りましたの……さすがはカイム様ですわ……」

「まったく……調子に乗るからそうなるんだ。ベッドの上でなら、下げ克こく上じようできるとでも思ったのか？」

「はふう、ご奉仕がしたかっただけですの……ふあ？」

「よっと」

　カイムが脱だつ力りよくするティーの身体を裏返し、うつぶせにした。

　いまだにエプロンドレスのスカートに包まれた尻を持ち上げ、天てん井じように向けて突き出すようにする。

「カイム様……？」

「雌虎にはこっちの体位の方がお似合いだろ……後ろから犯おかしてやるよ」

「あ……」

　カイムがスカートの中に手を入れ、スルスルとショーツを脱がした。

　ブラジャーと同じ赤い色のショーツはすっかり濡ぬれそぼっており、いかにティーがカイムの愛あい撫ぶに反応していたかが見てわかる。

「さて……今度はお前が逃げ場を無くしてしまったようだが、今さら拒きよ絶ぜつなんてしないよな？」

「……もちろんですの。どうぞお召めし上がりくださいませ」

　ティーが自分の意思で尻を揺らすと、臀でん部ぶから生えた白黒の尻しつ尾ぽによってスカートがずらされる。下着を脱がされ、守りを失った足の付け根がこれでもかと露わになる。

「そうかよ……それじゃあ、いくぞ」

「はいですの……ふあっ!?」

　カイムもまたズボンと下着を脱ぎ捨てて……獣が交尾をするかのように、ティーの背中に覆いかぶさった。

「あ、ああっ、フギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?」

　連れ込み宿の一室から、絶頂する獣の鳴き声が響いてくる。

　鳴き声は一晩中止やむことなく響き続けるのであった。







エピローグ







　結局、疲ひ労ろうしきったカイムとティーはそのまま連れ込み宿で一夜を明かすことになった。

　一夜を明かしてミリーシアとレンカがいる宿屋に戻もどると、二人が憮ぶ然ぜんとした顔で出で迎むかえてくる。

「二人とも……随分と遅おそかったですね、本当に」

「さぞやお楽しみだったのだろうな。まったく、今日は帝国に行く日だというのに……」

　早朝だというのに、二人とも早起きして待っていたようだ。

　あるいは、寝ねないでカイムの帰りを待ち構えていたという可能性もあるが……あまり考えたくはない想像である。

「昨日は悪かったな、旅の準備を任せてしまって。そっちは問題なかったか？」

「お嬢じよう様さまがずっと不ふ機き嫌げんだったが……他には問題はない。すぐにでも出発できるだろう」

　カイムの問いにレンカが答えた。ミリーシアはまだ怒っているらしく腕を組んでいる。

「それは何よりだ。さて……そっちのお嬢様も機き嫌げんを直してくれると有り難がたいんだがな」

「…………」

　ミリーシアはカイムの言葉に答えることなく、部屋の入口に立っているメイド服の女性……ティーに顔を向けた。

「……ティーさんでしたね？　カイムさんと仲直りはできましたか？」

「お気き遣づかいには感謝しますわ。昨晩はとても素す晴ばらしい夜でしたの！」

「それは良かったです……これから、一いつ緒しよにカイムさんを支えていきましょうね？」

「言われるまでもないですわ。不承不承ですけど、貴女あなたのことも認めてあげますの」

「認めるのは私の方ですよ？　私が正妻ですし、強い殿との方がたは複数の女性を侍らせるものですから……貴女のことも側そば妻めとして、認めてあげます」

「フフン……どっちがカイム様の正妻になるかはこれから勝負ですわ！」

　ティーとミリーシアが頷うなずき合い、ガッチリと握あく手しゆを交かわす。まるで激げき闘とうによって友情が芽生えた好敵手のようだ。

　カイムにはその遣やり取りの意味は分からなかったが……ミリーシアはようやく機嫌を直したらしく、ベッドから立ち上がった。

「それじゃあ……出港の時間には早いですけど、もう船着き場に行っておきましょうか。遅くなって乗り遅おくれたら大変ですから」

「ああ、それはいいんだが……」

「カイムさん？　どうかいたしましたか？」

「…………」

　顔を覗き込んでくるミリーシアにカイムはたじろいだ。

　何故だろうか、和わ気き藹あい々あいとなった女じよ性せい陣じんの空気に、カイムは胸むな騒さわぎを感じた。

　考えても見れば……この場にいる三人の女性、その全員がカイムとの肉体関係を結んだ『姉し妹まい』なのだ。とんでもなく稀け有うで貴重でふざけた関係である。

（何故だろうな……ものすごく恐おそろしくなってきたぞ。俺おれはこんなメンバーで旅をして、帝国に渡ることになるのか……？）

『毒の女王』と融ゆう合ごうして『毒の王』となり、『拳聖』という人生最大の宿敵を撃げき破はした。

　もはや怖こわいものなしになったはずなのに……どうして、今さら味方である彼かの女じよ達たちにこんな恐きよう怖ふを感じるのだろう。どれだけ強くなったとしても、男という生き物は最終的には女の尻に敷しかれることになるのかもしれない。

「どうかしましたか、カイムさん？」

「カイム様、出発しますわ？」

「行くぞ、どうかしたのか？」

「ああ……何でもない。行くよ」

　ミリーシアとティー、レンカに促されて、カイムは世話になった宿屋から出て行った。

　四人は並んで歩き、帝国を目指して船着き場に向かう。




　男一人に女三人。ある意味では夢のような状況。他の男から羨せん望ぼうの目で見られるようなシチュエーションなのだろうが……カイムはそんな旅路に激しい不安を感じた。

　その不安は予想を上回って的中することになるのだが……それは神のみぞ知っている未来である。







番外編　メイドの狂愛と入浴







　ハルスベルク家に仕えるメイド――ティーは『虎とら人びと』という種族の獣人である。

　亜人や獣人と呼ばれる種族は数多いが、その中でも龍人、獅子人、そして虎人は特に身体能力が高く、戦闘民族として恐れられていた。

　さらに虎人の中でも白い体毛を生まれ持った者……ホワイトタイガーの虎人は特別、魔力が高くて、虎人の中の虎人、部族の王のような扱あつかいを受けている。

　そんな特別な存在として生を受けたティーが、どうして人間の町で孤こ児じになっていたのか……それはティー本人も覚えていない。

　確かなのはティーが自分を拾ってくれたカイム・ハルスベルクに対して深い忠誠を抱いており、その思いは狂きよう気きの域にすら踏ふみ込んでいるということだけである。




「カイム様、痒かゆいところはないですの？」

「あう……」

　ハルスベルク伯はく爵しやく家けの屋敷、その浴室に二人の人間の姿があった。

　一方は身体のあちこちに紫色のアザがある少年カイム・ハルスベルク。もう一方はカイムに仕えるメイドのティーである。

　浴室ということもあって二人は当然のように裸だった。バスチェアに座すわったカイムの背中をティーが濡れた布で丁てい寧ねいに拭ふいている。

　まだカイムの母親が生きていた頃、二人はよく屋敷の浴室を使用していた。屋敷の主であるケヴィンは良い顔をしなかったが、妻の手前、やめろとは口にできなかった。

「か、痒いところはないけど……ちょっとくっつき過ぎじゃないかな？」

　カイムがモジモジと居い心ごこ地ち悪そうに言う。

　当時のカイムは十二歳さい。思春期に片足を踏み入れ、異性との身体の違いを感じはじめる年ねん齢れいである。そんなカイムにとって、自分の身体を洗ってくれているティーの裸ら身しん……背後で揺れている二つの膨らみは意識せずにはいられないものだった。

「身体くらい自分で洗えるよ。子供じゃないんだし、わざわざ湯ゆ浴あみについてこなくてもいいよ……」

「何を言っているですの？　湯あたりして倒れたりしたら危ないですわ」

「そんなこと…………うひっ！」

　ティーがカイムに密着してきて、身体の前に手を回してくる。背中に抱き着くような形になり、柔らかな乳房が押しつけられる。クニュクニュと卑猥に形を変えている膨らみ、圧あつ倒とう的てきな重量感を肌で味わい、カイムは思わず背筋を震わせた。

「カイム様は病弱ですから。奥おく様さまだって、カイム様が独りで湯あみをするのは、のぼせてしまうんじゃないかって心配してますわ」

「そ、そんなことより……む、胸が……！」

「胸が……どうされましたの？」

　ティーがカイムの胸部を布で洗いながら、不思議そうに言ってくる。カイムは赤面して言葉に詰つまった。

（胸が当たってるんだって！　ううっ……こんなこと、説明できるわけないって！）

　カイムは内心で叫んだ。

　胸が押しつけられて変な気分になるからやめてくれ――それは性を意識しはじめたばかりのカイムにとって、口に出すのも恥はずかしいセリフである。

　どうしてこんなに恥ずかしいのか、自分でもよくわからない。思春期に入って生じた己おのれの変化には戸と惑まどうばかりだった。

「あうう……」

「フフッ……変な声を出したりして、おかしなカイム様ですこと」

　ティーは穏おだやかな笑えみを浮かべながら、縮こまるカイムの身体を洗っていく。

　ティーの裸ら体たいを気にしまくっているカイムに対して、こちらはカイムのことを男性として意識しているようには見えない。

　だが……実のところ、真実は異なっていた。

（カイム様が私のことを女性として意識していますわ！　私の胸でこんなに恥ずかしがって……ああ、なんて愛らしいのでしょう！）

　ティーが歓かん喜きに打ち震ふるえながら鼻息を荒あらくする。ティーはカイムが思春期に入ったことがわかっており、その上で意図して身体を押しつけていた。

　裸で抱き着き、大きな乳房を押しつけ、腰をすり寄せ……肌と肌で触ふれ合って、カイムの反応を楽しんでいるのである。

（あの小さかったカイム様が、私のことを『女』として見てくれるようになるなんて……これまで長かったですわ）

　カイムのことをはっきり『男』として見ているティーであったが、これは今に始まったことではない。カイムが思春期になるはるかに昔……出会った頃には、すでにカイムを未来の伴はん侶りよとして認にん識しきしていたのである。

　ティーは孤児として彷徨さまよっていたところをカイムに拾われ、メイドとして雇い入れられた。カイムに対する恩義と愛情は常軌を逸しているほどに深い。

　ティーは赤ん坊だったカイムをすでに『男』として見ており、将来的には肉体関係を結ぶつもりでいたのである。

（ようやく、カイム様が雄おすになってくれました。いっそのこと……今日、ここで襲おそってしまいましょうか？）

　ティーは恐ろしいことを考えるが……すぐに首を振ふった。

　カイムは性に目覚めたばかりである。ここで必要以上に攻こう勢せいに出てしまうと、歪んだ性せい癖へきに目覚めてしまうかもしれない。

（まだ早い。まだ早いですわ。焦あせってはいけない……今は将来のために、マーキングするだけにしておきましょう）

「て、ティー！　そこは自分で洗うって！」

「ダメですわ。主人の身体を洗って差し上げるのはメイドの仕事ですもの」

「だからってそこは…………ひゃあっ!?」

　陰いん部ぶを指先で優やさしく撫なでられて……カイムが裏返った声で悲鳴を上げた。

「ここはデリケートな部分ですから、布ではなく手で洗いますわ。大だい丈じよう夫ぶ、ティーに任せてもらえたら、ちゃんと上う手まくいかせて……じゃなくて、上手く綺き麗れいにできますわ」

「あうう……」

「フフフ、ウフフフフフフッ……！」

　涙なみだ目めになってうめくカイム。ティーは肉にく食しよく獣じゆうの獣人らしく牙きばを剥むいて笑い、目覚めたばかりの男性の象しよう徴ちようをじっくり時間をかけて洗っていく。




　狂きよう信しん的てきな愛情に突つき動かされ、カイムに尽つくしているティーであったが……彼かの女じよの悲願が成じよう就じゆするのは、それから一年後のことである。

『毒の王』として成人したカイムは十年以上もかけて熟成された愛情をその身に受けることになり、ミイラになるのではないかと思うほど吸い尽くされるのであった。







あとがき







　初めましての方は初めまして。

　永遠の中二病作家をしておりますレオナールＤと申します。




　まずは本書を手に取ってくれた読者の皆様、出版に関わってくれた皆様に心より御礼を申し上げます。

　本作「毒の王」は第３回ＨＪ小説大賞の『小説になろう』部門にて受賞させていただき、書籍化することとなりました。

　まさかホビージャパン様より本を出させてもらえるだなんて、かつて読み専としてライトノベルを読みあさり、昼となく夜となく妄想を膨らませていた頃の自分は思ってもみない快挙です。

　感謝感激しながらも、実はこれが拗らせた妄想の一部ではないのか。ある日突然、夢から覚めてしまうのではないかと戦々恐々としています。




　さて、続きまして本作の解説です。以下の内容はネタバレを含みますので、まだ本文を読んでいない方はご注意ください。

　本作は主人公であるカイムが呪いを持ったまま生まれ落ちるところから物語は始まります。自分は何も悪くない、それなのに呪いのせいで虐げられている少年の不満と悲哀、それが元凶であるはずの『毒の女王』と融合することにより爆発して、最強系主人公として覚醒します。

　自分を逆恨みから虐げていた父親を倒すことで主人公は自分の殻を破り、世界に向かって翼を広げて羽ばたいていくことになりました。ここで毒親である父を殺しておくべきかどうかはかなり悩みましたし、ネット連載の方でも「殺って欲しかった」と意見をいただきましたが、あえて生かしておく方向で進めています。

　再登場する予定は欠片もありませんが、実の息子であるカイムを愛することができず、愛していたはずの娘も家出してしまった父親には、無力感と喪失感に襲われて今後も苦しみ続けて欲しい。それが死ぬことよりも辛い罰になると考えています。

　妹の方は再登場させるべきか悩んでいましたが、をん先生が素晴らしいイラストを描いてくださったのでまた出てきてもらいたいと思います。貴重なおもらしキャラ（？）を捨てていくのはもったいないですからね！

　こうして旅立つことになった主人公ですが、無事にメインヒロインの三人と合流することができました。

　ネット連載では規約の関係で濡れ場のシーンはカットしていましたが、本書ではギリギリまでエロいシーンを追加させていただきました。をん先生が最高のイラストを追加してくれたおかげで、ヒロインの魅力も増し増しになっています。カイムを取り巻くヒロインが満開の花のように咲き乱れる姿を楽しんでいただけたなら幸いです。

　あまりエロいシーンは書いたことがないので難儀させられましたが、おかげさまで作家として新しい境地に踏み出すことができた気がします。

　今後はより作品の幅を広げて、よりエロを追求したファンタジーを書いてみても良いかもしれませんね！




　さて、これにて「毒の王」一巻は幕引きとなりましたが、カイムとヒロインの冒険はまだまだ続いていきます。

　帝国で待ち受けているものとは、ミリーシアの隠している秘密とは、カイムの前に立ちふさがる新たな敵とは……またどこかで書かせてもらう機会をいただけたら、嬉しく思っております。




　それでは、またお会いできる日が来ることを全ての神と仏と悪魔に祈って。




レオナールＤ










電子書籍版特典ショートストーリー『三人娘のショッピング』







　船でガーネット帝国に向かう予定のカイム達であったが、出港時刻まで少し時間があったので町で買い出しすることにした。

「これで衣類は一通りそろいましたね。他に必要なものはありましたか？」

「水や食料品はカイム殿が買ってくれているはずです。足りない物があるのなら、帝国側で購入することもできるのではないかと」

　紙袋を抱えたミリーシアの質問にレンカが答える。

　帝国のそれなりに高い地位の家に生まれた令嬢であるミリーシア、その護衛騎士であるレンカは目立たないよう地味な服を着て買い出しをしていた。それでも、生来の容姿の良さは隠すことができずに、それなりに周囲の目を引いている。

「ミリーシアさんは下着ばかり買い過ぎですの。しかもエッチな物ばかり購入して、いやらしいですわ」

　苦言を呈したのは同行していたティーである。こちらはいつものメイド服を着ており、荷物が入った袋を両手に提げている。

「う……仕方がないではありませんか。どんな下着がカイム様の好みなのか、わからなかったんですもの」

　ミリーシアが唇を尖らせ、両手で紙袋を抱きしめる。三人は先ほど服屋に行ってきたばかりだった。そこで衣服……特に下着を中心に買い物をしている。

　男のカイムと別行動をとり、あえて三人だけで買い物をしていたのも、女性特有のデリケートな品々を買うためだった。

「お嬢様……なんとおいたわしい。あの純粋で清廉、百合の花のように可憐だったお嬢様があんな激しい下着を買い求めるようになるだなんて……」

「レンカだってネグリジェを買っていたじゃないですか！　布が透けているエッチなものを！　それに先ほどの店で購入していたムチは何に使うものですか!?」

「あ、あれはその……そう、広い帝国内を移動するに馬を購入する必要があるかと思って、調教用に用意しただけで……」

「蝋燭は？　ロープは？　手枷や首輪は何に使うつもりですか!?」

「ヒイッ!?　見ていたんですか!?」

「見てましたよ、しっかりとね！」

　大通りの真ん中でミリーシアとレンカが騒ぎ立てる。

　そんな二人を横目にして、ティーがわざとらしく溜息をついた。

「まったく……二人とも淑女としての自覚が足りませんの。殿方は攻めれば良いというものではありませんわ。楚々として、控えめに接することが効果的になることもあるですの」

「ティーさんも新しい下着を買っていましたよね？　どんなものを買ったんですか？」

「フフッ、よくぞ聞いてくれましたの。括目するといいですわ！」

　ティーが荷物から買ったばかりの服を取り出し、二人に見せつける。

「それは……？」

　ミリーシアが首を傾げた。ティーが購入した服は布面積がやたらと広く、下着らしからぬデザインのものである。

「大きな布……というわけではないな。珍しい花が描かれていて、鮮やかなデザインだ。そちらの帯で腰を留めるのか？」

「御名答ですわ、レンカさん。これは東国の民族衣装で『ユカタ』というものですわ。帝国よりもさらに東の国に住んでいる民族が身につける下着だそうですの」

　それは先ほど訪れた服屋の店主が行商人から仕入れた品だった。

　目に鮮やかな花の模様が編み込まれたエキゾチックなデザイン。東方の神秘なのか、露出が少なく楚々としているのにどこか扇情的で目を引いてくる。

「帝国についたら、さっそくこれで勝負ですわ。カイム様の心は私のものですの」

「クッ……私だって負けません！　この下着で……ティーバックで対抗します！」

「私は別に勝たなくてもいい……もう、叩いてくれたらそれでいい……」

　三人が思い思いに妖しい欲望を吐露する。

　女に目覚めたばかりの三人はいまひとつ無自覚だったが、不穏な女子トークに華を咲かせる彼女達は大通りでは酷く目立っている。余計な害虫を寄せてしまうほどに。

「おいおい、楽しそうな話をしてるじゃねえか！」

「え……？」

　三人に声をかけてきたのは二メートルを凌ぐ長身の男だった。筋骨隆々とした肉体にはいくつもの傷があり、熟練の傭兵か冒険者といった風体である。

「良い女が揃いも揃って下着の話とは、男を誘ってるとしか思えねえなあ！　娼婦にゃ見えねえが、そんなに男が好きなら俺様が相手になってやるよ！」

「「「…………」」」

　男がニタニタと笑いながら、ワキワキと不穏に両手の指を動かす。

　そんな男のスケベ面に三人は途端に冷めた表情になり、顔を見合わせて首を振った。

「何と言いますか……やはりダメですね、カイムさん以外の男は」

「全くですわ。図体ばかりデカくて弱そうですし、やはりカイム様が至高の雄ですの」

「こんな下品な男には少しもぶたれたいと思わないな。やはり私を調教できるのはあの男だけか……」

　ミリーシア、ティー、レンカはそれぞれ興味無さそうにつぶやいて、男に背中を向けて歩いていく。

　少しも相手にされずに無視をされて、男は品性の欠けた笑みを引きつらせて固まった。

　やがて馬鹿にされていることに気がついたのだろう、男が顔を赤くして怒声を発する。

「て、テメエら！　俺様を無視してるんじゃブギャッ……」

「ああ、三人ともここにいたのか」

　男の巨体が横に吹き飛び、代わりに一人の青年が現れた。

　それは三人の思い人にして、初めてを捧げた運命の恋人……カイムである。

「カイムさん！」

「ん？　なんか変な奴がいたから蹴っておいたが……お前らの知り合いか？」

「いいえ、知りません。まったく知らない人です！」

　駆け寄ってきたミリーシアに訊ねると、腹部を蹴り飛ばされて建物の壁にめり込んだ男に見向きもせず、答えが返ってきた。

「そうか。こっちの買い出しは終わったが……そっちはもう良いのか？」

「構いませんわ。必要なものは買いましたから」

「それじゃあ、さっさと船着き場にいくか」

　カイムが港に向けて歩き出すと、ミリーシアとティーが左右に、レンカがすぐ後ろについてくる。

　美少女と美女をはべらせて歩くカイムに、すれ違う男から羨望と嫉妬の眼差しが向けられるのであった。
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